
会 見 日 2024/07/12

県道静岡焼津線　浜当目トンネル対策検討会
の設置

県道静岡焼津線 浜当目トンネル対策検討会の設置について

１　概要
　令和６年７月２日に焼津市大崩海岸で発生した斜面崩落に関連し、発生メカニズム、今後の調査、対策等を検討するため、検討
会を設置する。

２　検討会の設置
（１）構成員
　■有識者
　　＜トンネル専門家＞
　　　・真下 英人　施工技術総合研究所　所長
　　　・安井 成豊　施工技術総合研究所　技術参事
　　＜地すべり専門家＞
　　　・今泉 文寿　静岡大学　学術院農学領域　教授

　■道路管理者等
　　　・静岡県（道路局、島田土木事務所）
　　　・焼津市建設部
　　　・静岡市建設局

（２）第1回検討会の議事（公開予定）
　　　・開催日時：令和６年７月24日（水）　午後２時
　　　・開催場所：県庁本館403会議室
　　　・内　　容：被害状況の確認
　　　　　　　　　発生メカニズムの推測と究明に向けた調査方法等

３　これまでの経緯
　　令和６年４月14日　県民通報により、トンネルのひび割れを確認
　　　　　　４月16日　ひび割れの監視を開始（１日１回の目視）
　　　　　　５月９日　自動計測器の設置
　　　　　　　　　　（ひび割れを１分間隔で自動計測し、継続的な動きを監視）
　　　　　　７月２日　土砂崩れの発生（同日 20：45 全面通行止）
　　　　　　　　　　　有識者に現地調査を依頼。ドローン調査の手配。
　　　　　　７月３日　ドローンによる調査を実施
　　　　　　　　　　（全景写真、３次元測量により点群データの取得及び解析）
　　　　　　
　　有識者３名が点群データから作成した図面等をもとに各々現地調査を実施
　（７月３日、８日、９日）

４　有識者の現地調査を踏まえた所見
・今回の大規模土砂崩れに関連する地山の挙動は、まだ収束していない恐れがある。
・まずは、土砂崩れの規模（範囲、深さ等）や、トンネル周辺の地山状況、トンネル構造・位置、崩れとトンネルのひび割れとの
関連性を明らかにする必要がある。
・そのためには、今後、原位置調査（ボーリング等）を実施する必要がある。

担当 ： 交通基盤部 道路局道路保全課

連絡先 ： 防災安全班　TEL 054-221-3024



提 供 日 2024/07/12

タイトル 林業ってどんな仕事？興味がある人募集中！
～令和６年度林業の仕事インターンシップ開催～

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興班

TEL 054-221-3618

林業ってどんな仕事？興味がある人募集中！

～令和６年度林業の仕事インターンシップ開催～

 県内の12経営体では、林業への就業に興味がある⽅を対象に、林業の仕事を現地で体験できるインターンシップの参加者を募
集しています。
 参加希望の⽅はしずおか林業就業⽀援サイト「森林ナビ」からお申込みください。
 なお、林業経営体により、実習期間や作業内容などが異なります。皆様の希望に沿った林業経営体を紹介しますので、公益社団
法⼈静岡県山林協会までお問い合わせください。

１ 受⼊事業者（県内林業経営体）
(株)いなずさ林業（下⽥市） (株)北⽥⽊材（小山町）
(株)フォレストラヴェル（富士宮市） (株)フジタカの森（富士宮市）
(同)森のたね（富士宮市） 井川森林組合（静岡市）
鈴⽊林業（静岡市） 森林組合おおいがわ（島⽥市）
(有)落合製材所（島⽥市） 森町森林組合（森町）
引佐町森林組合（浜松市） (有)⽒原林業（浜松市）

２ 申込⽅法 しずおか林業就業⽀援サイト「森林ナビ」
       https://www.morinavi-shizuoka.net/internship/

３ お問い合わせ 公益社団法⼈静岡県山林協会 担当 山本
         〒420-8601 静岡市葵区追⼿町9-6県庁⻄館９階
         TEL:054-255-4485 FAX:054-255-2667
         Email:siensenta@gaea.ocn.ne.jp

         昨年度の様⼦             森林ナビHP     

https://www.morinavi-shizuoka.net/internship/
mailto:siensenta@gaea.ocn.ne.jp


提 供 日 2024/07/12

タイトル 山田芳朗氏が農林水産大臣賞（令和６年度全国林業経
営推奨行事）を受賞

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 林業振興班

TEL 054-221-2667

（要旨）
　山田芳朗氏（静岡市）が、公益社団法人大日本山林会主催の令和６年度全国林業経営推奨行事において、農林水産大臣賞に選
ばれた。
　県内での農林水産大臣賞受賞は５年連続。表彰式は11月上旬に東京都内で開催予定。

（概要）
１　全国林業経営推奨行事
　（公社）大日本山林会が、森林の適正な管理、林業の技術・経営の改善に努め、森林の多面的機能の発揮及び林業の持続的かつ
健全な発展に寄与している森林の管理経営体（個人含む）を表彰

２　本県受賞者
（１）　山田　芳朗（やまだ　よしろう）62才
（２）　住所　静岡市

３　山田芳朗氏の林業経営
　主に静岡市のスギ・ヒノキ人工林にて、優良材生産を中心とした林業経営を行っている。
　静岡県林業研究グループ連絡協議会の会長（Ｈ16～Ｈ17）や地元森林組合の理事・監事を務めるなど、地域林業の発展に貢献。
　静岡市林業研究会では、森林認証部会を立ち上げ、林業研究グループとして全国初となる、SGEC森林認証を平成17年に取得。

４　令和６年度全国林業経営推奨行事受賞者（個人又は団体）
　農林水産大臣賞　８件（山田氏を含む）
　林野庁長官賞　16件
　大日本山林会会長賞　２件

５　本県の近年の全国林業経営推奨行事受賞状況
　令和２年度　望月英光氏（静岡市）　農林水産大臣賞
　令和３年度　遠藤誠氏（富士宮市）　農林水産大臣賞
　令和４年度　渡邊定元氏（富士宮市）　農林水産大臣賞
　令和５年度　岩本敬次氏（浜松市）　農林水産大臣賞

※林業研究グループ：林業に関する技術や知識の習得等を通じて林業経営を担う者を養成し林業経営の発展に資することを目的と
した団体。



提 供 日 2024/07/12

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（7/5～7/11）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第548報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（7/5～7/11）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の67頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、41番目（600例目）です。

平成30年９月以降、15,503頭（死亡383頭、捕獲15,120頭）の検査を実施し、600頭の陽性（死亡170頭、捕獲430頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2024/07/12

タイトル 静岡県産ブドウの出荷が本格化 ～ピオーネ、シャイン
マスカットを知事贈呈～

担　　当 経済産業部 農業局農芸振興課

連 絡 先 農芸振興課

TEL 054-221-3299

静岡県産ブドウの出荷が本格化 ～ピオーネ、シャインマスカットを知事贈呈～

（要旨）
　静岡県落葉果樹振興協会は、ブドウをはじめとした落葉果樹の消費拡大を図るため、消費者等を対象に積極的な宣伝活動を実施
している。
　ブドウの本格出荷を前に、県民の代表である知事を訪問し、ピオーネ、シャインマスカットの贈呈を行うとともに、今年産の作
柄を報告する。

（概要）
１　日時・場所
　　令和６年７月16日（火）14時00分から14時15分（県庁東館５階　知事室）

２　贈呈品
　　静岡県産ピオーネ、シャインマスカット

３　訪問者　
　　静岡県落葉果樹振興協会及び生産者

（参考）
○本県のぶどう生産の状況
　令和４年度の本県の「ブドウ」の産出額は５億円であり、東部地域から西部地域まで広く栽培されている。
　主要品種は、「ピオーネ」、「シャインマスカット」

○「ピオーネ」について
　「ピオーネ」は、昭和32年に伊豆の国市の生産者が育成した大粒で、高品質なブドウ。栽培面積は、県内で4.2ヘクタールであ
る（令和４年度）。

○「シャインマスカット」について
　農研機構で開発された種なしで、皮ごと食べられる、高糖度ブドウ。消費者の人気が高く、近年は静岡県内でも栽培面積が増加
している。栽培面積は、県内で3.3ヘクタールである（令和４年度）。



提 供 日 2024/07/12

タイトル 「しぞ～か茶魅力発信プロジェクト」の設立

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-2684

　７月３日（水）、静岡市駿河区の県農業会館において、静岡県、株式会社静岡第一テレビ、静岡県 ＪＡグループは、静岡茶の振興を目的と
する協議会「しぞ～か茶魅力発信プロジェクト」を設立した。

１　設立目的
　令和５年４月に三者で締結した「お茶の振興に関する連携協定」に基づく事業を実施する組織として、プロジェクト構成団体が相互に連携
し、互いの資源を有効に活用した協働を推進することにより、静岡茶の魅力を広く発信し、静岡県の茶業振興を図ることを目的とする。

２　役員構成
 　・会　長：石川盛一郎（静岡県 経済産業部農業局長）

・副会長：望月浩之 （静岡第一テレビ 営業局長）
・副会長：杉山和陽 （静岡県農業協同組合中央会 常務理事）
・監　事：山下昌徳 （静岡県経済農業協同組合連合会 常務理事）

３　令和６年度実施事業
（１）「静岡茶×サウナ」
　静岡茶を使った静岡流サウナイベントを開催し、お茶ロウリュウ、お茶ヴィヒタ等のサウナコンテンツとともに、お茶を使用したサウナドリンクや

サウナ飯を提供。

（２）「静岡茶×サブスクリプション」
　月定額のサブスクチケットを購入すると、静岡県内のお茶カフェやお茶小売店で、様々なサービスや割引を受けることができる「ちゃブスク」

を実施。

（３）「静岡茶×ガチャガチャ」
　煎茶（つゆひかり）と苦丁茶と和紅茶がそれぞれ入っている３種類のカプセルのガチャガチャを作成し、高速道路サービスエリアや旅館・ホ

テル、土産店舗等に設置予定。

（４）「静岡茶×アニメ」
　お茶品種「つゆひかり」をモデルとした主人公が登場する、ショートアニメの制作及び静岡茶イベントでの使用や、各ＳＮＳでの発信。



提 供 日 2024/07/12

タイトル 7/24（水）より「バイ・山の洲」物産展を開催！
7/19（金）には、静岡伊勢丹社長が知事を表敬訪問

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

7/24（水）より「バイ・山の洲」物産展を開催！
7/19（金）には、静岡伊勢丹社長が知事を表敬訪問

（要　旨）
○令和６年７月24日（水）から６日間、静岡伊勢丹において、静岡、山梨、長野、新潟の４県の特産品を販売する「バイ・山の洲(くに)」物産展

を開催します。初日の24日には、各県の代表者によるオープニング式典も実施します。
○また、物産展開催に先立ち、7月19日（金）に静岡伊勢丹秋野孝三社長が知事を表敬訪問し、今年度の物産展について紹介します。

１　物産展の概要

開催日時  令和６年７月24日（水）～29日（月）
 午前10時から午後６時30分まで（最終日は午後４時まで）

開催場所  静岡伊勢丹８階「大催事場」（静岡市葵区呉服町1-7）

主催等  主催：株式会社静岡伊勢丹　共催：静岡県（協力：山梨県、長野県、新潟県）

内　容  ・４県41事業者（静岡15、山梨8、長野9、新潟9）による特産品販売
 ・４県のPRコーナー（食のブランド・観光）を設置

２　オープニング式典・会場内覧

開催日時  令和６年７月24日（水）午前９時30分から午前10時30分まで

開催場所  静岡伊勢丹１階「正面玄関」及び８階「大催事場」

9:30～9:50

 オープニング式典（１階「正面玄関」）
 【出席者（敬称略）】
  ・静岡県知事       　　    　　　　 　　　　　 鈴木　康友
  ・山梨県観光文化・スポーツ部　部長　　 落合　直樹　　　
  ・長野県産業労働部営業局　局長　    　合津　俊雄
　・新潟県農林水産部　副部長　　　    　　土田　良克　　　　　　　
　・株式会社静岡伊勢丹　代表取締役社長  秋野　孝三
【内　容】
　挨拶、テープカット（４県マスコットキャラクターも登場)

9:55～10:20  会場内覧（８階「大催事場」）

内　容

10:20～10:30  囲み取材（１階「正面玄関」）

３　知事表敬

開催日時  令和６年７月19日（金）午後５時から午後５時30分まで

開催場所  県庁東館５階　知事室

訪問者  株式会社静岡伊勢丹　代表取締役社長　秋野 孝三氏ほか

内　容  静岡伊勢丹社長から知事へ「バイ・山の洲」物産展の紹介と懇談

４　取材の申し込みについて
　　オープニング式典及び知事表敬を取材していただける場合には、各前日の17時までにマーケティング課担当（佐野）まで御連絡ください。
（TEL 054-221-3713）





提 供 日 2024/07/12

タイトル 「第6回Digital Future Festジュニアプロコンin静
岡」の作品募集を開始します！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

「第6回 Digital Future Fest ジュニアプロコンin静岡」の作品募集を開始します！

小中高校生を対象としたプログラミングコンテストの作品募集を開始いたします！
今年度から、アイディア賞を新設し、プログラミング初学者を含めたより多くの方々にチャンスが広がりました。
なお、コンテストの最終審査会及び授賞式は、今年度もリアル開催を予定しており、会場観覧も可能です。

　
コンテストの概要

区　分 概　要

参加資格 小学生、中学生、高校生
高専生も含み、令和７年３月末時点で18歳以下

応募作品

作品のテーマは自由
（プログラミングを使った作品であれば形式は問わない）
・課題解決部門
 （本人もしくは他者の）身の回りの人が抱える課題を解決することを目的と
した作品
・エンタメ部門
ゲームなど人が楽しみながら学べることを目的とした作品

作品募集期間 令和６年７月12日（金）～令和６年９月10日（火）

最終審査会
　授賞式

日時：令和６年11月24日（日）　13：30～（予定）
場所：グランシップ(静岡市駿河区東静岡)　※オンライン配信も実施
内容：入賞候補作品のプレゼンテーション、審査及び授賞式

各　賞

〈課題解決部門賞〉〈エンタメ部門賞〉
小学生/中学生/高校生（各：最優秀賞・優秀賞・準優秀賞）
※部門賞の授与後、協賛企業から企業賞を授与する予定
〈ルーキー賞〉
プログラミングコンテストに初参加する方の作品を対象に３作品程度選定
し、表彰
〈デジタルデザイン賞〉
デザイン性に優れた作品を対象に３作品程度選定し、表彰
〈アイディア賞〉
アイディアが優れた作品を対象に３作品程度選定し、表彰

応募方法
特設サイトの専用フォームから投稿
https://diff-shizuoka.jp/

運営体制 主催：静岡県
運営委託：株式会社エイエイピー

https://diff-shizuoka.jp/


会 見 日 2024/07/12

「TECH BEAT Shizuoka  2024」開催！
－令和６年７月25日(木)～27日(土)にグラン
シップで開催－

１　要　旨
県内企業と首都圏を中心としたスタートアップとのビジネスマッチングを促す「TECH BEAT Shizuoka 2024」が、令和６年７月25日(木)～

27日(土)にグランシップで開催されます。130社を超えるスタートアップが静岡へ集結し、先進的な技術の展示や商談会、日本を代表する有
識者による各種セッションなどが開催されます。

今回は初めて土曜日(27日)にも開催し、ファミリー・学生向けのコンテンツや、県内スポーツチームによるスポーツ体験コーナーも御用意
します。ぜひ会場にお越しください。

２　開催概要

３　TECH BEAT Shizuoka AWARD
　TECH BEAT Shizuokaを契機として令和５年度に行われた県内企業とスタートアップによる共創事例の中で優れた取組を表彰する「TECH 
BEAT Shizuoka AWARD」を実施します。

＊上記の内容は予告なく変更になる可能性があります。
＊イベントの詳細・来場申込は、TECH BEAT Shizuoka 2024公式ウェブサイトを
　御覧ください。（https://techbeat.jp/tech-beat-shizuoka-2024/）

担当 ： 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連絡先 ： 産業イノベーション推進班　TEL 054-221-2609

https://techbeat.jp/tech-beat-shizuoka-2024/


提 供 日 2024/07/12

タイトル 第１回静岡県感染症対策専門家会議を開催

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 企画情報班

TEL 055-928-7220

第１回静岡県感染症対策専門家会議を開催します

　昨年度の新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、今年度から感染症全般に係る県の施策に対して専門家から助言をいただ

くため、「新型コロナウイルス感染症対策専門家会議」を改組して、新たに「静岡県感染症対策専門家会議」を設置し、次のとお

り令和６年度第１回会議を開催します。

１　日時・場所

　・令和６年７月17日（水）午後６時～（90分程度）

　・ＷＥＢ開催

　（会場：感染症管理センター（三島市谷田2276：県健康福祉交流プラザ３階））

２　概要

　（１）　感染症対策専門家会議の目的等

　（２）　ふじのくに感染症管理センターの取組

　（３）　新型インフルエンザ等対策行動計画の改定方針

　（４）　令和６年度の県の感染症対応訓練

　（５）　令和６年上半期の感染症発生動向

３　委員

　・感染症を専門分野とする医師等12人

４　その他

　・取材される方はあらかじめ御連絡の上、直接会場へお越しください。（駐車場あり）

　・前身の新型コロナウイルス感染症対策専門家会議と同様に、会議は非公開とし、カメラ撮影は冒頭のみとなります。

　・会議終了後（19:30頃）、内容について取材対応します。

　・後日議事録要旨を県ホームページに公表します。

　・会議資料は会議当日までに下記サイトに掲載します。

　【感染症対策課HP】https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003073/1064565.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003073/1064565.html


提 供 日 2024/07/12

タイトル 孤独・孤立対策推進シンポジウムを開催します

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2844

孤独・孤立を予防する地域づくりを目指して、
孤独・孤立対策推進シンポジウムを開催します！

1　要旨
　　静岡県では、行政、ＮＰＯ、社会福祉協議会、企業等が協働し、それぞれの得意分野を生かして孤独・孤立に対応していくため、昨年度ふ
じのくに孤独・孤立対策プラットフォームを設置しました。その取組の一環として、このたび、孤独・孤立を予防する地域づくりの推進を目的
に、シンポジウムを開催します。

２　シンポジウム概要
　（１）開催日時：令和６年７月23日（火）13時～16時30分

　（２）開催場所：静岡音楽館ＡＯＩ　７階講堂（静岡市葵区黒金町１−９）

　（３）参加者：県内自治体、ＮＰＯ、福祉団体等

　（４）参加方法：ＷＥＢ参加又は会場参加
　　　　　　　　　　別添チラシに記載の二次元コードから申込み

　（５）内容
　　　　○基調講演　13:05～
　　　　　　「行政・民間・ＮＰＯにおける役割と連携のあり方」
　　　　　　講師：村木　厚子氏（元内閣官房　孤独・孤立対策担当室　政策参与）

　　　　○パネルディスカッション 14:00～
　　　　　テーマ「つなげる・ひろげる・かんがえる」
　　　　　・コーディネーター
　　　　　　　津富　宏氏（元静岡県立大学　国際関係学部教授・社会学者）
　　　　　・パネリスト
　　　　　　　平野　覚治氏（一般社団法人全国食支援活動協力会 専務理事）
　　　　　　　内藤　克子氏（神奈川県鎌倉市福祉総務課 課長補佐）
　　　　　　　遠藤　雄策氏（一般社団法人みらいＴＡＬＫ 理事・小児科医）

３　問合せ先
　　　静岡県社会福祉協議会　権利擁護課・地域福祉課
　　　〒420-8670　静岡市葵区駿府町1－70
       ＴＥＬ：054-254-5237

（昨年度の様子）



提 供 日 2024/07/12

タイトル 黄金ＫＡＩＤＯプロジェクト　第２弾スタート！

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 杉山 裕郁

TEL 054-221-3734

令和６年度　黄金ＫＡＩＤＯプロジェクト　第２弾スタート！

　中央日本四県（新潟県、長野県、山梨県、静岡県）が一体となって、国内外からの観光誘客に取り組む、観光プロジェクト「黄金ＫＡＩＤＯプロジェクト」

の第２弾が、７月12日からスタートします。

１　中央日本四県（新潟県、長野県、山梨県、静岡県）域内での交流促進や、域外からの誘客を目的に、黄金ＫＡＩＤＯエリアでバイクライダー等に人気の

御刻印（ごこくいん）集め

　　「黄金ＫＡＩＤＯ御刻印ツーリングラリー」を実施します。

＊また、このキャンペーンと合わせて、デジタルスタンプラリーをバイク用品大手の株式会社デイトナが実施いたします。詳しくは、添付資料をご確認くだ
さい。

（１）御刻印集めの概要

      黄金ＫＡＩＤＯエリア内の所定の社寺で専用の黄金ＫＡＩＤＯ御刻印守を受けた後、御刻印を打刻し指定の数を集めると、抽選でプレゼントがもらえる
キャンペーンを実施します。

項　　　目 内　　　容

時　　　期 令和６年７月12日（金）～　令和６年12月31日（火）

参加方法
ステップ１　専用の「黄金ＫＡＩＤＯ御刻印守」を購入
ステップ２　所定の御刻印を、打刻する
ステップ３　完成した黄金ＫＡＩＤＯ御刻印守のデータを申請

主な収集
スポット

【新潟県】風巻神社（上越市）、蓮華峰寺（佐渡市）
【長野県】武水別神社（千曲市）、子檀嶺神社（上田市）、岩崎神社（松本市）、冨士山稲荷
神社（飯田市）
【山梨県】端場坊（身延町）、遠照寺（北杜市）、古長禅寺（南アルプス市）、差出磯大嶽山
神社（山梨市）
【静岡県】：石室神社(南伊豆町)、紅冨台寺（小山町）、小芝八幡宮（静岡市）、舘山寺（浜
松市）、大歳神社（浜松市）、龍谷寺（浜松市）、松雲寺（三島市）

応募条件 黄金ＫＡＩＤＯ御刻印守を受け、指定の収集スポットの中から蓮華峰寺（佐渡市）、石室神
社（南伊豆町）を含めた８箇所で打刻し、御刻印守を完成させる。

景　　　品 黄金ＫＡＩＤＯオリジナル手拭いと黄金ＫＡＩＤＯオリジナルラバーキーホルダーを、抽選で
100名様に進呈

応募方法
完成した黄金ＫＡＩＤＯ御刻印守の写真と巡った社寺名を黄金ＫＡＩＤＯ御刻印事務局
（ロードマニアジャパン）へメールにて送付
メールアドレス：ougon-kaido@roadmania-japan.com

Ｈ　　　Ｐ https://roadmania-japan.com/goldroad.html

２　協賛企業・団体の募集について

　　　黄金ＫＡＩＤＯプロジェクトでは、四県全域の宿泊施設や観光施設を対象に、同プロジェクトの協賛企業や団体の募集を行っています。　　

　 協賛企業や団体には、黄金ＫＡＩＤＯの旅を楽しんでいる方に、割引や特典の付与、限定商品販売などの特別サービスを提供いただきます。

   参画いただいた企業・団体については、サービス内容を黄金ＫＡＩＤＯの公式サイトに掲載し、旅行者へ幅広く告知いたします。参画にあたってのシス

テム利用料など、費用はすべて無料です。

（１）協賛企業・団体の申込先

      登録は、こちらから　→　https://gold-road.jp/affiliated　

「黄金ＫＡＩＤＯとは」

中央日本四県（新潟県、長野県、山梨県、静岡県）では、金山で有名な佐渡（新潟）と土肥（静岡）を結ぶ陸路と海路を「黄金ＫＡＩＤＯ」とネー

ミングし、令和５年から新たな観光促進キャンペーンを展開しています。

　＊四県全域を対象としたキャンペーンとなります。

　    公式ホームページは、こちら →  https://gold-road.jp

mailto:ougon-kaido@roadmania-japan.com
https://roadmania-japan.com/goldroad.html
https://gold-road.jp/affiliated
https://gold-road.jp


提 供 日 2024/07/12

タイトル 令和６年度　第１回静岡県公立大学法人評価委員会の
開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

 令和６年度 第１回静岡県公立大学法人評価委員会の開催

（要旨）

　静岡県公立大学法人（静岡県立大学）及び公立大学法人静岡文化芸術大学の業務実績に関する評価等について審議するため、令
和６年度第１回評価委員会を開催します。

（概要）

１　日時　令和６年７月18日（木）　午前９時20分～午前11時30分（予定）

２　会場　静岡県庁別館９階特別第一会議室

３　内容

　【公立大学法人静岡文化芸術大学関係】

議題１　令和５事業年度の業務実績に関する評価について

【静岡県公立大学法人関係】

議題２　令和５事業年度の業務実績に関する評価について

【共通】

議題３　運営費交付金に反映する成果指標の判定について

【静岡県公立大学法人関係】

議題４　第４期中期目標の策定について

※当日は、それぞれの法人の役員等が出席し、上記事項等を説明します。

なお、８月９日（金）（予定）の第２回評価委員会において評価を決定する予

定です。

４　委員

伊東　幸宏 （公財）浜松地域イノベーション推進機構フォトンバレー
センター長、静岡県教育委員、元国立大学法人静岡大学学長

櫻井　　透 （株）静岡銀行　元会長

杉村　美紀 上智大学総合人間科学部教授

牧田　　恵 常葉大学職員、元県立浜松湖南高校校長

山本真由美 公認会計士

　※「静岡県公立大学法人評価委員会」とは、地方独立行政法人法に定める知事の
　　附属機関で、静岡県を設立団体とする公立大学法人の業務実績の評価を行うほ
　　か、知事による事前意見聴取に対する意見の提示を行う機関です。



会 見 日 2024/07/12

富士山開山の状況

富士山開山の状況

１　開山日の登山者数

令和６年７月10日（水）９時～24時

富士宮口 御殿場口 須走口 ３登山口 計

882人 67人 234人 1,183人

　　　３登山口全体の登山者数は、コロナ禍後、初めて行動制限のない開山日となった昨年を４割程度上回り、コロナ禍前の令和元

年に近い水準となりました。

　　　＜参考＞

■昨年及びコロナ禍前の開山日（７月10日）登山者数

年 富士宮口 御殿場口 須走口 ３登山口計

令和５年 495人 51人 326人 872人

令和元年 1,002人　 82人 208人 1,292人

   

　 ２　開山後の自己等の状況

　　　７月10日、11日で、４件の遭難事故（死亡３件、救助１件）が発生

３　安全登山のお願い
　　開山直後から、救助要請、遭難事故が相次いでいることから、改めて、安全登山をお願いします。

　　　・富士山の天候は変わりやすく、急な雨や強風、雷などに特に注意が必要です。悪天候時の無理な登山はしないよう、強くお願いします。

　　　・夜通しで一気に山頂を目指す「弾丸登山」は、高山病や低体温症等の健康上の危険に加え、転倒や滑落、落石事故のリスクが高く危険

であるため、止めていただくよう、お願いします。

　　　・静岡県富士登山事前登録システムへの登録に御協力ください。

・綿密に無理のない登山計画を立て、行程等の登録をお願いします。

・富士登山の危険性やルール・マナー等の事前学習をお願いします。

４　富士登山に関する情報サイト

　　富士登山を検討される方は、御活用をお願いします。
　○ 静岡県公式Ｘ「静岡県富士登山安全情報」　（@fujitozan_anzen）

　○ 民間企業が運営するＷｅｂサイト「イマフジ。」　（imafuji.earth)

     　 　 富士山頂 のほか 、 各合目 の 気象情報 をリアルタイムで 発信

　○ 富士登山オフィシャルサイト　　（https://www.fujisan-climb.jp）
担当 ： スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連絡先 ： 交流・継承班　TEL 054-221-3747

https://www.fujisan-climb.jp


提 供 日 2024/07/12

タイトル 静岡県第37回20年公募公債の発行

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2032

・市場公募債のうち、シンジケート団（シ団）方式による定例発行とは別に、
　主幹事方式により発行する20年債の発行条件を決定しました。
・本県の公募方式での20年債の発行は、昨年10月に続き今回が37回目。

  ・本日午後、格付投資情報センター（R&I）からAA+、ムーディーズからA1の個別
　　債務格付けが付与される予定です。

銘柄名 静岡県第３７回２０年公募公債

発行額 １００億円

表面利率 １．９２１％

発行額
（100円につき）

１００円００銭

応募者利回り １．９２１％

払込（発行）日 令和６年７月２４日（水）

償還方法
（最終償還日）

２０年満期一括
（令和２６年６月２０日（月））

引受会社 　　　ＳＭＢＣ日興証券株式会社　　　　　　　　　　５０％
　　　大和証券株式会社　　　　　　　　　　　　　　５０％



提 供 日 2024/07/16

タイトル ＷＡＺＡチャレンジ教室の開催～自分の気持ちを形に
しよう～

担　　当 教育委員会 沼津特別支援学校愛鷹分校

連 絡 先 ３年部学年主任　杉澤　哲弥

TEL 055-943-5177

ＷＡＺＡチャレンジ教室の開催

～自分の気持ちを形にしよう～

　静岡県が実施する事業「ＷＡＺＡチャレンジ教室」により、実際に技能士会の方から技能（盆景）を教わりながら体験し、もの
づくりの技術に触れることで、技能・技術への関心を高め、その大切さを学びます。
　また、ものづくり県として発展を担う人材の確保・育成につなげます。

１　日　時
　　令和６年７月22日（月）午前10時から正午まで

２　会　場
　　静岡県立沼津特別支援学校愛鷹分校（沼津市岡一色875）

３　内　容
　　盆景（ミニチュア造園）の制作

４　参加者
　・講師：静岡県造園技能士会
　・生徒：沼津特別支援学校愛鷹分校　高等部３年生　17名

５　お問合せ先
　　静岡県立沼津特別支援学校愛鷹分校
　　電　話　055-943-5177
　　メール　ashitaka-b@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:ashitaka-b@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/07/16

タイトル 自衛隊員70人が集結！～全校生徒対象の救急搬送訓練
実施～

担　　当 教育委員会 浜松東高等学校

連 絡 先 副校長　坪井保人

TEL 053-434-4401

自衛隊員70人が集結！

～全校生徒対象の救急搬送訓練実施～

　毎年、２～３回地震や火災等を想定した防災訓練（避難訓練）を実施していますが、今年度は新たな取組として、自衛隊70人の方々の御協
力をいただきながら、救急搬送訓練を実施することとしました。当日は、地元自治会の方も10人ほどお招きし、本校の取組を見学していただく
とともに、災害時の連携を深める機会として実施します。

１　日　時
　　令和６年７月18日（木）　午前10時50分から11時40分まで

２　会　場
　　静岡県立浜松東高等学校　体育館・グラウンド・教室

（浜松市中央区笠井新田町1142）

３　内　容
　　救急搬送訓練（１人での搬送、２人での搬送、担架による搬送等）

※各クラスに隊員を３人ずつ配置して実施予定

４　参加者
　　浜松東高校全校生徒（860人程度）及び教職員（60人程度）、
　　地元自治会の方（10人程度）

５　お問合せ先
静岡県立浜松東高等学校
担  当　副校長　坪井保人
電　話  053-434-4401
メール　hamamatsuhigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp

６　その他
    晴雨に関わらず実施しますが、当日の天候によりすべて屋内で実施する可能性があります。

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　

mailto:hamamatsuhigashi-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/07/16

タイトル 夢のある“みらいのまち”を募集します！
「わたしの“未来のまち”はこんな“まち”」
図画コンクール2024

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3681

静岡県における建設産業の担い⼿確保やインフラの整備・維持管理への理解促進に向けては、若年層に広くインフラや“まち”につ
いて知ってもらい、愛着を持ってもらうことが重要となります。
そこで、明⽇を担う⼦供たちが“まち”について考え、郷土（静岡）への愛着を持つきっかけとなることを期待して、夢のある“ま
ち”を描く図画作品を募集します。

１ 募集課題
  テーマは「わたしはこんな“まち”に住みたい。」です。
  あなたはいつもインフラに囲まれています。
    インフラと静岡の未来についていっしょに考えてみませんか︖

  （例）
  ● こんな道路があったらいいな
  ● こんな駅前だったら賑わうな
  ● こんな港町があったらいいな
  ● どんな川・海だったら安⼼で親しみやすいかな   など
  
２ 募集部門
  小学⽣の部、中学⽣の部
  ※応募時に静岡県内に在住する又は在学していることが条件

３ 募集期間
  令和６年７⽉16⽇（⽕）から10⽉25⽇（⾦）必着＜当⽇消印有効＞

４ 募集作品の規格
  Ａ４（21cm×29.7cm）から４つ切り（38cm×54cm）までの⼤きさの紙、もしくは指定の⽤紙（募集案内ページに掲載）
に描いた図画作品。
  画材は、⽔彩絵の具、アクリル絵の具、クレヨン、色鉛筆、ボールペンなど。

５ 募集⽅法
  図画作品と、必要事項を記⼊した応募票等を主催者へ郵送もしくは持ち込み

６ 賞
表 賞品

最優秀賞
（各部門１点、計２点）   

“未来のまち”動画※、賞状と副賞（QUOカード１万円、粗品）

優秀賞
（各部門１点、計２点）   

賞状と副賞（QUOカード５千円、粗品）

特別賞
（全体で数点）   

共催団体からの賞状、副賞 など

参加賞
（応募者全員）   

記念品（シール）

※最優秀賞作品をイメージした“未来のまち”をモデルにした動画を作って、プレゼントします。
 昨年度に作られた動画はこちらからご覧いただけます。
 https://www.youtube.com/watch?v=qPECoqhWMsY

８ 発表・表彰式
 ⼊賞作品は、12⽉中旬〜12⽉下旬頃に募集案内ページにおいて公表予定です。
 表彰式の開催も予定しています。

https://www.youtube.com/watch?v=qPECoqhWMsY


９ 主催等
●主催     静岡県
●共催     ⼀般社団法⼈静岡県建設業協会、⼀般社団法⼈静岡県建設コンサルタンツ協会、静岡理⼯科⼤学
●後援     株式会社建通新聞社、静岡県教育委員会、静岡県私学協会、静岡新聞社・静岡放送

詳細は募集案内ページをご覧ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doboclub/1047513/zuga/index.html

0716kenseizugaflyer.pdf0716kenseizugaflyer.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doboclub/1047513/zuga/index.html


提 供 日 2024/07/16

タイトル 小林製薬株式会社の紅麹を含む健康食品に関する情報
について（第36報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3358

－危機管理情報－

１ 概要

大阪市が令和６年３月27日に回収を命じた小林製薬株式会社の紅麹原料を使用した健康食品について、静岡県内でも関連が疑われる患

者がこれまで確認されています。４月以降に発症した患者は、現時点では確認されておりませんが、引き続き、 これらの 製品 の 使用 の 中止及

 び 無症状 でも 最近 まで 使用 していた 方 の 医療機関 の 受診 をお 願 いします 。 また 、 健康被害 が 確認 された 場合 は 、 最寄 りの 保健所 に 連絡 を

 してください 。

２　回収命令の対象食品（現在、静岡県内で販売されていない）　

（１）紅麹コレステヘルプ

（２）ナイシヘルプ＋コレステロール （販売地域：北陸地区）

（３）ナットウキナーゼさらさら粒ＧＯＬＤ （販売地域：広島県）

３ 静岡県内の健康被害状況（７月８日～７月14日）

静岡県内で、前週、関連が疑われる患者が１人確認されました。患者は上記（１）紅麹コレステヘルプを使用していました。

静岡県 静岡市 浜松市 合計

前週新規

（7/8～7/14）  １（０） ０(０) ０(０)  １（０）
患者数

累計 45（４） 15(２) 22(１)  82（７）

　　*  健康被害が疑われたことにより、県及び政令市が国に報告した人数、（　）は入院

４ その他

　次回は７月22日に、７月15日から７月21日の健康被害状況についてお知らせします。

　静岡県の健康被害状況、自主回収情報等は衛生課のホームページでお知らせします。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/shokuanzen/kohyo/1062481.html
この他、小林製薬株式会社が製造した紅麹原料に関連した食品のリコール情報については、厚生労働省ホームページを参照ください。

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/daietto/index.html

５　県内保健所一覧

賀茂健康福祉センター（賀茂保健所）　　 0558-24-2054

熱海健康福祉センター（熱海保健所）　　 0557-82-9116

東部健康福祉センター（東部保健所）　　 055-920-2102

御殿場健康福祉センター（御殿場保健所） 0550-82-1223

富士健康福祉センター（富士保健所）　　 0545-65-2154

中部健康福祉センター（中部保健所）　　 054-644-9283

西部健康福祉センター（西部保健所）　　 0538-37-2245

静岡市保健所　　　　　　　　　　　　　     054-249-3161

　　　 浜松市保健所　　　　　　　　　　　　　           053-453-6114　

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/shokuanzen/kohyo/1062481.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/daietto/index.html


提 供 日 2024/07/16

タイトル 医師臨床研修・専門研修病院合同説明会を開催します

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

医師臨床研修・専門研修病院合同説明会を開催します！
　
　静岡県では、県内の病院で研修を行う若手医師がさらに増加するよう、静岡県病院協会との共催により、研修病院合同説明会を
開催します。
　会場では、県内の研修病院の指導医や先輩医師が、県内外の医学生・研修医に、病院や研修プログラムの魅力などを説明しま
す。
　また、当日は、医学修学研修資金を利用する医学生等に静岡県の地域医療の魅力を伝えるため、県が委嘱した「ふじのくに次世
代医師リクルーター※」を交えた意見交換会も開催します。
　
　※県内で働く次世代の医師の増加を図るため、本県の地域医療の魅力を全国の医学生等に発信する若手医師

○静岡県医師臨床研修・専門研修病院合同説明会in浜松
　◆日　時　令和６年７月21日（日）　12時30分～17時00分
　◆会　場　アクトシティ浜松　コングレスセンター41会議室
　　　　　(浜松市中央区板屋町111－1)
　◆対　象　全国の医学生及び臨床研修医
　◆出　展　静岡県内の臨床研修・専門研修病院など26病院

○ふじのくに次世代医師リクルーターと医学生等との意見交換会（同日開催）
　◆日　時　令和６年７月21日（日）
　　　　　　 　第１回：13時00分～13時45分
　　　　　　　 第２回：14時30分～15時15分
　◆会　場　アクトシティ浜松　コングレスセンター43・44会議室
　◆出席者  約60人（リクルーター、医学修学研修資金を利用する医学生等）

○参考

＜令和６年３月病院合同説明会（静岡市内）＞　　＜本県のマッチ者数の推移＞



提 供 日 2024/07/16

タイトル オンラインプラットフォーム「こえのもりしずおか」
を開設し、県内のこども・若者のこえをあつめます！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2037

オンラインプラットフォーム「こえのもりしずおか」を開設し、

県内のこども・若者のこえをあつめます！

１　概　要

　　静岡県では本年度中に「静岡県こども計画（仮称）」を策定する予定です。こども基本法に基づき、こども施策を策定し、実施し、及び評価

するに当たっては、こども・若者の意見を反映させることが必要なことから、このたび、オンラインプラットフォーム「こえのもりしずおか」を開設

し、幅広く県内のこども・若者のこえをあつめます！

２　オンラインプラットフォーム「こえのもりしずおか」の概要

運用開始 　令和６年７月16日（火）から

登録対象者 小学生、中学生、高校生、大学生等、社会人（29歳まで）

参加方法 パソコン、スマートフォン、GIGAスクール端末（一人一台端末）か
　 ら登録して意見を投稿

　　  目的　　
　　こども・若者のこえを聴き、静岡県のこども・若者施策への反映を
　　図る

機能 意見投稿、投票、チャット、意見分析　等

ＵＲＬ 　 https://shizuoka-pref.liqlid.jp

３　意見聴取期間・質問内容

第１回
令和６年７月16日（火）～令和６年８月30日（金）
・家庭や学校生活での関心事や問題意識などを幅広く聴取
・５問程度の質問に対して、意見の投稿等をお願い

第２回  令和６年10月～11月（予定）
 ・特定テーマの課題解決に向けた提案やアイデアを聴取

第３回
実施時期調整中
・計画最終案や意見の反映結果をフィードバック
・修正意見等について意見を聴取

https://shizuoka-pref.liqlid.jp


提 供 日 2024/07/16

タイトル 【参加者募集】子ども・若者性暴力被害者支援研修会

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054‐221‐3715

　　　　　　　【参加者募集】　性暴力被害者に寄り添った支援の人材の育成

　　　　　　子ども・若者性暴力被害者支援研修会

子ども・若者の性暴力被害者に、寄り添った支援ができる人材を育成するため、子どもや福祉、被害者支援、女性相談等に関わる行政の担
当者や、教育関係者、警察、被害者支援機関職員等を対象とした研修会を開催します。

１　日　時
　　令和６年８月８日（木）　１３：３０～１６：３０（13：00開場）
　　※後日ＷＥＢ配信も行います（申込者限定配信）。

２　場　所
    グランシップ　１００１－１会議室

（所在地：静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）

３　参加対象者
　　　　 県・市町職員（被害者等支援、子育て支援、児童虐待、女性相談、その他福祉等担当者）、学校・教育関係者、被害者支援機関職員等

４　内　容
　 【第一部】１３：３５～１４：５５

　　「子どもの性暴力被害や性問題行動への理解とその支援」

浅野 恭子氏（甲南女子大学人間科学部心理学科　准教授）

　　【第二部】１５：０５～１６：２５

　　「自画撮り・ＳＮＳを起因とする被害の現状とその支援」

　　　　内田 絵梨氏（特定非営利活動法人ぱっぷす）

　　　　　　　※第二部は、権利関係上、後日ＷＥＢ配信では、講義の一部を削除・編集して配信します。全編を受講したい方は、会場へ御参加ください。

５　参加申込等

　　電子申請（ふじのくに電子サービス）にてお申込みください。

　　（１）　 会場（グランシップ）：定員６０人　先着順

     （２）　後日ＷＥＢ配信（申込者に配信用ＵＲＬを送付します）

　　受講料：無料

　　詳細は、くらし交通安全課のホームページを確認ください。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/bosaikotsh/higaishashien/1064150.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/bosaikotsh/higaishashien/1064150.html


提 供 日 2024/07/16

タイトル ※中止【参加者募集】性暴力被害者支援「公開講座」
開催

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 くらし安全班

TEL 054-221-3715

　　　　　　【参加者募集】　性暴力被害者への支援について理解を深める

　　　　　　　性暴力被害者支援「公開講座」開催

　静岡県では、性暴力被害者支援センターＳＯＲＡを運営し、性暴力被害に遭われた方への支援を行っています。
　より多くの方に、性暴力被害者支援について理解を深めていただくため、公開講座を開催します。
　多くの皆様の御参加をお待ちしています。

１　日　時
　　 令和 ６ 年 ８ 月28 日 （ 水 ）　 １３ ： ３０ ～ １６ ： １５ （13 ：00 開場 ）
　　 ※ 後日 ＷＥＢ 配信 も 行 います （ 申込者限定配信 ）。

　※大雨の影響により、中止します。詳細は8月28日の記者提供を御確認ください（８月28日　14時）。

２　場　所
札の辻クロスホール
（所在地：静岡市葵区呉服町１丁目３０　札の辻クロス６階）

３　内　容
（１）１３：３５～１５：０５

　　　「性暴力被害によるメンタルヘルスの問題とその支援」

加茂 登志子氏（一般社団法人日本ＰＣＩＴ研修センター代表理事）

（２）１５：１５～１６：００

　　　「リプロダクティブ・ヘルス／ライツを知って自分らしく生きる！」

　　　船津　裕子氏（思春期保健相談士）

（３）１６：００～１６：１０

　　　行政説明「静岡県性暴力被害者支援センターＳＯＲＡについて」くらし交通安全課

４　参加申込等

　　電子申請（ふじのくに電子サービス）にてお申込みください。

　　(1)  会場（札の辻クロスホール）：定員４０人　先着順

　　(2)  後日ＷＥＢ配信（申込者に配信用ＵＲＬを送付します）

　　受講料：無料

詳細は、くらし交通安全課のホームページを御確認ください。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/bosaikotsh/higaishashien/1064490.html

koukaikouzaomote.pdfkoukaikouzaomote.pdf

koukaikouzaura.pdfkoukaikouzaura.pdf
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提 供 日 2024/07/16

タイトル 個人情報が含まれるメールの誤送信

担　　当 経営管理部 資産経営課

連 絡 先 庁舎管理班

TEL 054-221-2533

（要旨）

　　庁舎等管理業務競争入札参加資格の審査事務において、申請書類の修正を依頼するため、申請書に記載されたメールアドレス宛て
にメール送信したところ、そのアドレスに誤りがあり、申請者の個人情報が他法人に誤送信された。

（概要）

１　経過

○庁舎等管理業務競争入札参加資格審査申請者宛て、申請書類の修
正依頼メールを送信

・申請者が提出した役員名簿に、修正事項を見消し表示した様式データ
を、申請書に記載されていたメールアドレス宛てに送信した。

・役員名簿には、法人役員３名の役職・氏名・性別・生年月日、法人役員
１名の氏名が記載されていた。

７月８日（月）

午後２時頃

○メール送信後、申請者へ電話連絡。申請書記載のメールアドレスの誤り
が判明したため、正しいメールアドレス宛てに再送信

○誤記載だったメールアドレスを所有する法人から、メールの誤送信につい
て問合せがあり、誤送信先が判明

○メールの誤送信について謝罪の上、メールの削除を依頼

７月９日（火）

午前９時40分頃

○申請者に、誤記載だったメールアドレスを所有する法人にメール送信した
ことを報告し、電話で謝罪

２　原因と対策

原因 対策

・申請者が申請書に記載したメールアドレス
が誤っていた。

・職員が申請書記載のメールアドレスの正誤
を確認せず、個人情報を含むデータを送
信した。

・個人情報を含むデータをメール送信する際に
は、送信前に空メールを送信する等、メールア
ドレスを確認する。



提 供 日 2024/07/16

タイトル 令和６年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（図
上訓練）の実施

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2077

令和６年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（図上訓練）を
静岡県で実施します

１　目　的
　静岡県東部地区で大規模な自然災害が発生し、緊急消防援助隊の派遣を要請する場面を想定し、県及び各消防本部の受援計画の
検証や発災初動期における受援体制の強化を図る。

２　日　時
　令和６年７月25日（木）（予備日：８月１日（木））
　午前８時30分から午後４時まで

３　訓練会場
　県庁別館５階危機管理センター（東）、県東部地区の各消防本部（駿東伊豆・下田・熱海・富士山南東・御殿場小山・富士・富
士宮）、富士山静岡空港

４　参加者
　総務省消防庁、緊急消防援助隊（東京消防庁、横浜市消防局、川崎市消防局、相模原市消防局、名古屋市消防局、群馬県防災航
空隊）、静岡県、県内消防本部、陸上自衛隊、海上自衛隊、航空自衛隊、海上保安庁、静岡県警察、順天堂大学附属静岡病院

５　想　定
　静岡県東部地区において台風による水害や土砂災害が発生し、災害対応していた。このような中、午前８時45分に地震（南海ト
ラフ地震に該当しない。）が発生し、建物倒壊、火災、津波等により被害が拡大した。

６　主な訓練内容
　県庁危機管理センター（東）における主な訓練内容は、別紙１のとおりです。

７　取材エリア
　別紙２のとおり、県庁別館５階危機管理センター（東）に取材エリアを設置します。他の訓練会場の取材を希望される場合は、
事務局へお知らせください。
　（１）受付時間　午前８時30分から
　（２）受付場所　（別紙２）のとおり

８　訓練の中止又は延期
　災害発生等により訓練を中止又は延期する場合は、原則として訓練当日の午前６時までに決定し、その後、県庁ホームページ及
び県政記者クラブ加盟社へメールにてお知らせします。
　https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1061237.html

＜問合せ先＞
緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練静岡県実行委員会事務局
（静岡県危機管理部消防保安課内）
電　話　054-221-2077　担当　鈴木・草場・市川
メール　kinshoubo@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/shobo/1061237.html
mailto:kinshoubo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/16

タイトル 関係人口に係る補助金の申請募集中！

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 総合政策班

TEL 054-221-3201

関係人口創出・拡大モデル展開事業費補助金の申請募集中です！

静岡県では、令和5年度に、関係人口の創出・拡大を促進するため、地域づくり団体等が中間支援組織との連携により関係人口を活用した
取組に対する助成制度「関係人口創出・拡大モデル展開事業費補助金」を創設しました。 
昨年度に引き続き、今年度も同補助金の申請の受付を開始しましたので、ぜひご活用ください。 

県内で活動実績のある地域づくり団体と中間支援組織との連携による、関係人口を活用した地域の活性化又は課題の解決に向けた活動
に対して補助金を交付します。　

詳細は、下記総合政策課ホームページをご確認ください。
区分 内容

補助金の概要
　県内で活動実績のある地域づくり団体と中間支援組織との連携による、関係人口を活用した地域の活性化又は課題
の解決に向けた活動に対して要綱等に則り補助金を交付します。

要件

　以下の全てを地域づくり団体（申請者）と中間支援組織との連携により行うこと。
　ア．関係人口の興味又は関心に沿った研修会その他のイベントの開催
　　（関係人口になりうる人を集め、地域が抱える課題や地域活活性化に向けた関係人口の関わり方等について広く周
知する研修会・イベント・セミナーなどの開催）
　イ．地域の課題の調査又は住民との対話を目的とした座談会その他のイベントの開催
　　（関係人口と地域とのマッチング・ワークショップなどの開催）
　ウ．ア及びイの活動に参画した関係人口を活用して地域の活性化又は地域の課題の解決を図る取組の実施
　　（ア、イに参加した関係人口による地域課題解決等に向けた活動・取組）

補助率 　１／２以内
補助上限 　５０万円
申請期限 　令和６年11月30日（土）　

要綱・要領
　総合政策課ホームページからダウンロード
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/keikaku/1040922/1054102.html

問合せ先

　総合政策課総合政策班

　TEL：054-221-3201

　メール：e-kankei@pref.shizuoka.lg.jp

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/keikaku/1040922/1054102.html
mailto:e-kankei@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/17

タイトル 県内高校生が海外でインターンシップに挑戦

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　片井伴浩

TEL 054-221-3145

県内高校生が海外でインターンシップに挑戦

　県教育委員会では、「ふじのくにグローバル人材育成基金」を活用した事業の一環として、「高校生海外インターンシップ事業」を実施しま

す。平成27年度より実施しており、本年度も20人の高校生が海外へ飛び立ちます。

　高校生が海外に進出している県内企業の海外事業所等を訪れ、交流・視察や就労体験等を実施することで、海外マーケットでの県内企業

の魅力や競争力、貢献度などを肌で感じる貴重な機会となります。

１　参加生徒

　　国際理解・国際交流に深い関心を持ち、積極的に研修に参加する意欲を持っている県内の高等学校に在籍する２年生。

　　３コース合計20人（各高校で推薦された生徒から高校教育課が選定）。

２　研修日時及び研修場所等

国内研修先
所在地

海外研修先研修国
・地域

研修日時 研修期間(事業所での研修日)
参加生徒所属校

ヤマハ発動機（株）
磐田市新貝2500

台湾山葉機車工業（YMT）
台湾

８月１日（木）
13:00～17:00

８月19日（月）～22日（木）
（８月20日（火））

（生徒７人）
沼津工業、沼津商業、静岡
東、島田工業、掛川工業、袋
井商業、浜松工業

（株）呉竹荘
浜松市中央区
東伊場1-1-26

ホテル呉竹荘 
クマン ジャカルタインド

ネシア
７月26日（金）
13:00～16:00

８月５日（月）～８日（木）
（８月６日（火））

（生徒７人）
下田、伊豆中央、静岡西、焼
津中央、浜松北、浜松湖北、
浜松学芸

ジヤトコ（株）
富士市今泉700-1

Jatco (Thailand) Co.Ltd.
タイ

７月25日（木）
11:40～17:00

８月25日（日）～28日（水）
（８月26日（月））

（生徒６人）
沼津東、吉原工業、科学技
術、島田商業、浜松城北工
業、静岡雙葉

３　問合せ先

　　取材を希望される場合は、企業との調整等のため、必ず事前に下記担当まで御連絡ください。

　　※高校教育課指導第２班　電話番号054-221-3145



提 供 日 2024/07/17

タイトル 東海北陸７県議会議長会議で議決された要望書の関係
省庁等への提出（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先

TEL 054-221-2564

東海北陸７県議会議長会議で議決された要望書を関係省庁等へ提出します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取材案内）

１　実施日時
　　令和６年７月24日（水）午前９時45分から12時まで

２　要望書の提出者
　　落合　愼悟 静岡県議会議長、鳥澤　由克 静岡県議会副議長
　　東海北陸各県の県議会議長

３　要望書の提出先
　　衆議院、参議院、関係省庁

４　提出する要望書
　　・国民皆歯科健診の実現について
　　・防災・減災、国土強靱化対策の拡充について
　　・生産資材価格への対応と農畜産物の適正な価格形成の実現について
　　・個に応じたきめ細かな教育の充実に向けた教職員定数改善等について
　　・令和６年能登半島地震からの復旧・復興支援について
　　・災害救助法における福祉の位置付けの明確化について
　　・北陸新幹線の整備促進について
　　・北陸地域における高規格道路の整備促進について
　　・刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正について

※要望活動の取材については、事前登録が必要となります。
　７月22日（月）17時までに、取材会社、役職名、氏名、移動手段、当日の連絡先
　を議会事務局政策調査課（電話054-221-2564）まで御連絡ください。

※要望省庁、集合場所等は、御連絡いただいた方にお伝えします。

 ※ 取材 は 、 頭撮 り （ 冒頭 の 要望書手交 まで ） となります 。



提 供 日 2024/07/17

タイトル 「第３回しぞ～か防災かるたづくりワークショップ」
を開催します

担　　当 交通基盤部 河川砂防局土木防災課

連 絡 先 防災班　山田

TEL 054-221-2249

「第３回しぞ～か防災かるたづくりワークショップ」を開催します

　県では、防災教育の教材のひとつとして「しぞ～か防災かるた(水編：仮称)」の作成を進めています。作成にあたり、防災に関心の高い学生
や市民団体の皆さんと協働する住民参加型のワークショップを開催します。

１　開催日時

令和６年７月30日（火）　10時から12時まで

２　会場

静岡県立袋井商業高等学校　（袋井市久能2350）

 

３　内容

「しぞ～か防災かるた(水編：仮称)」の読み札づくり

しぞ～か防災かるた委員会の協力のもと、洪水等の危険性「水災害」や川、自然「水の恵み」を題材として「しぞ～か防災かるた

(水編：仮称)」を作成します。

　

４　参加者

　　袋井商業高校生徒、しぞ～か防災かるた委員会※¹、袋井市及び静岡県職員

（計50名程度）

※¹静岡市を中心に、地域の防災意識向上を目的に設置した任意の市民団体で、既に防災かるた「静岡市版、静岡県版」の２種類

を作成しています。

　

　５　防災かるたについて

激甚化、頻発化している豪雨への備えには、あらゆる関係者が水災害を自分事として捉えて、個人や地域の防災対応力を向上さ

せていくことも重要です。

このため、防災かるたは、小中学校や家庭、地域コミュニティなどで活用され、水災害の危険性や備えなどを効果的に習得できる

よう、住民目線の防災・減災のポイントを選定してかるたの題材に盛り込むように作成します。

６　問い合わせ先

静岡県 交通基盤部 河川砂防局 土木防災課　防災班　山田　

電　話　054-221-2249

FAX　054-221-3564

  メール　dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/17

タイトル 「第２回しぞ～か防災かるたづくりワークショップ」
を開催します

担　　当 交通基盤部 河川砂防局土木防災課

連 絡 先 防災班　山田

TEL 054-221-2249

「第２回しぞ～か防災かるたづくりワークショップ」を開催します

　県では、防災教育の教材のひとつとして「しぞ～か防災かるた(水編：仮称)」の作成を進めています。作成にあたり、防災に関心の高い学生
や市民団体の皆さんと協働する住民参加型のワークショップを開催します。

１　開催日時

令和６年７月23日（火）　13時から15時まで

２　会場

静岡県立富士東高等学校　（富士市今泉2921）

 

３　内容

「しぞ～か防災かるた(水編：仮称)」の読み札づくり

しぞ～か防災かるた委員会の協力のもと、洪水等の危険性「水災害」や川、自然「水の恵み」を題材として「しぞ～か防災かるた

(水編：仮称)」を作成します。

　

４　参加者

　　富士東高校生徒、しぞ～か防災かるた委員会※¹、富士市及び静岡県職員

（計25名程度）

※¹静岡市を中心に、地域の防災意識向上を目的に設置した任意の市民団体で、既に防災かるた「静岡市版、静岡県版」の２種類

を作成しています。

　

　５　防災かるたについて

激甚化、頻発化している豪雨への備えには、あらゆる関係者が水災害を自分事として捉えて、個人や地域の防災対応力を向上さ

せていくことも重要です。

このため、防災かるたは、小中学校や家庭、地域コミュニティなどで活用され、水災害の危険性や備えなどを効果的に習得できる

よう、住民目線の防災・減災のポイントを選定してかるたの題材に盛り込むように作成します。

６　問い合わせ先

静岡県 交通基盤部 河川砂防局 土木防災課　防災班　山田　

電　話　054-221-2249

FAX　　 054-221-3564

  メール　dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/17

タイトル （参加者募集）親子インフラツーリズム～天竜インフ
ラ体感ツアー～

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班　鈴木・伏見

TEL 054-221-3058

参加者募集！
～天竜インフラ 体感ツアー～

令和６年度親子インフ ラ ツーリズム

　県では、小学生とその保護者の方にインフラ整備や建設産業に興味を持ってもらうことを目的に開催する、「親子インフラツーリズム」の参加者を
募集します。

１　募集内容
（１）募集対象
　　 県内在住の小学生とその保護者

（２）募集定員
　 　34名（１グループ小学生２名、保護者２名の計４名まで）
　 　※応募者多数の場合は抽選とします。

（３）参加費　　
   　無料

（４）応募方法
　　 参加を希望される方は、Ｅメール又は電子申請からお申込みください。
　　　Ｅメール　　kensetsugyou@pref.shizuoka.lg.jp　　 
 　　電子申請　 https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=12458
（５）募集期間
　　 令和６年７月22日（月）まで

２　「親子インフラツーリズム」～天竜インフラ体感ツアー～について
（１）実施日時
　 　令和６年８月５日（月）午前８時30分～午後５時30分

（２）集合・解散場所
　　　ＪＲ掛川駅

（３）内容
　   ・佐久間ダム見学
　  　普段は入ることのできないダム内部を見学します。

   　・三遠南信自動車道　青崩峠道路工事現場見学（三遠南信池島トンネル本坑工事）
　   　40年前にトンネル掘削が断念された青崩峠に、ついにトンネルが貫通しました。
　　   供用開始前のトンネルに入る貴重な機会です！
　
３　お問合せ先
　　静岡県交通基盤部建設経済局建設業課
　　電話番号　054-221-3058

mailto:kensetsugyou@pref.shizuoka.lg.jp
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=12458


提 供 日 2024/07/17

タイトル 南アルプス市産「もも・すもも」直売会を静岡伊勢丹
で開催！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

南アルプス市産「もも・すもも」直売会を静岡伊勢丹で開催！
（要　旨）

○静岡県・山梨県の連携事業の一環として、７月20日(土)、21日(日)の２日間、静岡伊勢丹において、南アルプス市の特産品である「も

も・すもも」の直売会が行われます。

＜南アルプス市産「もも・すもも」直売の概要＞

開 催 日 令和６年７月20日(土)・21日(日)の２日間（午前10時から午後３時まで）

※売り切れ次第終了

開催場

所
静岡伊勢丹（静岡市葵区呉服町１－７）１階正面玄関

主 催 者 （一社）南アルプス市観光協会、（株）静岡伊勢丹

後　　援 静岡県、南アルプス市

内　　容
・南アルプス市産「もも・すもも」の販売

・南アルプス市の観光情報の提供

販売商

品

＜も　も＞（品種：アルプス美人） 計900個販売（予定）
２個パック入り：1,000円（税込）、325パック
５個箱入り  　：2,600円（税込）、50箱　

＜すもも＞（品種：貴陽） 計600個販売（予定）
２個パック入り：1,000円（税込）～ ※サイズによって値段が変動

　　　　　　　300パック

当日取

材

前日までに株式会社静岡伊勢丹下記担当へ連絡をお願いします。

株式会社静岡伊勢丹　営業統括部　営業戦略担当　販売促進　大庫

TEL:054-273-4606　



提 供 日 2024/07/17

タイトル 掛川市文化財保存活用地域計画の国認定

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-2554

掛川市文化財保存活用地域計画の国認定

　文部科学省の文化審議会は、７月19日（金）の同審議会文化財分科会により、文化庁長官に「文化財保存活用地域計画」の認定
について答申をし、文化庁長官が同日付けで認定を行う予定です。今回、県内市町としては、掛川市の文化財保存活用地域計画が
国に認定される見込みです。

　県では、県内市町の文化財保存活用地域計画の作成を支援しています。これまでに浜松市、磐田市、伊豆の国市、富士市、焼津
市、袋井市、藤枝市、小山町が認定を受け、今回の認定により、県内の認定自治体数は９市町になります。なお、全国ではこれま
でに139市町が国の認定を受けています。

１　掛川市の地域計画の概要

  目指す将来像：誰もが掛川市の歴史文化を愛し、誇りをつなぐまち

　計 画 期 間 ：令和６年度～15年度（10年間）

　主 な 文化財：大日本報徳社大講堂（国重文）
　　　　　　　　三熊野神社大祭の三社祭礼囃子（県指定）

　主 な 取 組 ：未指定文化財把握調査事業
　　　　　　　　文化財情報管理デジタル化事業
　　　　　　　　文化財サポーター養成事業

２　「文化財保存活用地域計画」とは

　文化財保護法に基づき、確実な文化財の継承を図るため、地域の歴史文化や実情を踏まえた域内の文化財の総合的な保存・活用
の方針や具体的取組を示したもの。

制度
 ・平成30年の文化財保護法改正により法制化
 ・地域における文化財の保存・活用の総合的計画として市町が作成
 ・市町の申請に基づき、国が認定

主な
記載事項

 ・文化財の調査に関すること
 ・歴史文化の特徴
 ・目指すべき方向性や将来像
 ・文化財の保存と活用に関する課題と方針、具体的な措置
 ・文化財の保存と活用を推進する体制

国認定の
メリット

 ・国に対する登録文化財の提案
 ・国庫補助事業における優先採択等

県の取組
 ・静岡県文化財保存活用サポートセンターによる、技術的な助言
 ・作成協議会等への出席

３　問い合わせ先

　　掛川市協働環境部文化・スポーツ振興課　電話番号：0537-21-1158



提 供 日 2024/07/17

タイトル 「富士山の恵み 柿田川」親子で水に親しむ自然観察会
　参加者募集！

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

＜８月17日（土）開催＞

「富士山の恵み 柿田川」親子で水に親しむ自然観察会　参加者募集！

富士山の環境保全に取り組んでいる「ふじさんネットワーク（事務局：静岡県自然保護課）」が、富士山由来の地下水からなる清流・柿田川
で、親子を対象とした自然観察会を開催しますので、参加者を募集します！
１　内容

(1) 日　　時　令和６年８月17日(土)午前９時30分から正午　※雨天中止
(2) 集合場所　柿田川公園駐車場（駿東郡清水町伏見）
(3) 対　　象　親子、家族（先着70名程度）
(4) 主　　催　ふじさんネットワーク
(5) 案 内 役　（公財）柿田川みどりのトラスト、柿田川自然保護の会
(6) 内　　容　柿田川の浅瀬に入って植物を観察したり、魚類を捕まえて、その生態を勉強します。
　　　　　　　　天然記念物に接する貴重な機会です。
(7) 参 加 費　１組　300円（資料代）
(8) 募集期間　令和６年８月８日（木）まで
(9) その他　現地までの交通費は各自で御負担願います。
　　　　　　　参加者の傷害保険は主催者側で加入します。

２　参加者募集
【申込み方法】

参加希望者は、参加者全員分の、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、＜電子メール＞により、お申し込みください。
開催１週間前を目処に開催案内を電子メールにて送付します。

【申込先・問合わせ先】
　【住　　所】　〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６
　　　　　　　　ふじさんネットワーク

（静岡県 くらし・環境部環境局自然保護課内）
　【電話番号】　054-221-3498
　【電子メール】　shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp

３　報道機関各社へ
・当日の取材を希望する場合は、上記連絡先まで御連絡ください。

中止の場合は個別に御連絡します。
・報道機関の皆様の集合場所、受付時間は参加者同様です。
・参加者募集告知・催事等の当日取材を希望します。

mailto:shizenhogo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/17

タイトル 水難事故防止キャンペーンを実施
県、市、警察、消防、海保、ふじっぴーによる合同
ビーチパトロールを実施します

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 東部地域局　危機管理課　太田

TEL 055-920-2182

沼津市大瀬で県、市、警察、消防、海保合同ビーチパトロールを実施
～オレンジアローに乗ったふじっぴーも空から参加します～

１　概　　要
水難事故防止統一キャンペーンとして、ダイビング客や海水浴客を対象とした遊泳中の事故防止を呼びかけるビーチパトロールを沼津

市大瀬海水浴場で実施します。
　　今年はすでに県内で14件の水難事故が発生し５人の方が亡くなっており、知識・技能の不足するダイバーによる事故や無理な遊泳による事

故の発生を未然に防止するため、県、市、警察、消防など関係機関の職員が海水浴客に直接、事故防止の呼びかけを実施します。
　　また、静岡県消防防災航空隊のヘリコプター(オレンジアロー)に乗ったふじっぴーもパトロールに参加します( ヘリは11:30 頃飛来 します)。　　

２　日　　時
令和６年７月23日(火)　 午前11 時 から （ １ 時間程度 ）

３　場　　所
沼津市大瀬海水浴場(沼津市大瀬)　
※開会式（５分程度）を実施後、海水浴場に移動して海水浴客に呼びかけを行います。

４　参加団体
静岡県（消防保安課、東部地域局）、沼津市、沼津警察署
駿東伊豆消防本部、清水海上保安部　（計20名程度）

５　活動内容
・水難事故防止啓発用グッズの配布
・海水浴客への事故防止の声掛け
・ダイビングショップへの注意喚起の依頼
・水難事故防止を呼びかけるのぼり旗の掲出

６　当日連絡先
　携帯電話　080－1602－6036（東部地域局公用携帯）

　※ 小雨決行ですが、気象警報等の発令時には中止となります。



提 供 日 2024/07/17

タイトル 【取材依頼】令和６年度第１回静岡県次世代エアモビ
リティ導入促進プロジェクトチーム会議を開催します

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略課

TEL 054-221-2915

令和６年度第１回静岡県次世代エアモビリティ

導入促進プロジェクトチーム会議を開催します！

県では、近未来技術による魅力ある地域づくりのため、次世代エアモビリティ分野の先進導入地域を目指した取組を開始しました。
今後の取組の方向性を定めるため、部局横断のプロジェクトチームにおいて、ロードマップ策定方針について議論します。

１　日時
　　令和６年７月22日（月）14時から15時まで

２　場所
　　静岡県庁別館９階特別第一会議室（静岡市葵区追手町９－６）

３　議事
　　ロードマップ策定方針

（1）策定に当たっての基本的な考え方・商用運航開始目標年次について
（２）作業の全体像について

４　プロジェクトチーム構成員・関係課
リーダー 増井副知事
サブリーダー デジタル戦略担当部長

構成員
デジタル戦略局長、危機管理監代理、経営管理部
次長、スポーツ・文化観光部長代理、健康福祉部長
代理、経済産業部長代理、交通基盤部長代理

関係課
デジタル戦略課、危機対策課、地域振興課、スポー
ツ・文化観光部企画政策課、地域医療課、新産業集
積課、建設政策課、地域交通課



提 供 日 2024/07/18

タイトル 県立高等学校の在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼
津部会）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3147

　　県立高等学校の在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼津部会）を

　　開催します

　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の

在り方について改めて検討し、令和６年３月に「静岡県立高等学校の在り方に関す

る基本計画」（以下、「基本計画」）を策定しました。

　基本計画では、生徒個々に応じた主体的な学びや多様な学びの展開には、「地域

（実社会）との連携＜地域の視点＞」を不可欠としています。そこで、沼津地区の

実態やニーズを踏まえた県立高校の役割や教育活動について地域住民と考えや思い

等を共有し、長期的な視点から県立高校の在り方を検討するため、第６回「県立高

等学校の在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼津部会）」を開催します。

１　日　時　令和６年７月22日（月）午後２時から４時まで

２　場　所　静岡県東部総合庁舎　別棟２階会議室

　　　　　　（静岡県沼津市高島本町1-3）

３　参加者　・沼津市・清水町教育長

　　　　　　・PTA会長、産業界代表、高等学校同窓会長

　　　　　　・県教育長　他

　　　　　　（オブザーバー）

　　　　　　・地区の中学校及び県立高等学校長

４　内　容

　（１）情報共有事項

　　　・第５回地域協議会で協議された主な意見

　　　・地域における保護者の声（聞き取り調査結果）

　（２）協議事項

　　　・沼津地域グランドデザイン



提 供 日 2024/07/18

タイトル 職員の逮捕

担　　当 教育委員会 義務教育課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3105

（趣旨）
　静岡県教育委員会は、令和６年７月18日（木）、職員が不同意わいせつの疑いで逮捕された旨の情報を得たので報告する。

（概要）
１　職名：教諭
２　氏名：岩品　文隆（イワシナ　フミタカ）
３　年齢：60歳
４　性別：男

（静岡県教育委員会教育長　池上重弘コメント）
　教育委員会が一丸となって不祥事根絶に取り組んでいる中、教員がわいせつな行為をした疑いで逮捕されたことを大変重く受け止めてお
り、深くお詫びを申し上げます。
　教育委員会としても、事実関係を確認のうえ、速やかに厳正な処分を行うとともに、このような事態が起こらないよう、教職員の綱紀の厳正保
持に努めてまいります。



提 供 日 2024/07/18

タイトル 令和６年度静岡県港湾整備促進大会を開催します

担　　当 交通基盤部 港湾局

連 絡 先 港湾局付

TEL 054-221-3149

「静岡県港湾整備促進⼤会」を開催します。
   ー 関係者が⼀致団結して港湾関連予算の確保を⽬指します。 ー 
 県内港湾整備の重要性について、国にアピールし、県⺠の理解を深めるとともに、本県の発展に必要不可⽋な港湾整備予算の確実な確保を
図るため、静岡県港湾整備促進⼤会を開催します。 
１ ⽇ 時  令和６年７⽉24⽇（⽔） 15時30分〜16時30分
２ 会 場  ホテルグランヒルズ静岡 ４階「クリスタルルーム」
                   （静岡市駿河区南町18-1）
３ 次 第  （１）開会
                     （２）主催者挨拶
       （３）来賓祝辞・紹介
       （４）地域からの声
       （５）静岡県の港湾整備の促進に関する決議
       （６）閉会 
４ 出席者  国会議員
       国土交通省中部地⽅整備局
                     静岡県増井副知事
       静岡県議会副議⻑
       静岡県議会議員
       （公社）⽇本港湾協会専務理事
       港湾所在市町⻑
       港湾利⽤団体、企業の代表など 約１２４名
５ 主 催  静岡県港湾振興会（会⻑︓静岡市⻑）
６ その他  当⽇、取材いただける場合には、7⽉22⽇（⽉）までに港湾局経理調整班
       （054-221-3149）まで御連絡ください。
【参考】
 港湾整備促進⼤会の開催に先⽴ち、静岡県港湾振興会総会、講演会を開催
 ・総 会︓⽇ 時 令和６年７⽉24⽇（⽔） 13時15分〜14時00分
 ・講演会︓⽇ 時 令和６年７⽉24⽇（⽔） 14時15分〜15時15分
      演 題 「物流の２０２４年問題考 ー海運・港湾への影響ー」
      講 師 ⼤阪商業⼤学 総合経営学部 松尾 俊彦 教授  
 ※会場はいずれもホテルグランヒルズ静岡 ４階「クリスタルルーム」 



提 供 日 2024/07/18

タイトル 令和６年　夏季一時金要求・妥結状況（第２報）

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 労働政策班

TEL 054-221-2338

令和６年　夏季一時金要求・妥結状況（第２報　７月９日現在）
～妥結額822,812円、支給月数2.65か月で前年同期（764,729円、2.54か月）を上回る～

１　概況（第２報　７月９日現在）
　　県内の調査対象民間労働組合500組合のうち、204組合から有効回答があり、そのうち、夏季一時金の要求を行った組合は203組合であった。
　　これら203組合の平均要求額は、加重平均で842,290円、支給月数で2.71か月であった。
　　また、203組合のうち、７月９日までに妥結した192組合の平均妥結額は、加重平均で822,812円、支給月数で2.65か月であった。

２　前年同期との比較（加重平均）
　(1) 平均要求額
　　　夏季一時金の要求を確認できた203組合の平均要求額を、前年同期（245組合、789,480円、2.64か月）と比較すると、金額で52,810円上回り、支給月
数で0.07か月上回った。
　(2) 平均妥結額
　　　夏季一時金の要求を確認できた203組合のうち、７月９日までに妥結した192組合の平均妥結額を前年同期（238組合、764,729円、2.54か月）と比較
すると、金額で58,083円上回り、支給月数で0.11か月上回った。

３　業種別妥結状況
　　回答数の多かった「製造業」と「運輸業、郵便業」の妥結状況をみると、「製造業」では平均妥結額が875,334円（2.76か月）で、前年（812,679円、2.65か
月）を上回った。
　　また「運輸業、郵便業」においても、平均妥結額が502,472円（1.84か月）で、前年（352,892円、1.46か月）を上回った。

４　企業規模別妥結状況
　　従業員規模別に妥結状況をみると、「300人以上」では846,959円(2.72か月)、「299人以下」では597,287円(2.23か月)であり、「300人以上」の方が金額
で249,672円、支給月数で0.49か月上回った。



提 供 日 2024/07/18

タイトル ロボット、ＩｏＴ機器の展示を行う「Ｆｕｊｉｎｏｋ
ｕｎｉ　Ｄｉｇｉｔａｌ’ｓ　Ｄａｙ」の開催

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 研究調整班

TEL 054-221-2609

ロボット、ＩｏＴ機器の展示を行う「Ｆｕｊｉｎｏｋｕｎｉ　Ｄｉｇｉｔａｌ’ｓ　Ｄａｙ」の開催
１　要　旨
　静岡県では、人口減少による労働力不足や、急速なデジタル化に対応していくため、ロボットやＩｏＴ等のデジタル技術の普及
を推進しています。「Ｆｕｊｉｎｏｋｕｎｉ　Ｄｉｇｉｔａｌ’ｓ　Ｄａｙ」では、 ロ ボ ット 導入 の 事例 と 活用 ポイントのセミ
 ナー 、 デジタル 機器 の 展示 やアドバイザーによる 相談会 を 実施し、自動化等について理解促進を図ります。
　今年度は 「TECH BEAT Shizuoka 2024 」 と 同時開催し、より多くの方にデジタル技術導入のメリットを感じていただきたいと思
います。県内企業の皆様の御参加をお待ちしております。

２　Ｆｕｊｉｎｏｋｕｎｉ　Ｄｉｇｉｔａｌ’ｓ　Ｄａｙの概要　　　　

日　時 令和６年７月25日（木）26日（金）27日（土）10：00～17：00

会　場 グランシップ６階　展示ギャラリー３　静岡市駿河区東静岡2-3-1
（TECH BEAT Shizuoka2024の会場内にて開催）

主　催 静岡県　（運営：（一社）日本ロボットシステムインテグレータ協会）

展　示

実機の展示もあり、ロボットが動く様子や最新のＩｏＴ機器を体験できます。
出展企業（６社） 展示内容
ＳＭＣ　株式会社

(株式会社　エヌ・ビー中根屋共同出
展)

ロボットの価値を最大化させるＩｏＴに関連した製品・
技術の紹介

codeless technology
株式会社

写真１枚で入力フォームを作成できるＤＸ化ツール
「Photolize」の展示

株式会社　コハラ
類似部品や欠品、作業順序などの組み立て状況を作業途
中に自動でチェックが可能な検査・工程管理ツールを紹
介

三明機工　株式会社
実機感覚でロボット操作学習を可能にするデジタルト
レーナーの紹介。各メーカのロボットに対応

芝原工業　株式会社
最新技術と自社技術の融合で、未来の溶接を実現！
ロボットプログラムを自動補正するシステム

株式会社　特電
ワンストップソリューションで生産現場の課題を解決！
当社の技術力を活かした協働ロボットを展示

                                        

セミナー
「動画と事例からみるロボット活用のポイント」
一般社団法人　日本ロボットシステムインテグレータ協会　専務理事　高本　治明
７月26日（金）15：30-15：55　11Ｆ会議ホール風

参加費 無料

参加申込
「TECH BEAT Shizuoka 2024」の来場証で入場いただけます。
下記ＵＲＬからお申込みください。
https://techbeat.jp/tech-beat-shizuoka-2024/

担　当
連絡先

静岡県経済産業部　産業イノベーション推進課　
研究調整班　竹田　ＴＥＬ：090-3332-2279（公用）

https://techbeat.jp/tech-beat-shizuoka-2024/


提 供 日 2024/07/18

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第143報】

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年７月18日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第143報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：静岡県感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第143報（７月17日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

初発・再
発の別

1 幼稚園 沼津市 220 11 1 25 9 8 7月17日～ 7月18日 初発
本日合計 １幼稚園 1 25 9 8

８５５施設
本日までの
累計（実数） （ ９８高等学校、　２１７中学校、　４２５小学校、　７１幼稚園、

１１保育所、　２２こども園、　１１特別支援学校　０高等専門学校）
4,839 139,174 44,053 40,886

　

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再
掲されています。） 　 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は
咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/07/18

タイトル 障害者施策推進と障害者差別解消支援に関する協議会
を開催します

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 障害者政策班

TEL 054-221-3599

障害者施策推進と障害者差別解消支援に関する協議会を開催します

（要旨）
　今年度第１回「静岡県障害者施策推進協議会」及び第１回「静岡県障害者差別解消支援協議会」を下記のとおり開催します。

（概要）
１　日　時
　　令和６年７月22日（月）午前10時から12時まで
　　※障害者施策推進協議会と障害者差別解消支援協議会を合同で開催します。

２　場　所
　　障害者働く幸せ創出センター会議室（静岡市葵区呉服町２-１-５　５風来館４階）

３　議　題
（１）会長の選出等について
（２）協議事項
　・令和６年度静岡県障害のある方の実態調査の実施
（３）報告事項
　・ふじのくに障害者しあわせプランの進捗状況
　・静岡県工賃向上計画の策定
　・東京2025デフリンピック開催に向けた本県の取組
　・精神障害者の地域移行支援の取組
　・静岡県障害者差別解消条例の施行状況

４　会議の公開
（１）傍聴定員　５人
（２）傍聴手続
　会議の傍聴を希望される方は、上記開催時刻までに、受付で氏名、住所を記載し、事務局の指示に従って会場に入室してください。傍聴の
受付は、当日午前９時45分から先着順で行います。定員になり次第、受付を終了します。

５　問い合わせ先
　　静岡県健康福祉部　障害者政策課　障害者政策班
　　電話番号　054－221－3599
　　FAX番号 　054－221－3267
　　電子メール　shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp

（静岡県障害者施策推進協議会）
　障害者基本法及び静岡県障害者施策推進協議会条例に基づき設置された協議会で、障害当事者・保護者、学識経験者、障害福祉関連事業従
事者等14人の委員により構成され、障害のある人に関する施策の総合的・計画的な推進等について調査・審議等を行う機関です。

（静岡県障害者差別解消支援協議会）
　障害者差別解消法及び静岡県障害者差別解消条例に基づき設置された協議会で、学識経験者、事業従事者、関係団体代表者、関係機関等
17人の委員により構成され、障害者差別解消に関する事項の協議等を行う機関です。

mailto:shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/18

タイトル 静岡県国際介護人材サポートセンターの開所式を開催
します

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2084

～外国人介護職員の雇用や生活等の相談に
ワンストップで対応する窓口が誕生～

静岡県国際介護人材サポートセンター開所式を開催します！！
（取材依頼）

　県では、外国人介護職員の確保に対する支援を強化するため、介護事業所や外国人介護職員等からの雇用や生活等の相談にワン
ストップで対応するとともに、連携して外国人介護職員の受入・定着に取り組む介護事業所への支援を行う「静岡県国際介護人材
サポートセンター」を社会福祉法人静岡県社会福祉協議会に設置することとなりました。
　このたび、下記のとおりセンター開所式を執り行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　記

１ 日　時　令和６年７月24日（水）午前11時30分～11時45分（予定）
２ 場　所　静岡県総合社会福祉会館（シズウエル）６階会議室
　　　　　　（静岡市葵区駿府町1-70）
３ 出席者　主催者：健康福祉部長、福祉長寿局長
　　　　　 受託者：社会福祉法人静岡県社会福祉協議会　常務理事　藤原　学　氏
　　　　　　　　　 総括アドバイザー　石岡　晃　氏
　　　　　　　　　（医療法人社団一穂会　専務理事、
　　　　　　　　　　アジアヒューマンリレーション株式会社　会長） 
　　　　　 来　賓：静岡県老人福祉施設協議会　会長　種岡　養一　氏　　　　　　　
４ 内　容　（１）主催者挨拶
　　　　　 （２）来賓挨拶
　　　　 　（３）総括アドバイザー紹介・コメント
　　　 　　（４）写真撮影

＜参考＞外国人介護職員の雇用人数、雇用している介護事業所数（R5.10.1時点）

　※令和５年度の外国人介護職員雇用人数1,066人の国籍は、ベトナム218人、
　　フィリピン216人、ミャンマー197人、インドネシア124人、中国102人　等



提 供 日 2024/07/18

タイトル 静岡国際オペラコンクール推進委員会を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局

TEL 053-457-6446

文化政策課TEL 054-221-2587

〜第10回静岡国際オペラコンクールへ向けて〜
静岡国際オペラコンクール推進委員会を開催します︕

（要旨）
　令和６年７月23日（火）に静岡国際オペラコンクール推進委員会を開催します。令和８年秋の第10回静岡国際オペラコンクールの記念事業
について協議するほか、本年度実施中の中学生・高校生オペラ鑑賞教室等について報告します。

（概要）
１ 日　時　　令和６年７月23日（火）午後１時30分から
２ 会　場　　静岡文化芸術大学　北305会議室（浜松市中央区中央2-1-1）
３ 内　容　　第10回静岡国際オペラコンクール記念事業の協議及び中学生・高校生

　　　　　　　　　　　 オペラ鑑賞教室の実施報告等
４ 推進委員会委員

氏 名 所 属
穴 田 賢 一 静岡新聞社・静岡放送浜松総局浜松ビジネスセンター長 
羽根田 敦子  静岡県オペラ協会会長 
池 田 千 晶 中日新聞東海本社編集局長 
稲 田 礼 子 常葉大学非常勤講師兼県立清水南高校非常勤講師
金 子 哲 也  公益財団法人浜松・浜名湖ツーリズムビューロー常務理事
河 合 正 志  浜松商工会議所専務理事 
岡 田 悌 一  浜松通訳ボランティアガイドの会「ＨＥＬＰ」会長 
大 塚 友 美  舞台芸術家(浜松ゆかりの芸術家) 
玉 川 昌 幸 浜松シティオペラ協会会長 
寺 田 聖 子  公益財団法人浜松市文化振興財団常務理事 
梅 田 英 春 公立大学法人静岡文化芸術大学文化政策学部長 

　５ 問合せ先
   〒430-8533　浜松市中央区中央2-1-1　静岡文化芸術大学内
   静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局
   TEL:053-457-6446　EMAIL:opera@suac.ac.jp　担当　小長井

（参考）

　静岡国際オペラコンクールは、国際音楽コンクール世界連盟に声楽分野で加盟してい
る日本で唯一のコンクールです。平成８年から３年ごとに浜松で開催されており、次回
は、令和８年にアクトシティ浜松大ホールにて開催を予定しています。

  

mailto:opera@suac.ac.jp


提 供 日 2024/07/18

タイトル 【変更】リニア中央新幹線に関する意見交換会を開催
します

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2304

　リニア中央新幹線に関する意見交換会を開催します

　リニア中央新幹線に関し、知事と大井川流域10市町の首長との意見交換会を

下記のとおり開催します。

※５　取材対応が変更になりました。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（７月２２日１４時変更）

１　日時

　　令和６年７月23日（火）17時15分～18時45分

２　場所

　　県庁本館４階特別会議室

３　出席者

　・知事

　・大井川流域10市町（島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、袋井市、御前崎市、
    菊川市、牧之原市、吉田町、川根本町）の首長

４　次第

　(1)開会

　(2)あいさつ（知事）

　(3)報告事項（リニアに関する最近の動き）

　(4)意見交換

  (5)閉会  

５　取材対応

  　 ・ 次第 「(2) あいさつ 」 までを 公開 とします 。
　　 ・ 次第 「 （ ３ ） 報告事項 」 までを 公開 とします 。

　　取材を希望される場合は、
　　直接会場にお越しください（当日16時45分受付開始）。

　　 ※   あいさつ 後 、 報道関係 の 皆様 は 退出 をお 願 いいたします 。

　　※ 報告事項終了後、報道関係の皆様は退出をお願いいたします。

　・意見交換会終了後、県庁本館４階４０１会議室において、
　　知事、10市町首長の順で、囲み取材を行います。



提 供 日 2024/07/18

タイトル 伊豆市 柿木川の水質調査の結果
－全ての調査項目が環境基準に適合－

担　　当 くらし・環境部 環境局生活環境課

連 絡 先 大気水質班

TEL 054-221-2253

１　要旨

　　宗教法人平和寺本山敷地内（伊豆市大平柿木）から流出した廃棄物混じりの土砂による、柿木川の水質への影響の有無を確認するため、

県においてカドミウム、鉛、ふっ素を測定したところ、全ての調査項目が環境基準に適合していた。

２　調査の概要

採 水 日 令和６年５月21日（火）

調査地点
柿木川への土砂流出地点の上流・下流、小尻梨橋、柿木第一砂防ダ

ム上流、小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙参照）

調査項目 カドミウム、鉛、ふっ素及び浮遊物質量（ＳＳ）
※

調査結果 全ての調査項目が環境基準に適合（別表のとおり）

※　濁りの状況を確認するために測定

　　

３　今後の対応

引き続き、伊豆市と県で毎月交互に水質調査を実施する。

【参考】

ア　令和６年４月２日（火）に伊豆市が実施した水質調査

調査地点
柿木川への土砂流出地点の上流・下流、小尻梨橋、柿木第一砂防ダ

ム上流、小白ヶ沢橋及び柿木橋（別紙参照（No.１～６））

調査項目

小尻梨橋：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する

27項目及び生活環境の保全に関する項目５項目

そ の 他：水質汚濁に係る環境基準のうち人の健康の保護に関する４

項目及び生活環境の保全に関する項目５項目

調査結果 全ての調査項目が環境基準に適合

イ　上記の他、これまでに県（令和２年９月以降の奇数月）及び伊豆市（令和２年10月以降の偶数月）で毎月交互に実施した水質調査では、
いずれも全ての調査項目が環境基準に適合。

別表　柿木川における水質調査結果（令和６年５月21日採水）
　

カドミウム 鉛 ふっ素 浮遊物質量

No.1 土砂流出地点の上流 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.2 土砂流出地点の下流 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.3 小尻梨橋 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.4 柿木第一砂防ダム上流 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L

未満

1.0mg/L

未満

No.5 小白ヶ沢橋 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L

未満

1.3mg/L

No.6 柿木橋 0.0003mg/L未満 0.005mg/L未満 0.08mg/L

未満

1.7mg/L

基　準　値 0.003mg/L

以下

0.01mg/L

以下

0.8mg/L

以下

－



提 供 日 2024/07/18

タイトル JICA海外協力隊が、任地国への赴任にあたり地域外交
担当部長を表敬訪問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局多文化共生課

連 絡 先 地域外交局多文化共生課

TEL 054-221-3316

JICA海外協⼒隊が、任地国への赴任にあたり

地域外交担当部⻑を表敬訪問します

１ 要 旨
本県から、JICA海外協⼒隊として、８⽉以降に任地国へ派遣される静岡県関係者15⼈が赴任に先⽴ち、松村地域外交担当部⻑を表敬訪問します。

２ 概 要
 （１）⽇ 時︓令和６年７⽉25⽇（⽊）10時30分〜11時00分
 （２）場 所︓県庁別館９階 特別第⼆会議室
 （３）訪問者︓JICA海外協⼒隊15⼈
 （４）対応者︓松村地域外交担当部⻑ほか
 （５）⽴合者︓ＪＩＣＡ中部センター所⻑ 上町 透⽒ほか

【訪問者一覧】    
出身住所 ⽒名(漢字) ⽒名（カナ） 職種 派遣国名

静岡市 ⼤舘 史緒⾥ オオダテ シオリ 小学校教育 トンガ

福岡県
（⻑泉町在住）

小笠原 美⾹ オガサワラ ミカ ⻘少年活動 ホンジュラス

宮城県
（浜松市在住）

加藤 遥 カトウ ハルカ ⻘少年活動 ネパール

静岡市 上村 萌絵 カミムラ モエ ⻘少年活動 ニカラグア

神奈川県
（下⽥市勤務）

齋藤 周作 サイトウ シュウサク ⻘少年活動 マレーシア

浜松市 杉山 修⼀ スギヤマ シュウイチ 障害児・者⽀援 ザンビア

裾野市 鈴⽊ 佑 スズキ ユウ ⻘少年活動 パプアニューギニア

浜松市 鈴⽊ 祐亮 スズキ ユウスケ 野菜栽培 ボリビア

静岡市 ⽥中 徹 タナカ トオル マーケティング モンゴル

牧之原市 内藤 勝⼰ ナイトウ カツキ 理科教育 モザンビーク

富士市 中⽥ 百合⼦ ナカダ ユリコ ⻘少年活動 パラグアイ

静岡市 中谷 泰三 ナカタニ タイゾウ 防災・災害対策 チリ

静岡市 宮城 尚貴 ミヤギ ナオキ 小学校教育 南アフリカ共和国

掛川市 森⽥ 久範 モリタ ヒサノリ 障害児・者⽀援 エルサルバドル

浜松市
（磐⽥市在住）

山下 順 ヤマシタ ジュン 防災・災害対策 ネパール

※ＪＩＣＡ海外協⼒隊…独⽴⾏政法⼈国際交流機構（ＪＩＣＡ）が、開発途上国からの要請に基づき、「⾃身が持つ知識や技術、経験を活かして開発途上国
の⼈々の役に⽴ちたい」という思いの⼈を、現地に派遣し、現地の⼈々とともに⽣活をしながら途上国の課題解決に取り組む活動をしています。



提 供 日 2024/07/19

タイトル 第10回 静岡県高校生介護技術コンテストを開催しま
す。

担　　当 教育委員会 磐田北高等学校

連 絡 先 教頭　杉本　浩世

TEL 0538-32-2181

第10回 静岡県高校生介護技術コンテストを開催します。

　福祉を学ぶ高校生が、課題事例に対する介護力を養い、様々な介護の場面において、適切かつ安全に支援できる能力と態度を育成する
こと及び県内で福祉を学ぶ高校生の相互交流の場とすることを目的として開催します。
　最優秀賞・優秀賞の２校は、静岡県代表として東海大会に出場します。

１　日　時
　　令和６年７月27日（土）午後０時20分から４時40分まで

２　会　場
　　静岡県立磐田北高等学校（磐田市見付2031の２）

３　内　容
　　移動・排泄・身支度・食事・入浴と清潔保持の各支援を組み合わせ、介護技術７分・アピール２分で競う。

４　参加者
　　福祉を学ぶ静岡県内の高等学校から７校７チームが参加します。

※チームは同一校３名（選手２名・アシスタント１名）で組む。

５　お問合せ先
静岡県立磐田北高等学校
担 当　 教頭 　杉本 浩世
電　話  0538-32-2181
メール　iwatakita-h@edu.pref.shizuoka.jp

　　

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　

mailto:iwatakita-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/07/19

タイトル 静岡県知事選挙における年代別投票率（全年代・抽出
調査結果）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 齋藤

TEL 054-221-2058

令和６年５月26日執行の静岡県知事選挙における全年代の年代別投票率（抽出調査）について取りまとめましたので、公表しま
す。

【調査方法】
　静岡県内の各市区町から１投票区（計39投票区）を抽出し調査

（市区町内で標準的な投票率を示す１投票区を各市区町選挙管理委員会が選定し調査したものを集計）

１　年代別投票率

２　前回選挙（R3.6.20執行）との比較



r06chijisenkyonendaibetsu.pdfr06chijisenkyonendaibetsu.pdf



提 供 日 2024/07/19

タイトル 遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画を策定しまし
た。

担　　当 交通基盤部 都市局公園緑地課

連 絡 先 公園緑地班

TEL 054-221-3494

遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画を策定しました。

（要旨）
　静岡県では、遠州灘海浜公園（篠原地区）について、平成28年５月に整備の基本的な考え方を整理した「遠州灘海浜公園基本構
想」を策定しており、その後、平成31年から県民やスポーツ関係者等からの意見聴取、公園プランの比較検討、環境影響予測調
査、官民連携導入可能性調査、パブリックコメント等の様々な検討を重ね、公園基本計画の策定を進めてきました。
　このたび、公園基本計画がまとまりましたので、公表します。

（概要）
１　公表するもの
　・遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画
　・遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画【概要版】
　・遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画【修正箇所一覧】
　・遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画におけるパブリックコメント結果
　・遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画におけるパブリックコメント結果【概要版】
　

２　閲覧方法
 　静岡県公園緑地課ホームページでご覧いただけます。
　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikoen/1043486.html

３　計画策定の経過

時期 内　　　　　容
平成28年５月  遠州灘海浜公園基本構想を策定
平成31年３月 基本計画の検討を開始

県民やスポーツ関係者等から意見聴取を行い、複数の公園整備プランを作
成

令和２年３月 比較検討プラン＜原案＞の公表（コンセプトの異なる３つの公園整備プラ
ン）

令和４年７月 環境影響予測調査の実施
アカウミガメの子ガメの動向が人工光の影響を受けることを確認

令和５年３月 公園整備プランの選定（プラン３「みんなが楽しめる健康・スポーツ公
園」）

令和５年６月 官民連携導入可能性調査の実施
詳細な需要調査を行った上で、野球場タイプの絞り込みや事業手法の検討
等を実施

令和６年４月 パブリックコメントの実施
令和６年７月 基本計画を策定

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/toshikoen/1043486.html


提 供 日 2024/07/19

タイトル 熱海土石流災害に係る行政対応に対する新聞報道への
本県の見解（砂防法、土採取等規制条例関連）

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 杉山、松村

TEL 054-221-3041

熱海土石流災害に係る 行政対応に対する 新聞報道への本県の見解
（ 砂防法、 土採取等規制条例関連）

　熱海土石流災害に係る砂防法や土採取等規制条例の行政対応等に対する静岡新聞の報道では、「砂防指定地に指定されていれば
土砂災害が防げた」、「県の独自解釈が規制を阻む」等の内容の記事が繰り返されています。
　県は、砂防法の行政対応等について、法律を所管する国土交通省砂防部と相談しながら、県議会での答弁や記者会見、取材等
で、その考え方や経緯等をその都度、説明するとともに、ホームページで見解を順次公表してまいりました。
　この度、県民の皆様に、あらためて記事に対する本県の見解について、下記のとおり県ホームページでお示しします。
　一方で県では、部局を跨ぐ事案に対し、初期段階からでも適切な行政対応が可能となるよう、職員の意識改革や情報共有・連携
の仕組みの構築など、県庁の組織文化の改善に向けた取り組みも進めてまいります。

■ 公開ページ
「 令和６ 年７ 月１ ９ 日　 熱海土石流災害に係る砂防法の行政対応等に関連する新聞報道に対する見解」

（URL）
https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/sabo/1056271/1064569/index.html

（主な内容）

　 ・ 砂防法について
砂防法の目的、砂防指定地、盛土の災害防止と砂防の関係に関する県の見解

　 ・ 新聞報道に対する見解
熱海土石流災害に係る砂防法等の行政対応等に対する新聞記事への県の見解

担当：砂防行政等について
　　　　交通基盤部河川砂防局砂防課砂防班　　　TEL　054－221-3041
　　　土採取等規制条例等について
　　　　交通基盤部都市局土地対策課土地対策班　TEL　054－221-2223

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kasensabo/sabo/1056271/1064569/index.html


提 供 日 2024/07/19

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（7/12～7/18）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第549報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（7/12～7/18）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の94頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、15,597頭（死亡383頭、捕獲15,214頭）の検査を実施し、600頭の陽性（死亡170頭、捕獲430頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2024/07/19

タイトル 2024アビリンピック静岡大会 県下No.１が決定！全国
大会へ！

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　三宅

TEL 054-221-2954

2024アビリンピック静岡大会
県下No.１が決定︕全国大会へ︕

　令和6年度静岡県障害者技能競技⼤会（2024アビリンピック静岡⼤会）が、6⽉30⽇（⽇）、7⽉６⽇（⼟）及び7⽉13⽇（⼟）に、ポリ
テクセンター静岡、清⽔テルサ及び静岡デザイン専門学校を会場として開催され、11種⽬に県内各地から56⼈が参加し、全国⼤会への切符をかけ
て技能を競いました。
　各種⽬（販売実務、DTPを除く）において⾦メダルを獲得した選⼿は、11⽉22⽇(⾦)〜24⽇(⽇)に愛知県で開催される第44回全国障害者
技能競技⼤会(全国アビリンピック)に本県代表として出場予定です。
　また、全国⼤会に出場する選⼿を激励するため、10⽉に選⼿団結団式を開催します（技能五輪全国⼤会選⼿団の結団式と合わせて開催）。
○⾦メダル受賞者（敬称略）

競技種⽬ 氏名 所属
ワードプロセッサ 森島　琥汰郎 静岡県⽴あしたか職業訓練校
データベース 望⽉　康秀 株式会社旭化成アビリティ富士営業所

オフィスアシスタント ⼭崎　櫂 静岡県⽴あしたか職業訓練校
ビルクリーニング 津島　義信 特定⾮営利活動法⼈セイセイ⽣き⽣きクラブ
喫茶サービス 浦上　咲茶 静岡県⽴浜松特別⽀援学校城北分校

表計算 松井　彩花 遠州鉄道株式会社
販売実務※ 皆川　到⾕ 静岡県⽴あしたか職業訓練校

パソコンデータ⼊⼒ 渡邉　蓮 テルモ株式会社富士宮工場

縫製 SAUZA MIYUKIE 
LUMAME 静岡県⽴あしたか職業訓練校

⽊工 伊藤　⼤輝 静岡県⽴あしたか職業訓練校
ＤＴＰ 該当者なし

※販売実務は全国⼤会の開催がない種⽬

○技能五輪全国大会及び全国障害者技能競技大会静岡県選⼿団結団式
⽇時 令和6年10⽉16⽇（⽔）　16︓00〜17︓00
会場 静岡県庁別館21階展望ロビー

○第44回全国障害者技能競技大会の概要
⽇時 令和６年11⽉22⽇（⾦）〜24⽇（⽇）
会場 愛知県国際展⽰場（愛知県常滑市セントレア５丁⽬10番１号）



発 表 日 2024/07/19

タイトル 静岡県内における新型コロナウイルス感染症感染拡大
注意報の発令

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 静岡県感染症管理センター

TEL 055-928-7220

－危機管理情報－

～静岡県では新型コロナウイルス感染症の
感染拡大注意報を発令します～

　
　2024年第28週（7/8～7/14）の感染症発生動向調査で、静岡県内の新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者数が ９. ８１ 人 に
 増加 し 、 県独自 の 感染拡大注意報 の 基準値 ８ 人 を 超 えました 。
　保健所別では、賀茂、熱海、東部、御殿場、富士、静岡市、浜松市保健所管内が注意報レベルとなっています。
　 今後 、 さらに 流行 が 拡大 するとともに 、 長期間持続 することも 考 えられますので 、 県民 の 皆様 には 、 人混 みでのマスク 着用 か
 咳 エチケット 、 適切 な 換気 など 、 できる 範囲 での 感染対策 にご 協力 をお 願 いします 。

 ５.２５　　⇒　　７.１４　　⇒　　 ９. ８１
（6/24～6/30）　　（7/1～7/7）　　（7/8～7/14）

＜参考＞　
新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者数とは、県内の小児科、内科併せて139の定点医療機関の１医療機関当たりの１週
間の患者数です。
県独自に基準値を設定しており、「今後、感染者数が急増する恐れがある」注意報は８、「医療のひっ迫の恐れがある」警報
は16です。
前回の注意報：2024年１月19日発令（第２週（1/8～1/14）から第８週（2/19～2/25）まで８以上）
昨年の同時期の状況：2023年７月14日注意報発令、10月13日解除(10/12まで)

　13週間注意報以上が継続（うち７週間は警報）
注意報・警報の状況 期間

注意報 7/14～8/3
警報 8/4～8/17

注意報 8/18～8/24
警報 8/25～9/28

注意報 9/29～10/12

　＜県民の皆様へ＞

「うつらない」・「うつさない」ための取組のお願い
体調に少しでも違和感（特にのど・鼻）があれば、マスク着用か咳エチケット（咳・くしゃみ時に口鼻を
ハンカチ等でおおう）をお願いします。
症状（咳・熱・のど痛）が出た時は、できる限り学校や仕事を休んで療養していただき、人混みを避ける
ようお願いします。
人が集まる所では、こまめな換気をお願いします。
医療機関や高齢者施設の受診や訪問時は、できる限りマスク着用をお願いします。



＜保健所ごとの状況（第28週）＞

新型コロナウイルス感染症
保健所名

届出数 定点当たり 注意報基準値 警報基準値
総数 1,363 9.81 8.0 16.0 
賀茂 43 14.33 13.0 26.0 
熱海 90 15.00 9.0 18.0 
東部 160 8.00 8.0 16.0 

御殿場 149 24.83 17.0 34.0 
富士 170 11.33 11.0 22.0 

静岡市 223 8.92 6.0 12.0 
中部 118 6.94 8.0 16.0 
西部 169 8.89 10.0 20.0 

浜松市 241 8.61 7.0 14.0 

＜定点当たり患者数の推移＞



＜定点当たり患者数の推移（数値）＞

週 2023 2024
 

週 2023 2024
 

週 2023 2024
 

週 2023 2024

第1週   7.78 
 

第14週   4.45 
 

第27週 8.12 7.14 
 

第40週 5.29  

第２ 週   11.35 
 

第15週   3.52 
 

第28週 10.77 9.81 
 

第41週 4.24  

第3週   15.31 
 

第16週   2.81 
 

第29週 14.19  
 

第42週 3.44  

第4週   19.14 
 

第17週   2.92 
 

第30週 16.92  
 

第43週 2.73  

第5週   21.49 
 

第18週   1.99 
 

第31週 17.42  
 

第44週 2.14  

第6週   17.66 
 

第19週 2.09 2.38 
 

第32週 15.81  
 

第45週 1.60  

第7週   12.73 
 

第20週 2.38 3.29 
 

第33週 20.51  
 

第46週 1.60  

第8週   10.09 
 

第21週 2.80 3.41 
 

第34週 25.27  
 

第47週 2.06  

第9週   7.42 
 

第22週 3.60 3.62 
 

第35週 26.65  
 

第48週 2.79  

第10週   6.37 
 

第23週 3.77 4.04 
 

第36週 23.83  
 

第49週 3.64  

第11週   6.88 
 

第24週 5.56 3.96 
 

第37週 18.99  
 

第50週 4.05  

第12週   5.09 
 

第25週 5.81 4.54 
 

第38週 12.24  
 

第51週 4.29  

第13週   4.70 
 

第26週 6.58 5.25 
 

第39週 9.65  
 

第52週 5.45  

県HP「感染症情報センター」に、その他のグラフ等を掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html


提 供 日 2024/07/19

タイトル モンゴルとのチャーター便が約５年ぶりに運航！

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野・大澤

TEL 054-221-3166

モンゴルとのチャーター便が約５年ぶりに運航！

　富士山静岡空港では、フンヌ航空によるモンゴル（ウランバートル：チンギスハーン国際空港）とのチャーター便が、７月24日(水)から８
月９日(金)までの間、計５往復９便（片道）運航されます。
　モンゴルとのチャーター便は、令和元年８月以来、約５年ぶりの運航となります。
１　チャーター便の概要

　(1) 航空会社　　フンヌ航空
　(2) 運航日・ダイヤ　　　　　　　　　　　　　　　　※全て現地時間（日本とモンゴルの時差：－１時間）

到着便 出発便

運航日 チンギスハーン

国際空港発
静岡空港着 静岡空港発

チンギスハーン

国際空港着

７月24日（水）、28日（日）
８月１日（木）、４日（日）

13:15 18:15 19:15 22:55

８月９日（金） 13:45 18:45 19:45 23:25

(3) 使用機材　　エンブラエル 190-100（販売座席95席）

(4) 用機者　　（株）ジャパン・エア・トラベル・マーケティング、

　　　　　　　　　　静岡鉄道（株）（８月４日静岡出発便、９日モンゴル出発便）



提 供 日 2024/07/19

タイトル 「びゅうお」で「障害のある人の芸術作品展」を開催
します

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-2254

沼津港大型展望水門「びゅうお」で
「障害のある人の芸術作品展」を開催します

１　要　旨
・県が運営する静岡県障害者文化芸術活動支援センター「みらーと」による展示会「風を創るひとたち東部展」を沼津港大
型展望水門「びゅうお」で開催します。

・「海」や「深海魚」、びゅうおから望むことのできる「富士山」等、様々なモチーフによる作品（全39点）が勢揃いしています。
・作者の個性と自由な感性が光る原画作品を、ぜひ間近でご覧ください。

２　概　要
（１）イベント名称

みらーと風を創るひとたち　東部展

（２）開催日

令和６年７月20日（土）～８月１日（木）

10：00～20：00※木曜日は14：00まで（びゅうお営業時間）

料金：大人100円、小・中学生：50円

（３）場所

沼津港大型展望水門びゅうお（沼津市千本1905-27）

駐車場約10台あり

（４）出展団体

・waC＊（wonderful art COMMUNITY）

・atelier QUOKKA（アトリエ クオッカ）

・静岡県立富士特別支援学校富士宮分校

（５）連絡先

静岡県障害者文化芸術活動支援センターみらーと　東部拠点

TEL：053-458-7600

※会期中の在廊日未確定のため、取材の際は携帯まで御連絡ください。　　　　

ふじのくに障害者芸術ポータルサイト「ふぁいんだー」 https://findart.jp

　 　

https://findart.jp


提 供 日 2024/07/19

タイトル 静岡県推計人口　前月比2,047人の減少

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 人口就業班

TEL 054-221-2995





提 供 日 2024/07/19

タイトル (株)クラウディオからの寄附金寄贈と感謝状贈呈式の
開催

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政策班

経済産業部産業革新局産業イノベーション推進課産業

イノベーション推進班

TEL 総合政策班054-221-3285

産業ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進班054-221-2609

(株)クラウディオからの寄附金寄贈と感謝状贈呈式の開催について

１　要　旨
　株式会社クラウディオから企業版ふるさと納税制度を活用して、御寄付をいただきました。寄附金については、「ふじのくにＩ
ＣＴ人材育成事業」に活用させていただきます。
　同社に対し、増井副知事から感謝状を贈呈します。

＜ふじのくにICT人材育成事業（ジュニアプロコンコミュニティ活動）の概要＞
項　目 内　　　　　　容

寄附金充当先 ふじのくにICT人材育成事業（ジュニアプロコンコミュニティ活動）

取組

・小中高生を対象としたジュニアプログラミングコンテストで発掘
したハイスキルな次世代ＩＣＴ人材のコミュニティを形成し、県内
への定着を図る事業。

・令和５年度は、メンバー間の活動報告などを中心とした交流イベ
ントを年２回実施したほか、生成ＡＩに関する勉強会を実施し、メ
ンバー間のコミュニティ形成を促進した。

２　寄附金拠出企業
項　目 内　　　　　　容

本社所在地 東京都中央区京橋
従業員数 ６２名（2024年１月現在）

事業内容 ・デジタルトランスフォーメーションのコンサルティング
・デジタルソリューションのサービス提供

県内事業所等 静岡オフィス

３　寄附金額

　１００万円

４　感謝状贈呈式

　（１）日　時　令和６年７月２６日（金）１６時００分から
　（２）場　所　県庁東館５階　増井副知事室



提 供 日 2024/07/22

タイトル 科学の甲子園ジュニア　静岡県大会を開催します！

担　　当 教育委員会 総合教育センター小中学校支援課

連 絡 先 総合教育センター小中学校支援課

TEL 0537-24-9730

科学の甲子園ジュニア　静岡県大会を開催します！

１　趣旨
中学生３人でチームを作り、理科や数学などにおける複数分野の競技に協働して取り組むことを通して、科学の楽しさや面白さ

を知るとともに、科学と実生活・実社会との関連に気付き、科学を学ぶことの意義を実感できる場を提供する。
　静岡県内から35チームが参加し、12月に行われる全国大会の県代表チーム２チームを決める。
　全国大会は、12月13日（金）から15日（日）までの３日間、兵庫県姫路市で開催され、県代表２チームが合同チームとして参加
する。

２　概要
　(1)大会名　 科学の甲子園ジュニア　静岡県大会
　(2)開催日・会場
　　　　　　令和６年７月27日（土）　（予備日　令和６年７月28日（日））

　　　　　　　西部：静岡県総合教育センター２階 大研修室（掛川市富部456）
　　　　　　　東部：東部総合庁舎（取材対象ではありません)
　　　　　　　※西部会場には30チーム、東部会場には５チーム参加します。
(3)主催　　 静岡県教育委員会
(4)参加者　 県内中学校１・２年生　35チーム

３　当日の日程

日　　程 内　　容

 9：00～ 9：15 開会式

 9：25～10：25
筆記競技
理科・数学等の内容を組み合わせた課題や、実生活・実社会と関連

させた課題を解決する内容から出題される。

10：40～12：00
実技競技
ものづくりの能力、コミュニケーション能力等を用いて課題を解決

する力を競う内容が出題される。

12：15～12：40 閉会式　諸連絡

４　その他
(1)取材は西部会場のみ可能です。
(2)写真撮影は、開会式、閉会式のみ可能です。競技中の写真撮影はできません。
(3)取材の際は、事前に御連絡ください。
　 連絡先：静岡県総合教育センター　小中学校支援課　（TEL　0537-24-9730）
(4)取材当日は、直接大研修室にお越しいただき、担当に声をかけてください。



提 供 日 2024/07/22

タイトル 子ども・若者のさまざまな悩みに個別に応じる合同相
談会を開催します（沼津・富士会場）

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3312

子ども・若者のさまざまな悩みに個別に応じる合同相談会を開催します（沼津・富士会場）

　静岡県教育委員会では、相談機関、学習支援団体、就労支援団体、親の会、定時制・通信制高等学校等がブースを設置し、
個別に対応する相談会を５市で開催しています。今回は、沼津会場・富士会場についてお知らせします。　
　　　　　　
１　対　象　小・中学生・高校生からおおむね40歳未満の方やその家族、学校教職員、

支援関係者　等

２　内　容　不登校、発達障害、就労、ひきこもり、学習支援、ネット依存等の
　　　　　相談に参加団体が個別に対応

３　参加費　無料

４　会場情報
開催日時 会場 事前申込

沼
津
会
場

８月４日（日）
12 時30 分～15 時30 分

（最終受付15 時）

沼津市第五地区セ
ンター

（沼津市五月町
15-1）

沼津市教育委員会生涯
学習課青少年教育セン

ター
TEL：055 - 951 – 3440

（電話もしくはチラシの二
次元コードから）

富
士
会
場

８月17日（土）
13 時00 分～16 時00 分

（最終受付）

富士市教育プラザ
（富士市八代町１番

１号）
不要

　　　　　　　　　　　　　
５　その他　参加団体（ブースを設置する団体）等、詳細については県社会教育課の

ＨＰを御覧ください。（「静岡県　合同相談会」で検索。）
                                              
                                         「有徳の人づくり」を進めています。

                                                      静岡県教育委員会　



提 供 日 2024/07/22

タイトル 県道静岡焼津線「浜当目トンネル」対策検討会（第
1回）の開催

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 防災安全班

TEL 054-221-3025

県道静岡焼津線「浜当目トンネル」対策検討会（第１回）の開催

　令和６年７月２日に焼津市大崩海岸で発生した斜面崩落に関連し、発生メカニズム、今後の調査、対策等を検討するため、県道
静岡焼津線「浜当目トンネル」対策検討会（第１回）を以下のとおり開催します。

１　開催日時
    　令和６年７月24日（水）　午後３時30分～

２　会  場
　　　静岡県庁 本館403会議室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　議事次第
　　・開会（有識者紹介及び挨拶）
　　・議事項目
　 　（１）トンネル建設時における設計等について
　 　（２）トンネル変状及び斜面崩壊の状況について
　 　（３）発生メカニズムの推測と究明に向けた調査方法の検討について
　 　（４）今後の進め方について

４　検討会構成員
　■有識者
　＜トンネル専門家＞
　　・真下 英人　施工技術総合研究所　所長
　　・安井 成豊　施工技術総合研究所　技術参事
　＜地すべり専門家＞
　　・今泉 文寿　静岡大学　学術院農学領域　教授

　■道路管理者
　　・静岡県交通基盤部道路局長
　　・静岡県島田土木事務所長

　■オブザーバー
　　・焼津市建設部
　　・静岡市建設局

（事務局）　静岡県交通基盤部道路局道路保全課、静岡県島田土木事務所

５　取材について
　・検討会の取材を希望される方は、開催時刻までに会場の受付までお越しください。
　・受付後は、事務局の指示により着席してください。
　・議事概要は、後日ホームページに公開します。
　　　URL：https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doro/1064693.html 

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doro/1064693.html


提 供 日 2024/07/22

タイトル ～下田の夏をまるごと満喫！！～
第46回下田国際カジキ釣り大会開催！

担　　当 経済産業部 水産・海洋局水産資源課

連 絡 先 水産資源課　津久井

TEL 054-221-2737

　静岡県下田市で毎年開催される本大会は、毎回100を超えるチームが参加する世界屈指
の国際カジキ釣り大会です。　マリンスポーツの普及拡大、海を守る意識の醸成、地域の賑
わい創出など、地元下田市の皆さんと連携、協力して開催されます。
　また、下田市民の皆さんがカジキの街として実施する、まちおこしイベント「マリンフェスタ
下田2024」が同時開催されます。

親子で楽しめるイベントなど多数用意し、多くの皆様の御来場をお待ちしております。

（概要）
１　開催日時　令和６年７月25日（木）～28日（日）
２　開催場所　伊豆下田港並びに東京都新島村若郷港を基地とする近海
３　大会日程

25日（木） スケジュール （参考：第45回大会の様子）

18:00～ 前夜祭

26日（金）

05:45 開会式※１

07:30 スタートフィッシング

15:00 ストップフィッシング

15:00～ 審査、検量、写真撮影

27日（土）

07:00 スタートフィッシング

15:00 ストップフィッシング

15:00～ 審査、検量、写真撮影

28日（日）

07:00 スタートフィッシング

14:00 ストップフィッシング

14:00～ 審査、検量、写真撮影

18:30～ 表彰式※２

　　※１：下田市外ヶ岡12　伊豆漁協本所冷蔵庫東側駐車場付近
　　※２：下田市外ヶ岡1-1 道の駅 開国下田みなと東側駐車場付近
４　主　　催　　ＮＰＯ法人　ジャパンゲームフィッシング協会（ＪＧＦＡ）
５　協　　賛　　伊豆漁業協同組合、にいじま漁業協同組合　他
６　後　　援　　農林水産省、静岡県、下田市、静岡県観光協会、下田市観光協会、
　　　　　　　　　下田市商店会連盟、下田料理飲食組合、静岡県漁業協同組合連合会 他
７　連絡先　　　大会本部：090-4092-7766
８　同時開催　マリンフェスタ下田2024（7月27日（土）～28日（日））

主催：まちおこしカジキサポートクラブ
下田市のsea級グルメやカジキ料理等の露店、下田吹奏楽団や
下田太鼓伝統保存会の演奏等（伊豆漁協本所冷蔵庫東側駐車場付近）

   ９　連絡先　　　下田市観光協会：0558-22-1531



提 供 日 2024/07/22

タイトル 【台湾との経済交流を加速！】
台湾経済団体の幹部が増井副知事を表敬訪問します

担　　当 経済産業部 商工業局企業立地推進課

連 絡 先 産業国際班

TEL 054-221-2217

【台湾との経済交流を加速！】

台湾経済団体の幹部が増井副知事を表敬訪問します

１　要　旨

　　県内経済関係５団体と経済交流に関する覚書を締結している、台湾の三三企業交流会（略称：三三会）副事務局長・台日商務交流協進会

事務局長の黄章富（こう・しょうふ）氏ほか２名が、増井副知事を表敬訪問します。

２　訪問の概要

　日　時：令和６年７月23日（火）11:40～12:00

　場　所：県庁　東館５階特別会議室

　　　　　　　　目　的：来年、覚書締結10周年を迎えるにあたり、今後の交流について意見交換

　　　　　　　　参加者：

黄　章富（こう・しょうふ）
三三会副事務局長、台日商務交流協進会事務局長

中国信託金融ホールディング顧問

王　鑫楷（おう・しんかい）
三三青年会副執行長、中国信託金融ホールディン

グ襄理

台

湾

側

方　怡雯（ほう・いぶん） VV Land代表

鈴木　良則 （一社）静岡県経営者協会　専務理事

中村　泰昌
（一社）静岡県商工会議所連合会

専務理事・事務局長

窪田　賢一 静岡県商工会連合会　専務理事

田中　秀幸 静岡県中小企業団体中央会　専務理事

長谷川　卓 （公社）静岡県国際経済振興会　専務理事

静

岡

県

側

増井副知事、村松経済産業部長、齊藤経済産業部長代理、渥美商工業局長ほか

　　＊日本語で実施

３　台湾経済団体の概要

（１）三三企業交流会

　　　　　　台湾経済の産業構造改善に向けて民間の立場から意見を行う、大企業の交流会として1999年に設立。会員資格は、台湾の代表的な調

査会社による企業集団ランキング100位以内の企業に限られており、会員数は79社。

（２）台日商務交流協進会

　　　日台間の経済・貿易交流強化のため2010年に設立。会員は台湾の中小企業等で、団体会員約83社、個人会員約20名。

４　本県との交流

時　期 内　容 場　所

2015年
三三会及び台日商務交流協進会と県内経済関係５団体が経済交

流に関する覚書を締結
静岡県

2016年 台湾トッププロモーション（経済団）で三三会等を表敬訪問 台北市

2019年 三三会が来静し、企業交流会及び県内企業視察を実施 静岡県



提 供 日 2024/07/22

タイトル 学生が主体となり企業情報誌を作成します

担　　当 経済産業部 就業支援局労働雇用政策課

連 絡 先 雇用推進班

TEL 054-221-2573

             

　新たな視点で県内企業の魅力を発信するため、学生が主体となり企業情報誌
の作成や情報発信を行います。
　夏休み期間に、県内外から集まった学生12人が県内企業10社程度を取材し、
１月までに冊子（デジタルブック）を作成します。
　学生は、８月からワークショップに参加し、活動期間中はSNSにより活動の
様子を発信します。
　完成した冊子（デジタルブック）は県内外の大学や就職機関等に広く周知
広報します。

１　参加者
　　大学生12人（県内外、学年不問）

２　概要
　　第１回 ワークショップ：８月７日（水）
　　　＠コラボレーションスペースＴａｋｔ
　　　（静岡市清水区草薙1-8-18草薙アザリー３階）
　　「編集コンセプト・企業候補を考えよう」

　　  複数の同様の雑誌・メディアと比較しながら、企業情報誌のコンセプト、
      どの企業を取材するか検討します。
　　
　　第２回 ワークショップ：８月27日（火）
　　　＠コラボレーションスペースＴａｋｔ
　　　（静岡市清水区草薙1-8-18草薙アザリー３階）
　　「取材・記事制作・校正を実践しよう」

　　  ９月からの企業取材に向けて、取材の方法、記事制作・校正の方法を実践的に
      学びます。

　　第３回、第４回　企業訪問：９月～10月＠県内企業10社（調整中）
　　学生がグループで企業を訪問します。
　　企業の事業内容や仕事のやりがい、地域で働く魅力等をインタビューします。

　　情報誌完成：１月（予定）

　　第５回　報告会：１月中旬～２月上旬頃（日程調整中）＠静岡市内

３　取材について
　　情報誌作成過程の取材を、是非お願いします。
　　取材いただける場合は、各開催日の前日までに下記連絡先へ御連絡ください。
　　なお、企業訪問時の取材は先方との調整がありますので、別途御相談ください。

４　連絡先
　　担当：静岡県経済産業部就業支援局労働雇用政策課　鴨下
　　電話：054-221-2573
　　E-mail：roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:roudou-koyou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/22

タイトル 山梨県のスーパー「オギノ」で静岡フェアを
開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

山梨県のスーパー「オギノ」で静岡フェアを開催します！

（要　旨）

　・静岡県では、山梨県との連携事業の一環として、山梨県内での県産品の消費喚起及び販路拡大を目指し、地場スーパー「オギノ」と連携

し、山梨県内外40店舗において、「静岡フェア」を開催します。

　・同フェアでは、県産農林水産物や加工品、ご当地グルメ等の販売を実施します。

（概　要）

１「静岡フェア」の開催概要

区　分 内　　　容

開催日 令和６年７月25日（木）から28日（日）までの４日間

開催店舗　
　　

40店舗
山梨県31店舗（山中湖店、春日居店、キャロット南部店、キャロット中富店

を除く全店舗）、長野県４店舗（茅野店、岡谷店、諏訪店、長峰店）、静岡県
５店舗（弓沢店、御殿場店、御殿場富士岡店、沼津インター店、万野原店）

販売品目
（予　定）

食品全般（約150商品）
農　産：生しいたけ、枝豆、小ねぎ、健太トマト、ハウスみかん　等
水　産：かつおたたきの刺身、生しらす、うなぎ　等
畜　産：ウインナー、ハム、ベーコン　等
日　配：黒はんぺん、富士宮焼きそば、浜松餃子　等
その他：加工食品、銘菓・菓子　等
※販売品目は、予告なく変更となる場合がございます。

（参考) (株)オギノの会社概要

事業内容 山梨県内を中心に店舗を展開する総合小売業

創業・会社設立 天保12年・昭和28年９月

店舗数 47店舗（山梨県35店舗、長野県７店舗、静岡県５店舗）



提 供 日 2024/07/22

タイトル 小林製薬株式会社の紅麹を含む健康食品に関する情報
について（第37報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3358

　－危機管理情報－

１ 概要

大阪市が令和６年３月27日に回収を命じた小林製薬株式会社の紅麹原料を使用した健康食品について、静岡県内でも関連が疑われる患

者がこれまで確認されています。４月以降に発症した患者は、現時点では確認されておりませんが、引き続き、 これらの 製品 の 使用 の 中止及

 び 無症状 でも 最近 まで 使用 していた 方 の 医療機関 の 受診 をお 願 いします 。 また 、 健康被害 が 確認 された 場合 は 、 最寄 りの 保健所 に 連絡 を

 してください 。

２　回収命令の対象食品（現在、静岡県内で販売されていない）　

（１）紅麹コレステヘルプ

（２）ナイシヘルプ＋コレステロール （販売地域：北陸地区）

（３）ナットウキナーゼさらさら粒ＧＯＬＤ （販売地域：広島県）

３ 静岡県内の健康被害状況（７月15日～７月21日）

静岡県内で、前週、関連が疑われる患者は報告されませんでした。

静岡県 静岡市 浜松市 合計

前週新規

（7/15～

7/21）
０(０) ０(０) ０(０) ０ (０)

患者数

累計 45（４） 15(２) 22(１)  82（７）

　*  健康被害が疑われたことにより、県及び政令市が国に報告した人数、（　）は入院

４ その他

　次回は７月29日に、７月22日から７月28日の健康被害状況についてお知らせします。

　静岡県の健康被害状況、自主回収情報等は衛生課のホームページでお知らせします。

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/shokuanzen/kohyo/1062481.html
この他、小林製薬株式会社が製造した紅麹原料に関連した食品のリコール情報については、厚生労働省ホームページを参照ください。

  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/daietto/index.html

５　県内保健所一覧

賀茂健康福祉センター（賀茂保健所）　　 0558-24-2054

熱海健康福祉センター（熱海保健所）　　 0557-82-9116

東部健康福祉センター（東部保健所）　　 055-920-2102

御殿場健康福祉センター（御殿場保健所） 0550-82-1223

富士健康福祉センター（富士保健所）　　 0545-65-2154

中部健康福祉センター（中部保健所）　　 054-644-9283

西部健康福祉センター（西部保健所）　　 0538-37-2245

静岡市保健所　　　　　　　　　　　　　           054-249-3161

        浜松市保健所　　　　　　　　　　　　　           053-453-6114

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/eiseiyakuji/shokuanzen/kohyo/1062481.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/daietto/index.html


提 供 日 2024/07/22

タイトル 食中毒警報（細菌性食中毒　第２号）の発表

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3358

                                                                               －危機管理情報－

食中毒警報（細菌性食中毒　第２号）の発表

１　発表日時　　令和６年７月22日　午前10時00分

２　適用項目　　ア　気温30℃以上が10時間以上継続する場合、又は予測される場合

 県内 は 、 気温 が 高 い 状態 が 続 き 、 食中毒 が 発生 しやすい 気象条件 となっています 。　　　

この状態は、明日以降も続くと予想されることから、食品の取扱い施設及び一般家庭に注意を促すため、今年度、２回目の食中毒警報（細

菌性食中毒）を発表します。

３　有効期間　 令和 ６ 年 ７ 月22 日 から 令和 ６ 年 ７ 月24 日

＜注意事項＞
１　生で食べる食品の調理・取扱いには十分注意し、なるべく早く食べる。

２　調理前の手洗いを励行し、食品の衛生的な取扱いに心掛ける。

３　冷蔵庫内の温度は10℃以下に保ち、食品の詰め過ぎに注意し、また、開閉回数を少なくする等、食品の保存・管理には十分気をつけ

る。

４　家庭や行楽先でも、調理食品や弁当などは低温で保存し、なるべく早く食べる。

＜参考＞

○食中毒警報の発表基準

以下のいずれかの条件に該当した場合に発表する。

ア　気温30℃以上が10時間以上継続する場合、又は予測される場合

イ　県内の感染症発生動向調査における定点当たりの「感染性胃腸炎」報告症例数が概ね20人以上となった場合

ウ　県内で同一の病因物質による食中毒が連続して発生している場合で、特に注意喚起が必要と判断される場合

エ　その他発表者が必要と判断した場合



提 供 日 2024/07/22

タイトル 食品表示講習会を開催します！

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3358

　　　 食品表示講習会 を 開催 します ！

県では食品関連事業者等を対象に、下記のとおり食品表示講習会を開催します。
講習会では、直近の法令改正や保健機能食品等各日日替わりテーマを設け、食品表示制度に
ついて説明するとともに、栄養成分表示の作成方法についても解説します。

１　開催日 会場 定員

回 開催日 会場 定員

１ 8月2日（金） 男女共同参画センターあざれあ502会議室
（静岡市駿河区馬渕１丁目１７-１）

２ 10月２日（水）
プラザヴェルデ　コンベンションぬまづ402会議室
（沼津市大手町１丁目１－４）

３ １月10日（金） ワークピア磐田視聴覚室
（磐田市見付２９８９－３）

各日
30人

（＋オンライン）

２　対象

県内の食品関連事業者、食品関係団体、消費者、行政職員等

３　内容
第一部　「栄養成分表示について～表示の概要と計算方法～」

　　11時～12時［受付10時30分～］
　第二部　「食品表示について」
　　13時30分～15時［受付13時～］

４　講師
消費者庁食品表示課
(公社)静岡県栄養士会管理栄養士
                                                    

５　　申込方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・申込締切は、各開催日３営業日前までです
　・申込フォーム又は受講申込書(会場受講のみ）からお申込ください　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　https://forms.gle/yXUQmwdicUwGPrap7　 
６　問合せ先
　 取材を希望される方は、事前に衛生課まで御連絡ください。

事業全般 静岡県 健康福祉部 衛生課      （電話：０５４－２２１－３３５８）

講習会申込 公益社団法人 静岡県栄養士会（電話：０５４－２８２－５５０７）

https://forms.gle/yXUQmwdicUwGPrap7


提 供 日 2024/07/22

タイトル 地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2284

令和６年度第１回「地方独立行政法人静岡県立病院機構評価委員会」を開催します。

１　日　時
　　令和６年７月29日（月）午後４時から午後６時まで

２　場　所
　　ホテルグランヒルズ静岡　４階　クリスタルルーム
    (静岡市駿河区南町18-１）

３　内　容
　　議題　令和５年度業務実績に関する評価について
　　　　　第３期中期目標期間業務実績に関する評価について
　　　　　令和５年度財務諸表の承認に係る意見について

４　委　員（敬称略）
　　塩田　浩平　京都大学　名誉教授、滋賀医科大学　名誉教授
　　　　　　　　（公財）ひと・健康・未来研究財団　理事長
　　田中　啓　　静岡文化芸術大学文化政策学部　教授
　　福地　康紀　一般社団法人静岡県医師会　副会長
　　松岡　慶子　株式会社松岡カッター製作所　代表取締役社長
　　上杉　昌代　公認会計士

５　その他
　　傍聴希望の方、記者の方は会場へお越しください。

＜傍聴申込先＞
　医療政策課メール iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp　
  ※取材の場合は申込不要

mailto:iryoseisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/22

タイトル 「ふじのくに子ども芸術大学」特別講座の開催【静岡
会場】（取材案内）

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 政策調整班

TEL 054-221-2252

「ふじのくに子ども芸術大学」特別講座を開催します！
【静岡会場】（取材案内）

　県内の小中学生を対象とした文化芸術の創造・体験講座である「ふじのくに子ども芸術大学」の特別講座を開催します。

【静岡会場】
○日程・場所　７月27日（土）　グランシップ（静岡市駿河区東静岡2-3-1）
○スケジュール

12：30～13：15  基調講演「近未来に夢を抱いて生きるには」（11F会議ホール・風）
三枝　成彰（ふじのくに子ども芸術大学学長・作曲家）

13：30～17：30　特別講座（その他講師）
　○参加者　県内小中学生　各講座20～80人　合計210人(申込受付は終了しています)

時　間 講座名 　講　師 会　場

13:30～17:30 映画の１シーンを撮る
三枝　健起
（映画監督）

1001-1会議室
(10F）

13:30～17:00
夢を実現するためのお金の仕組み
～ワークショップ形式で「夢をつなぐお金の
チカラ」を考えてみよう～

福原　秀己
野尻　哲史
森元　憲介

910会議室
(9F)

13:30～17:00
世界が沸騰中のeスポーツ！
ゲームプレイヤーが五輪選手にな
るのも夢じゃない！

増田　順一
（ゲームクリエーター）

1001-2会議室
(10F）

13:30～17:00 三ツ橋敬子の指揮者教室
～オーケストラと音楽をつくろう～

三ツ橋敬子
（指揮者）

中ホール・大地
(1F)

13:30～17:00
才能に恋しよう
編集者の仕事、全て伝えます

篠原　一朗
（編集者）

904会議室
(9F）

※ 参加者は、各日とも三枝学長の基調講演を聴講後、各講座を受講します。

※  取材 を 希望 される 報道関係者 の 方 は 、 基調講演会場 へお 越 しください 。

【当日連絡先：070-2637-0739（担当：角田／当日のみ利用可）】

◆上記のほか、浜松、沼津で次の講座を開講します。
【８月３日（土）／浜松会場（クリエート浜松）】

　○基調講演（三枝　成彰／ふじのくに子ども芸術大学学長・作曲家）

　○特別講座　５講座

【８月17日（土）／沼津会場（プラサヴェルデ）】

　○基調講演（三枝　成彰／ふじのくに子ども芸術大学学長・作曲家）

　○特別講座　５講座

※　詳細はふじのくに子ども芸術大学ホームページを御覧ください。
　（https://www.fkac.jp/）

https://www.fkac.jp/


提 供 日 2024/07/22

タイトル エコパスタジアムでのラグビー女子日本代表戦開催告
知のため、日本ラグビーフットボール協会が森副知事
を表敬訪問します！！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 事業推進班　市川

TEL 054-221-2838

８月17日（土）にエコパスタジアムで『太陽生命 JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2024 女子日本代表 vs 女子アメリカ代表』が開催さ
れます。
開催に先立ち、公益財団法人日本ラグビーフットボール協会が以下の日程で副知事を表敬訪問し、大会開催のPRや無料招待企画の実施
を報告します。

１　表敬日程

日　程 令和６年７月24日（水）13:15～13:30　

会　場 県庁　東館５階　森副知事室

来訪者

（公財）日本ラグビーフットボール協会　副会長　浅見　敬子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　　香川　あかね

※囲み取材は県庁東館５階特別会議室で行います。

２　次　第     

 (1) 訪問者の紹介

　　　　 (2) 報告（エコパスタジアムでの代表戦開催、無料招待企画の実施について）

　　　　 (3) 歓談

　　　　 (4) 記念撮影

　　　　３　その他

　　　　（参考）女子日本代表戦の詳細

大会名 太陽生命　JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2024

対戦カード 女子日本代表（世界ランキング11位）対女子アメリカ代表（同７位）（7/15時点）

日程 令和６年８月１７日（土）１８時００分キックオフ

主催 公益財団法人日本ラグビーフットボール協会

後援 静岡県、袋井市、掛川市、磐田市

　　　

　　　　（参考）後援自治体と連携した特別無料招待企画について

　　　　　日本ラグビーフットボール協会による、5，000人を目途とした特別無料招待企画が実施されています。

　　　　　静岡県内を基本として配布するチラシ（添付ファイル）に掲載されたQRコードから申込可能です。



提 供 日 2024/07/22

タイトル 【変更】リニア中央新幹線に関する意見交換会を開催
します

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2304

　リニア中央新幹線に関する意見交換会を開催します

　リニア中央新幹線に関し、知事と大井川流域10市町の首長との意見交換会を

下記のとおり開催します。

※５　取材対応が変更になりました。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（７月２２日１４時変更）

１　日時

　　令和６年７月23日（火）17時15分～18時45分

２　場所

　　県庁本館４階特別会議室

３　出席者

　・知事

　・大井川流域10市町（島田市、焼津市、掛川市、藤枝市、袋井市、御前崎市、
    菊川市、牧之原市、吉田町、川根本町）の首長

４　次第

　(1)開会

　(2)あいさつ（知事）

　(3)報告事項（リニアに関する最近の動き）

　(4)意見交換

  (5)閉会  

５　取材対応

  　 ・ 次第 「(2) あいさつ 」 までを 公開 とします 。
　　 ・ 次第 「 （ ３ ） 報告事項 」 までを 公開 とします 。

　　取材を希望される場合は、
　　直接会場にお越しください（当日16時45分受付開始）。

　　 ※   あいさつ 後 、 報道関係 の 皆様 は 退出 をお 願 いいたします 。

　　※ 報告事項終了後、報道関係の皆様は退出をお願いいたします。

　・意見交換会終了後、県庁本館４階４０１会議室において、
　　知事、10市町首長の順で、囲み取材を行います。



提 供 日 2024/07/22

タイトル 第47回「水の週間記念作文コンクール」の表彰式を開
催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2256

第47回「水の週間記念作文コンクール」の表彰式を開催します！

本年度で第47回となる「水の週間記念作文コンクール」では、昨年度に引き続き多くの小、中学生から応募をいただきました。
厳正な審査の結果、合わせて11編の入賞作品を決定し、以下のとおり表彰式を開催いたします。また、表彰式終了後には、受賞者の小中学生を対象

に水資源の大切さを再確認していただけるよう「水の体験教室」を開催します。

 １　日　時
令和６年８月６日(火)
○表 彰 式：午後１時30分から午後２時まで
○体験教室：午後２時10分から午後３時まで

２　会　場 
  静岡県庁別館21階展望ロビー（静岡市葵区追手町９番６号）

※表彰式、体験教室ともに同じ会場

３　内　容
  表 彰 式：賞状授与（各賞名は以下のとおり）、知事賞受賞者による作品の朗読
  授 与 者：くらし・環境部長、義務教育課長代理、静岡県私学協会中部支部長代理
　体験教室：水の循環の話、水質試験等

４　受賞作品 ※中学生の部のうち、５作品を全日本中学生水の作文コンクールに推薦
賞　名 作品名 作　者

たいせつなみず 菊川市内小学校　１年生
知事賞

あまい水　※ 裾野市内中学校　２年生

水の流れで変わる世界 沼津市内小学校　６年生

水と人と食物　※ 裾野市内中学校　１年生教育長賞

恵みの雨　※ 浜松市内中学校　２年生

もし水がなくなったら？ 静岡市内小学校　２年生

私の経験　※ 裾野市内中学校　２年生私学協会
理事長賞

エメラルドグリーンに魅せられて　※ 静岡市内中学校　２年生

未来の水のために私にできること 浜松市内小学校　５年生

命と希望の水 菊川市内小学校　５年生入　　賞

資源を守る取組み 裾野市内中学校　１年生
　
〈参考〉第47回「水の週間記念作文コンクール」の概要

１年間で最も水の使用量が増える８月。その最初の１日を「水の日」、最初の１週間を「水の週間」とすることが、昭和52年の閣議了解により定められま
した。

それ以降、「水の日」や「水の週間」には、水資源の大切さを啓発する行事が全国で行われており、静岡県では、「水の週間」行事の一環として、次世
代を担う小、中学生を対象に「水の週間記念作文コンクール」を毎年度実施しています。

（１）主催・後援
　　主催：静岡県
　　後援：静岡県教育委員会、公益社団法人静岡県私学協会

（２）対象
　　静岡県内の小、中学生

（３）テーマ
　　水について考える（題は自由）

（４）募集期間
　　令和６年３月１日から令和６年５月７日まで

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表



提 供 日 2024/07/22

タイトル 【一部開催中止】令和６年度マンション管理セミナー
を開催します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3071

令和６年度マンション管理セミナーを開催します！

※台風10号の影響を考慮し、磐田市開催のセミナーを中止します。（８月27日14時変更）
１　要　旨　
　　現在、県内には築40年超の高経年マンションが約１万８千戸ありますが、10年後には２倍以上の約４万５千戸に増加すると見

込まれています。
高経年マンションは、区分所有者の高齢化や空き室の増加に伴い、管理組合が有効に機能しなくなったり、修繕工事を行うた

めの積立金が不足するなど、適正な維持管理ができなくなるリスクが高まります。
マンションの適正な管理と適切な修繕の実施を促すため、マンション管理組合の役員や住民のみなさんを対象に「マンション

管理セミナー」を開催します。

２　主　催
　静岡県マンション管理適正化推進協議会（県及び県内全市町で構成）
（一社）静岡県マンション管理士会

３　開催計画（各会場共通：午後１時30分から午後４時30分まで）
開催市 開催日 会場（予定）
浜松市 令和６年７月27日（土） 可美公園総合センター１階第１,２,３研修室

磐田市  令和 ６ 年 ８ 月31 日 （ 土 ）  磐田商工会議所 ２ 階 　 会議室 ２

沼津市 令和６年９月７日（土） 沼津市民文化センター２階第１練習室

三島市 令和６年９月14日（土） 三島市役所本館２階第２会議室

熱海市 令和６年10月19日（土） 熱海市役所４階会議室

伊東市 令和６年10月26日（土） 伊東市役所８階大会議室

静岡市 令和６年11月16日（土） あざれあ５階５０１会議室

富士市 令和６年11月30日（土） 富士市役所消防防災庁舎３階研修室

熱海市 令和７年１月（予定） 未定

浜松市 令和７年２月（予定） 未定

４　セミナーの内容（会場によって、内容が一部変更となる場合があります。）
　　第一部　講師（マンション管理士）による講義
　　第二部　参加者によるマンション管理に係る意見交換会
　　第三部　マンション管理士による無料個別相談会（希望者のみ）

５　問い合わせ先
　　静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課企画班
 　 TEL：054-221-3071、E-mail：sumai@pref.shizuoka.lg.jp
　　※当日の取材・連絡先等については、事前に住まいづくり課までお問い合わせください。

　参加者募集告知 ・  催事等 の 当日取材 ・ 実施事業等の紹介 ・ 調査結果等の公表

mailto:sumai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/22

タイトル ★７月30日は男女共同参画の日★
男女共同参画社会づくり活動に関する
知事褒賞授与式を開催！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-2824

７月30日は男女共同参画の日です！
この日にちなみ、男女共同参画社会づくり活動に関する知事褒賞

褒状を授与します！

県では、７月30日を「男女共同参画の日」（注）と定め、男女共同参画の推進に関する取組を積極的に行っている個人・団体を表彰していま
す。

このたび、受賞者が決定したので、次のとおり褒状を授与します。

１　受賞者（敬称略・五十音順）　　　　

部門 被表彰者＜住所・所在地＞

男女共同参画推進の部（個人）
（１件）

佐藤　和枝 　　＜浜松市中央区＞

女性の活躍推進事業所の部
（１件）

株式会社資生堂掛川工場

　　　　　　　　　　＜掛川市＞

チャレンジの部
（３件）

青山　沙織　　　＜沼津市＞

野田　康代　　　＜三島市＞

疋野　奈央子　　＜浜松市浜名区＞

２　授与式
(1) 日　時   令和６年７月29日（月）午後２時から２時30分
(2) 会　場   静岡県庁別館　９階　特別第一会議室
(3) 授与者　 知　事

（注）明治９年（1876年）７月30日、浜松県榛原郡横岡村（現在の島田市）の女性が浜松県公選民会の代議人選挙の投票を行ったことが、我
が国で初めて女性が投票した選挙であると言われていることに由来しています。

（参考）静岡県男女共同参画推進条例（平成13年７月24日制定）抜粋　
第10条　県は、県民の間に広く男女共同参画についての関心と理解を深めるとともに、

積極的に男女共同参画の推進に関する活動を行う意欲を高めるため、男女共同参画
の日を設ける。

２ 男女共同参画の日は、７月30日とする。
３ 知事は、男女共同参画の推進に関する取組を積極的に行っているものの顕彰その他

の男女共同参画の日の趣旨にふさわしい事業を実施するものとする。



提 供 日 2024/07/22

タイトル 令和６年度第１回静岡県コンプライアンス委員会の開
催

担　　当 経営管理部 人事課

連 絡 先 監察班

TEL 054-221-3230

（要旨）
　　静岡県庁のコンプライアンスを推進するため、静岡県コンプライアンス委員会
　を開催します。

（概要）
　１　日　時　令和６年７月25日（木）午前10時から
　
　２　場　所　県庁東館５階特別会議室
　　　　　　（会場参加とWeb参加を併用するハイブリッド方式）
　
　３　委　員（五十音順・敬称略）

氏　　名 役　　　職　　　等 備　　考

板倉　美奈子
（いたくら　みなこ）

静岡大学教授（国際法）

市川　卓志
（いちかわ　たかし）

公認会計士 座長

大須賀　千尋
（おおすが　ちひろ）

ヤマハ株式会社法務部長

太田　肇
（おおた　はじめ）

同志社大学教授
（組織・人事管理・モチベーション論）

小西　敦
（こにし　あつし）

静岡県立大学教授（行政学・行政法）

牧野　百里子
（まきの　ゆりこ）

弁護士 座長代理

　４　議　事
　　・不祥事等の状況
　　・令和６年度コンプライアンス推進の取組
　　・コンプライアンス推進月間の取組（案）
　　・内部統制の取組

　５　審議の公開
　　・県民の皆様の傍聴が可能です。
　　・傍聴定員　10名
　　・傍聴手続
　　　　会議の開始予定時刻までに受付で、所属、氏名を記入し、事務局の指示に
　　　　従って入場してください。
　　　　傍聴の受付は、当日の午前９時45分から先着順で行います。
　　　　定員になり次第、受付を終了します。



提 供 日 2024/07/22

タイトル 災害時応急対策協定締結事業者研修会の開催

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 調整班

TEL 054-221-2996

　　　～災害時応急対策協定締結事業者を対象とした研修会を開催します～

　本県では、大規模災害等発生時に備え、様々な事業者の皆様と災害時応急対策協定を締結し、協力体制を整えています。
　この度、協定に基づき協力をいただいている事業者等を対象に、令和６年能登半島地震における県及び事業者の支援・活動事例
を通し、本県の防災行政への理解を深めるとともに、防災意識の向上を図るための研修会を開催します。

１　開催日時
　　令和６年７月29日（月）　午後２時30分～午後４時

２　会場
　　静岡県男女共同参画センターあざれあ　大ホール
　　（静岡市駿河区馬渕１丁目17-１）

３　出席者
　(1)県と災害時応急対策協定を締結している事業者　約140団体（約180名）
　(2)県及び市町の担当者等　約20名

４　内容
　(1)令和６年能登半島地震支援における静岡県の活動報告
　　　講師：板坂　孝司　氏（静岡県危機管理部危機政策課新被害想定担当室長）

　(2)令和６年能登半島地震支援における事業者の活動報告

　　（活動報告１）
　　　講師：西室　幸徳　氏（NPO法人コメリ災害対策センター　常務理事）
　
　　（活動報告２）
　　　講師：戸田　知里　氏（公益社団法人静岡県栄養士会　JDA-DATリーダー）

＜参考＞
・県は、大規模災害に備え、民間企業等と約700件の協定を締結している
・災害時応急対策協定締結事業者を対象とした研修会は、平成21年度より開催し
  今回で14回目となる

※取材、聴講を御希望の場合は、開始時刻までに会場にお越しください。



提 供 日 2024/07/22

タイトル 令和６年度９月補正予算編成要領

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2385

１　要旨

　本日、政策推進担当部長から、各部局長、教育部長、警察本部長、企業局長、
がんセンター局長に対して、令和６年度９月補正予算の編成要領を通知した。

２　本文

　令和６年度９月補正予算編成要領（通知）
　
　下記の経費について、補正予算で対応することとしたので、予算調整案を提出す
るよう通知する。
　
　　＜補正予算案の提出項目＞

　　　　当初予算編成後の事情変化により必要となった経費等



提 供 日 2024/07/23

タイトル ペップトーク「言葉のちから無限大！」
はごろも『夢』講演会が開催されます！

担　　当 教育委員会 清水特別支援学校

連 絡 先 教頭　松浦 雅子

TEL 054-368-6800

ペップトーク「言葉のちから無限大！」
はごろも『夢』講演会が開催されます！

　公益財団法人はごろも教育研究奨励会主催で、日本ペップトーク普及協会代表理事である岩﨑由純氏を講師にお招きし、近隣校

の教職員を対象に講演会を開催します。

　ペップトークは、もともとアメリカでスポーツの試合前に監督やコーチが選手を励ますために行っている短い激励のスピーチで

す。

　ペップトークの手法を通して、相手の状況を理解し、前向きに背中を押すような肯定的な言葉掛けを学び、児童生徒や保護者、

教職員同士のコミュニケーションを円滑にすることを目指します。また組織としてのモチベーションを上げたり、児童生徒や保護

者との信頼関係を構築したりすることにも役立てていきます。

１　日時

　　令和６年７月30日(火)午前10時から午前11時30分まで

２　会場

　　静岡市清水文化会館マリナート　小ホール

（静岡市清水区島崎町214番）

３　講演会

（１）講師　一般財団法人日本ペップトーク普及協会代表理事　岩﨑 由純　氏

（２）演題　ペップトーク「言葉のちから無限大！」

４　出席者

　　清水特別支援学校教職員

（静岡地区特別支援学校教職員希望者、清水地区高等学校教職員希望者）

５　その他

　　取材を希望される場合、講師への事前連絡が必要となるため、前日７月29日（月）までにお知らせください。

６　問合せ先

　　静岡県立清水特別支援学校

　　担当　　教頭　松浦 雅子

　　電話　　054-368-6800

　　メール　shimizu-sh@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:shimizu-sh@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/07/23

タイトル 伊豆田方分校地域応援団合同研修会を開催します－共
に育てる自立と輝き－

担　　当 教育委員会 沼津特別支援学校伊豆田方分校

連 絡 先 副校長　高木　亮

TEL 055-970-2520

伊豆田方分校地域応援団合同研修会を開催します
ー共に育てる自立と輝きー

　沼津特別支援学校伊豆田方分校では、地域（伊豆田方分校の学区：函南町、伊豆の国市、伊豆市）の良さ、地域資源、及び伊豆
田方分校の在り方について共に考え、生徒や卒業生が地域の方々と共に生き生きと自分らしく生活できる共生社会を目指した地域
づくりの推進に寄与することを目的として、地域応援団合同研修会を開催します。

１　日　時
　　令和６年７月30日（火）午後２時から午後４時30分まで

２　会　場
　　韮山時代劇場　大ホール（伊豆の国市四日町772）

３　内　容

時　間 区　分 内　容 講師・発表者

14:00～
14:50

【第一部】
基調講演

「障がいのある人と地域でとも
に生きるということ」

静岡大学 未来社会デザイン機構
講師 内山 智尋　氏
（社会福祉学　博士）

(1)「共生という考え方に基づ
く、理想的で恵まれた伊豆田方
地区の環境」

伊豆の国市自立支援協議会運営委
員、伊豆田方分校進路指導主事

(2)「卒業生の生活を支える地域
の人の思い」

株式会社うみのワークス代表、
伊豆田方分校PTA会長、相談支援
事業所サニープレイスかんなみ相
談支援員

(3)「卒業生の事例から考える、
地域における支援のつながり」

就労継続支援B型事業所　志～
cocoro～　管理者、利用者

15:00～
16:20

【第二部】
シンポジウム

（発表）

(4)「地域における在校生や卒業
生の応援団拡大への期待」 伊豆田方分校生徒、職員

４　参加者
　・沼津特別支援学校伊豆田方分校　在校生、卒業生
　・学区周辺の行政・教育機関（児童生徒、保護者含む）、企業、福祉事業所

５　お問合せ先
　　静岡県立沼津特別支援学校伊豆田方分校
　　電　話　055-970-2520
　　メール　izutagata-b@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

leaflet.pdfleaflet.pdf

mailto:izutagata-b@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/07/23

タイトル 交通空白解消に向けた取組を加速させます！

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-2852

交通空白解消に向けた取組を加速させます！

＜要旨＞

　本県において、交通空白地解消に向けた取組を加速させるため、以下の取組を実施します。

＜取組１：県内全市町への公共ライドシェア導入を目指した説明会を開催＞

１　日　　時
　　令和６年７月30日（火）　午前10時30分から正午まで

２　場　　所
　　県庁別館２階第１会議室ＡＢ（静岡市葵区追手町９番６号）※オンライン併用

３　内　　容
　　説明者：一般社団法人全国自治体ライドシェア連絡協議会
　　　　　　事務局長　池上明子氏（静岡県連絡調整官）
　　・最新情勢の解説（７月17日開催第１回国土交通省「交通空白」解消本部等）
　　・交通空白解消に向けた公共ライドシェア（自治体ライドシェア含む。）導入
      のヒント（先進事例紹介等）
　　・質疑応答、意見交換　など

４　出 席 者（web参加含む）
　　静岡県地域公共交通活性化協議会の市町委員及び交通事業者委員

５　傍　　聴　（会場の定員：５名、Webの定員：なし）
　　一般の方も傍聴可能です。傍聴を希望される方は、以下の問合せ先まで、電話
　　又はメールにて住所・氏名・連絡先を７月29日（月）午後５時までにお知らせ
　　ください。
　　会場での傍聴の受付は、先着順で行い、定員になり次第終了します。
　　Web傍聴を希望される方は、その旨お知らせいただければURLをお送りします。
　　発熱、咳等、風邪のような症状がある場合は、会場での傍聴を控えていただく
　　ようお願いします。
　　
６　取 材 等
　　取材を希望される場合は、直接会場までお越しください。
　　（当日午前10時00分受付開始）

７　問合せ先
　　静岡県交通基盤部都市局　地域交通課
　　電　話：054-221-2852
　　メール：koutukyou@pref.shizuoka.lg.jp

＜取組２：県が一般社団法人全国自治体ライドシェア連絡協議会に加入＞

　昨日（７月22日）、都道府県として初めて、上記協議会に加入しました。
　今後、上記協議会の構成員として、公共ライドシェアの普及啓発及び導入促進に努めてまいります。

mailto:koutukyou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/23

タイトル 伊豆縦貫自動車道等の合同促進大会の開催、要望活動
の実施

担　　当 交通基盤部 道路局道路企画課

連 絡 先 高速道路班

TEL 054-221-2938

　伊豆縦貫自動車道等の合同促進大会の開催、要望活動の実施

　伊豆縦貫自動車道や東駿河湾環状道路の整備を促進する３つの期成同盟会が、合同で建

設促進大会を開催します。

　大会では、伊豆縦貫自動車道の全線開通に向け、整備推進等を強く求めていくことを決

議します。なお、大会終了後、知事と関係市町長等が国に対して要望活動を行います。

●促進大会

１　日　時　令和６年７月26日（金）午後２時00分～午後３時00分

２　場　所　都道府県会館１階101大会議室（東京都千代田区平河町2-6-3）

３　名　称　「令和６年度　伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会

　　　　　　　　　　　　　伊豆縦貫自動車道建設推進期成同盟会

　　　　　　　　　　　　　東駿河湾環状道路整備促進期成同盟会 合同促進大会」

４　出席者　静岡県知事、関係市町長、関係市町議長

　　　　　　（来賓）国会議員、国土交通省、県議会議員など

５　次　第　

　　　開会挨拶　（沼津市長）

　　　会長挨拶　（静岡県知事）

　　　来賓祝辞

　　　意見発表　（熱海温泉ホテル旅館協同組合 理事長 森田金清）

　　　地域の取組発表（南伊豆町長）

　　　決　　議　（下田市長）

　　　閉会挨拶　（下田商工会議所会頭）

６　主　催

　　・伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会（会長　静岡県知事）

　　・伊豆縦貫自動車道建設推進期成同盟会（会長　下田商工会議所会頭）

　　・東駿河湾環状道路整備促進期成同盟会（会長　沼津市長）

●要望活動（予定）

　・国土交通省　堂故副大臣　午後５時00分から５時15分

　※ 要望活動の取材については、事前登録が必要なため、令和６年7月25日（木）

　　 午前10時までに、会社・氏名・当日の連絡先を御連絡ください。

　≪問合せ先≫　静岡県道路企画課　榊原、山田（TEL 054-221-2938）



提 供 日 2024/07/23

タイトル MaOIプロジェクトに関する事業計画が、内閣府の地方
大学・地域産業創生交付金に採択

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

　MaOIプロジェクトに関し、静岡県・静岡市で共同申請した事業計画が、

　内閣府の 地方大学 ・ 地域産業創生交付金 に 採択されました。

○計画名

　「駿河湾・海洋DX先端拠点化計画」

○主な参画機関

　静岡理工科大学、静岡大学、東海大学、一般社団法人マリンオープンイノベーション機構、鈴与株式会社、NTTグループ 他

○計画概要

　静岡理工科大学を中核に域内外の大学・研究機関と連携して、

　海洋DXに関する教育・研究体制を構築するとともに、駿河湾の多様なデータから

　地域の課題解決につなげる“マリンインフォマティクス”により、

　駿河湾における漁業持続性・効率性向上に資するDX技術、大型藻類養殖技術、

　新たな海洋観測技術・機器等の開発及び事業化などを進め、

　地域の主要産業である海洋産業の活性化に取り組む。

○県の役割

　研究開発・事業化促進事業等に交付金を活用し、市と連携して支援する。

※本件について、静岡県・静岡市および産学関係者による合同会見を

　　　　　　　　以下のとおり開催します。

　　７月26日（金）13：00～　＠静岡市静岡庁舎　市長公室



提 供 日 2024/07/23

タイトル 【追加】「原爆と人間」展を開催します！

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-3773

「原爆と人間」展を開催します！

※知事の視察が決定しました。詳しくは「５　知事視察」をご覧下さい。（７月29日14時追加）

　今年は、我が国に原子爆弾が投下されてから79年に当たります。
　静岡県原水爆被害者の会では、県民の皆様に被爆の実相・体験談を伝えることを
目的として、「原爆と人間」展を開催します。

１　開催期間　
　　令和６年７月29日（月）～８月２日（金）　午前10時～午後４時
　　※７月29日（月）は午前11時開始、８月２日（金）は午後３時終了

２　会場　　
　　静岡県庁　別館21階　展望ロビー

３　内容
　　・被爆体験者の証言
　　・「ヒバクシャの証言」、「被爆の爪痕」などの上映
　　・広島・長崎・ビキニ・フクシマの写真の展示
　　・市民が描いた原爆の絵の展示
　　・「はだしのゲン」、「つるにのって」の上映　など

４　主催
　　静岡県原水爆被害者の会

５　知事視察
　　令和６年７月30日（火）　午後１時～　知事が会場を視察します。
　

　＜過去の「原爆と人間」展の様子＞

       



提 供 日 2024/07/23

タイトル 静岡県工賃向上計画(令和６年度～令和８年度)を策定
しました。

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-3619

静岡県工賃向上計画(令和６年度～令和８年度)を策定しました。

１　要旨
　　障害のある人の工賃向上に向けた取組を推進するため、国の「「工賃向上計
　画」を推進するための基本的な指針」(令和６年３月29日付け厚労省通知)を踏
　まえ、令和６年度から令和８年度までの「静岡県工賃向上計画」を策定しまし
　た。

２　計画の概要
　(1)目的
　　工賃向上のための取組を推進し、障害のある人の地域での経済的自立を支援す
　　る。
　(2)計画期間
　　令和６年度から令和８年度までの３か年
　(3)対象事業所
　　就労継続支援Ｂ型事業所
　(4)計画の内容

区　分 内　容

基本方針
国の基本的な指針や本県の実情を踏まえ、『目指すべき目標工賃月額
を30,000円』に定め、その実現のために官民一体となった取組を行
う。

目標数値

指標 目標数値 考　え　方

県目標平均工賃月額
（令和８年度） 20,000円

全国トップ５並みの工賃水
準額を目指す（R4本県
30位）

各事業所が目指すべき
目標工賃伸び率

対前年
伸び率５％

全体を底上げし、すべての
事業所が達成するべき伸び
率

事業所の受注機会の拡大
・「障害者働く幸せ創出センター」による受注機会の確保
・農福連携による職域拡大の支援
 事業所の収益向上
 ・福産品の付加価値を高めるブランド力の向上
 ・事業所の生産性向上支援
 ・事業所の共同生産体制の構築支援

目標工賃達
成に向けた
主な取組

 事業所への発注の推進
 ・ふじのくに福産品等ＳＤＧｓパートナー認定制度の推進

(参考)平均工賃月額の推移
区分 R1 R2 R3 R4

県平均工賃月額 16,511円 15,529円 16,468円 16,866円

全国平均工賃月額 16,369円 15,776円 16,507円 17,031円



提 供 日 2024/07/23

タイトル 株式会社北里コーポレーションから静岡県児童養護施
設協議会への寄附金贈呈式

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-3760

株式会社北里コーポレーションから静岡県児童養護施設協議会への
　　　　　　　　　　　　　寄附金贈呈式

　不妊治療に関連する製品を開発・製造している、株式会社北里コーポレーションから、社会貢献活動の一環として県内の児童養
護施設で暮らす子どものための寄附の申し出があったので、寄附金贈呈式を行います。

１寄附者
　株式会社北里コーポレーション

２寄附金額
　１２０万円（県内１２児童養護施設に各１０万円）

３寄附金贈呈式
（１）日時
　　　令和６年７月３０日（火）午後４時１５分開始（所要時間：３０分程度）
（２）場所
　　　県庁西館３階　健康福祉部長室
（３）出席者
　　〈株式会社北里コーポレーション〉
　　　代表取締役　井上　太綬 様
　　〈県児童養護施設協議会〉
　　　会長　石川　順 様　ほか児童養護施設長 ９名
　　〈静岡県〉
　　　健康福祉部長　青山秀徳
（４）内容
　　　贈呈者紹介、寄附金目録贈呈、感謝状贈呈、写真撮影、歓談

◆今回の寄附について（昨年に続き２回目の寄附）
　子どもを望んでも授からない方がいる一方で虐待の被害にあう子どももおり、
子どもの教育の充実に貢献したいという株式会社北里コーポレーション様の思い
から、寄附が実現しました。

◆寄附金の使いみち
　児童養護施設に入所する児童の学習に関する物品の購入等



提 供 日 2024/07/23

タイトル 御前崎市が交通死亡事故ゼロ連続1,000日を達成！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 2104

TEL 054-221-2104

御前崎市が交通死亡事故ゼロ連続１，０００日を達成！

静岡県交通安全対策協議会（会長:知事）が

交通安全優良市町表彰を行います。

この度、令和６年７月１日（月）をもって御前崎市が交通死亡事故ゼロ連続１，０００日を達成したことから、下記のとおり表彰状の伝達式を行い
ます。

※　御前崎市の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から５回目となります。
　　前回の交通死亡事故ゼロ連続５００日表彰から交通死亡事故ゼロを継続しており、

５００日の倍数である１，０００日での表彰になります。
１　表彰式の概要
（１）日時
　　　令和６年７月３０日（火）午前１０時３０分開始（概ね２０分間）
（２）場所
　　　御前崎市役所２階　応接室（御前崎市池新田５５８５番地）
（３）出席者

御前崎市長　　　　　　下村　勝　（しもむら　まさる）
菊川警察署長　　　　　岩瀨　盛一（いわせ　もりかず）

　　　県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　あきら）　ほか

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分
　交通死亡事故ゼロ連続日数

【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】
　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　人口４万人以上８万人未満 　　　４００日
　人口２万人以上４万人未満 　　　５００日
　人口２万人未満 　１，０００日
　※　御前崎市　人口２９,５３２人（令和６年１月１日現在）
　※　静岡市及び浜松市については、区ごとに表彰を実施しています。

３　その他
     表彰状 の 伝達式前 に 交通死亡事故 が 発生 した 場合 は 、 表彰状 の 伝達 を 中止 する
　 ことがあります 。

参加者募集告知　　　催事等の当日取材　　　実施事業等の紹介　　　調査結果の公表



提 供 日 2024/07/23

タイトル 令和６年度普通交付税等（市町村分）の決定

担　　当 経営管理部 市町行財政課

連 絡 先 交付税班

TEL 054-221-2098

（要旨）
　本日、「令和６年度普通交付税大綱」が閣議に報告・了解され、 本県市町分 の 普通交付税等が次のとおり決定された。

（概要）
１　普通交付税＋臨時財政対策債（実質的交付税）
（１）決定額　157,246 百万円（対前年比▲1,414百万円 ▲0.9％）
（２）算定内容（市町村分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　（単位：百万円、％）

項目 令和６年度
a

令和５年度
（当初算定）b

増減額
c=a-b

増減率
c/b

 実質的交付税 157,246 158,661 ▲1,414 ▲0.9 

 普通交付税 146,945 136,745 10,200 7.5 

 臨時財政対策債 10,302 21,916 ▲11,614 ▲53.0 

※ 表示単位未満四捨五入のため、項目ごとの数値の計と合計は一致しないことがある。
 
（３）対前年比減の主な要因
　企業収益の持ち直しに伴う、市町村民税法人税割等の増収による基準財政収入額の増加

（４）本県市町の算定状況
　不交付団体（財源超過のため普通交付税が交付されない団体）は富士市、御殿場市、湖西市及び長泉町の４団体となった。

年度 団体数 富士市 御殿場市 湖西市 長泉町

令和４年度 ３   ○※ ○ - ○

令和５年度 ４ ○ ○ ○ ○

令和６年度 ４ ○ ○ ○ ○

※　令和４年度の再算定により、不交付団体から交付団体となった。

２　地方特例交付金
（１）決定額　23,334 百万円（対前年比18,660百万円 399.3％）
（２）算定内容（市町村分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　   　（単位：百万円、％）

項目 令和６年度
a

令和５年度
b

増減額
c=a-b

増減率
c/b

 地方特例交付金 23,334 4,673 18,660 399.3 

 住宅借入金等特別税額控除
 減収補塡特例交付金

4,489 4,673 ▲184 ▲3.9 

 定額減税減収補塡
 特例交付金(R6～)

18,845 - 18,845 皆増 

※ 表示単位未満四捨五入のため、項目ごとの数値の計と合計は一致しないことがある。
【地方特例交付金】
　個人住民税における住宅借入金等特別税額控除及び定額減税の実施に伴う地方公共団体の減収を補塡するために国から交付される交付金

令和６年度　県内市町　 普通交付税決定額　　　（百万円、％）



※ 表示単位未満四捨五入のため、項目ごとの数値の計と合計は一致しないことがある。

令和６年度　県内市町　 地方特例交付金決定額　　　（百万円、％）



※ 表示単位未満四捨五入のため、項目ごとの数値の計と合計は一致しないことがある。



提 供 日 2024/07/23

タイトル 「『火山防災の日』制定記念イベント」を開催します

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-3694

　　　　　「『火山防災の日』制定記念イベント」を開催します。

　令和５年に活動火山対策特別措置法の一部が改正され、本年４月に施行されました。  
　８月26日が新たに『火山防災の日』と定められたこと等を踏まえ、内閣府政策統括官 （防災担当）及び火山防災強化推進都道
県連盟（代表幹事 山梨県知事 長崎幸太郎）が主催で「『火山防災の日』制定記念イベント」を開催します。 
  詳細は別紙 内閣府報道資料を御参照ください。
 

開催日時   令和６年８月26日（月）15時00分〜17時00分 
 

開催場所   砂防会館（別館：淀・信濃）（東京都千代田区平河町２丁目７番４号）及びオンライン配信 
 

開催内容   内閣府報道資料参照 
 

取  材   現地取材希望の方は、以下URLからお申し込みください。 
  https://bousai2024-secretariat.spiral-site.com/interview
　申込期限：令和６年８月23日（金）12時まで

【火山防災強化推進都道県連盟】
・活動火山対策特別措置法に基づく火山災害警戒地域に指定されている都道県に
　より、令和元年７月23日に設立
・構成都道県（23都道県）
　北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、栃木県、群馬県、
　東京都、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、山梨県（連盟幹事）、長野県、
　岐阜県、静岡県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県

https://bousai2024-secretariat.spiral-site.com/interview


提 供 日 2024/07/23

タイトル 「火山防災強化推進都道県連盟総会」を開催します

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 情報班

TEL 054-221-3694

　　　　　「火山防災強化推進都道県連盟総会」を開催します

　本連盟は、火山災害警戒地域を抱える２３都道県が連携し、火山防災に関する体制強化を図ることを目的に令和元年７月に設立
された団体です。 
　今般、全国知事会議に合わせて総会を次のとおり開催し、各都道県で火山防災に関する課題を共有し、今後の連盟活動を強化し
て参ります。

１　日　時
　令和６年８月１日（木）８時２０分〜８時５０分

２　場　所
　フェニックスプラザ 小ホール（２階） 
  〒910-0018 福井県福井市田原１丁目１３－６

３　出席者
　山梨県知事 長崎 幸太郎（連盟代表幹事）他、構成都道県の知事を予定 
　（本県からは知事の代理として黒田危機管理監が出席予定）

４　内　容
（１）火山調査研究推進本部の取組状況について 
（２）令和５年度事業報告及び令和６年度事業計画について 
（３）火山防災事業費を所管する府省庁に対する令和７年度国予算編成に向けた
　　　要望書について 
（４）「８／２６火山防災の日」制定記念イベントについて 
（５）火山防災対策の取組状況について 
　　　
　※総会終了後、山梨県防災局危機管理課渡辺火山防災対策室長が報道機関の取材
　　に応じます。

５　取材に関するお願い

当日、現地で取材される場合は、別紙により 令和 ６ 年 ７ 月25 日 （ 木 ） 正午 までに Ｅ メールにて 山梨県防災局火山防災対策室
に御連絡ください。
全国知事会議の名札を受け取っている方も、当日は必ず本総会の会場前にて受付をお願いします。
警備上の観点から、全国知事会議の名札と併せ、自社腕章着用、身分証明書（記者証等）携行の上、入場してください。

【火山防災強化推進都道県連盟】
・活動火山対策特別措置法に基づく火山災害警戒地域に指定されている都道県に
　より、令和元年７月23日に設立
・構成都道県（23都道県）
　北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、栃木県、群馬県、
　東京都、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、山梨県（連盟幹事）、長野県、
　岐阜県、静岡県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県



提 供 日 2024/07/23

タイトル 在京フランス大使館大使公邸シェフ及び外交官に静岡
県農林水産品の魅力をPRするツアーを実施します！

担　　当 知事直轄組織 東京事務所

連 絡 先 渉外広報班

TEL 03-5212-9035

在京フランス大使館の大使公邸シェフ及び外交官に
静岡県農林水産品の魅力をPRするツアーを実施します！

在京フランス大使館の大使公邸シェフや外交官が、大使公邸や大使館主催レセプション等で使用する食材の仕入れを検討するため、本
県農林水産品の生産者等を訪問します。

1　ツアー概要
（１）日　程　令和６年7月29日（月）～31日（水）（31 日 は大使公邸シェフのみ）
（２）主　催　静岡県（東京事務所）
（３）参加者　フランス大使館外交官等４名
（農務参事官、農務担当官、大使公邸支配人、大使公邸シェフ）
(４)視察先
●1日目：7/29(月）

時間 視察先 紹介食材
10:00～
11:00

麦豚工房石塚（清水町（サントムーン柿田
川）、沼津市岡一色） ハム

13:30～
14:30

営農組合サンファーム朝霧
（富士宮市人穴）

高糖度トマト
（アメーラ）

15:00～
15:30

Cow Resort IDEBOKU チーズ工房
（富士宮市人穴） チーズ

15:50～
17:00

静岡県水産・海洋技術研究所　富士養鱒場
(富士宮市猪之頭） 紅富士（ニジマス）

●2日目：7/30（火）
時間 視察先 紹介食材

9:00～
10:20

丸一農園（わさび田）
（静岡市葵区有東木） わさび

13:00～
14:20

オーガニック農園しあわせ野菜畑
（掛川市上西郷）

有機野菜

15:00～
16:00

静岡県温室農業協同組合
（袋井市小山） クラウンメロン

●３日目：7/31（水）（大使公邸シェフのみ参加）
時間 視察先 紹介食材

9:00～
9:45

海老仙
（浜松市中区雄踏町） どうまん蟹

10:00～
10:30

浜名湖養魚漁協
（浜松市西区馬郡町）

うなぎ

10:40～
11:10

服部中村養鼈場
（浜松市西区舞阪町） すっぽん

12:00～
13:00

海幸ゆきのや
（磐田市塩新田）

幸えび（陸上養殖）

14:50～
15:20

和Olive園（カズオリーブ園）
（浜松市中央区堤町） オリーブ

　＊訪問時間は、当日の天候・交通事情等により多少前後します。

(５)使用言語
日本語からフランス語、英語へ逐次通訳

２　取材要領
　取材いただける場合は、７月26日（金）正午までに静岡県東京事務所まで御連絡ください。



提 供 日 2024/07/23

タイトル 令和６年度普通交付税等（県分）の決定

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2035

（件名）
令和６年度普通交付税等（県分）の決定

（要旨）
本日（７月23日）、「令和６年度普通交付税大綱」が閣議に報告・了解され、 本県分 の 普通交付税等が次のとおり決定された。
前年度に比べて法人事業税等の基準財政収入額が増加したことから、実質的な交付税額は減額となった。

（概要）
１　普通交付税＋臨時財政対策債（実質的交付税）
 (1) 決定額　198,368 百万円（対前年比△6,355百万円 △3.1％）

 (2) 内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

区　分 令和６年度
a

令和５年度
b

増減額
c=a-b

増減率
c/b

実質的交付税 198,368 204,723 △6,355 △3.1
普通交付税 188,385 181,593 6,792 3.7

臨時財政対策債 9,983 23,130 △13,147 △56.8
　※ 令和５年度は、当初算定の金額

 (3) 対前年比減の主な要因
 　　法人事業税等の基準財政収入額の増

２　地方特例交付金
 (1) 決定額  10,914 百万円（対前年比＋8,723百万円 398.1％）

 (2) 内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

区　分 令和６年度
a

令和５年度
b

増減額
c=a-b

増減率
c/b

地方特例交付金 10,914 2,191 8,723 398.1
住宅借入金等特別税額控除減収補塡特
例交付金 2,108 2,191 △83 △3.8

定額減税減収補塡特例交付金（新設） 8,806 ― 8,806 皆増

 (3) 対前年度減の主な要因

定額減税減収補塡特例交付金の創設

　 【住宅借入金等特別税額控除減収補塡特例交付金】
     個人住民税における住宅借入金等特別税額控除の実施に伴う地方公共団体の減収を補塡するために国から交付される交付金

   【定額減税減収補塡特例交付金】
     個人住民税における定額減税の実施に伴う地方公共団体の減収を補塡するために国から交付される交付金



提 供 日 2024/07/24

タイトル 「やさかなプロジェクト」始動！

担　　当 経済産業部水産・海洋局水産振興課、 健康福祉部健康

局健康政策課

連 絡 先 水産振興課　小塩、健康政策課　戸井口

TEL 054-221-2744､054-221-2336

「やさかなプロジェクト」始動！

（要旨）

　静岡県では、水産業発展のための魚食の普及・拡大や、健康寿命延伸のための野菜摂取量の増加に向けた取組（野菜マシマシ
キャンペーン）を行っています。

　このたび、お魚普及協議会（県漁業協同組合連合会）、しずおか健康づくりサポーター企業であるキユーピー(株)と一緒になっ
て、「やさかなプロジェクト」を推進することとなりました。

　※やさかなプロジェクトとは・・・野菜と魚を組み合わせたメニューによる健康増進の取組

（内容）

　「やさかなプロジェクト」に関して、次のとおりキックオフミーティングを兼ねたメニュー選定会を開催します。

１　会議名　やさかなメニュー選定会

２　日　時　令和６年８月２日(金)　10:30～12:30

３　場　所　静岡ガスクッキングスタジオ（静岡市駿河区八幡1-5-38）

４　内　容

　・プロジェクトの方向性、内容等について協議

　・イベントで提供する予定のやさかなメニュー試食

５　出席者

　・静岡県お魚普及協議会

　　（県漁業協同組合連合会） 　　　常任理事　髙瀨　進　氏　ほか

　・キユーピー(株)名古屋支店　　　　　　  次長　　　田中伸幸　氏　　　　

名古屋支店静岡営業所　　所長　　　廣尾禎久　氏　ほか

　・静岡県健康づくり食生活推進協議会　　　会長　　　渡邉良子　氏

　・静岡社会健康医学大学院大学　 　　　准教授　　溝田友里　氏

　・静岡県経済産業部水産振興課

　・静岡県健康福祉部健康政策課



提 供 日 2024/07/24

タイトル 賀茂地域の中学生を対象に「未来を切り拓くDream授
業・賀茂版」を開催します

担　　当 教育委員会 教育政策課、経営管理部賀茂地域局地域課

連 絡 先 教育政策課政策企画班、地域課地域班

TEL 054-221-3168､0558-24-2204

賀茂地域の中学生を対象に
「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」を開催します

　県と賀茂地域１市５町の教育委員会では、賀茂地域の魅力的な自然、人、文化、産業などに触れ、自分や地域の将来について考える学び
の場として、賀茂地域の中学生を対象に「未来を切り拓くDream授業・賀茂版」を開催しています。
　今年度は、賀茂地域の資源を後世に残す活動等に尽力している方々が講義を行い、生徒は、身近な歴史資源等を地域の活性化や発展に
つなげるアイディアや地域・自分の将来について考えます。

◆日　程　令和６年７月30日（火）、31日（水）
◆会　場　静岡県賀茂危機管理庁舎　１階　会議室（下田市敷根765-15）
◆参加者　賀茂地域１市５町の中学１・２年生　29人
◆令和６年度の開催テーマ　

「賀茂の地域資源(歴史などの資源)を生かして賀茂の未来につなげるために」

◆時間割
【１日目】７月30日（火）

時間 講師（敬称略）、内容

オリエンテーション ９：00～９：20

講義１ ９：20～10：10 池上　重弘（静岡県教育委員会教育長）

講義２ 10：20～11：10 渡邊　秀明（蓮台寺まちづくり協議会長）

講義３ 11：20～12：10 加納　徹也（伊豆急行株式会社　事業統括部　統括課課長補佐）

昼休み 12：10～13：00

講義４ 13：00～13：50 小村麻衣花（元西伊豆町地域おこし協力隊、小村商店）

講義５ 14：00～14：50 土屋　武彦（まつざき里山ファクトリー代表）

グループワーク 15：00～15：50 賀茂の地域資源の再発見

【２日目】７月31日（水）
時間 講師（敬称略）、内容

フィールドワーク
９：00～12：20
※移動時間含む

・上原美術館（下田市宇土金341）
・伊豆ならんだの里（河津町谷津138）

講師　田島　整（上原美術館上席学芸員）
昼休み 12：20～13：20

グループワーク、
発表 13：20～15：40 賀茂地域の発展に向けたアイディアや自らの関わり方等

閉校式 15：40～16：00 講評等

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　

R6tirasi.pdfR6tirasi.pdf



提 供 日 2024/07/24

タイトル 令和６年度　優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰「高等学
校・中等教育学校ＰＴＡ」を受賞！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3162

令和６年度 優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰を受賞！

　文部科学省では、運営や組織構成、事業、広報等に工夫をこらし、学習活動や教育・体験活動、地域団体との連携・協働活動を行った団
体を、「優良ＰＴＡ」として表彰しています。
　今年度の「高等学校・中等教育学校ＰＴＡ」部門において、静岡県から「静岡県立静岡農業高等学校ＰＴＡ」が受賞することになりました。

１　表彰を受けるＰＴＡと取組内容

　静岡県立静岡農業高等学校ＰＴＡ（静岡市葵区古庄）
・３つの専門委員会、「文化委員会」「安全委員会」「進路委員会」がそれぞれの活動を行っている。
・生徒と警察の交通指導員と共に安全委員会による年４回の交通安全指導の実施。
・進路委員会の企画・運営による、静岡県にゆかりのある講師を招いた生徒と保護者が一緒になって話を聞く教育講演会を実施。
・静農祭（文化祭）でＰＴＡ役員だけでなく、交通安全指導、教育講演会に参加した保護者等の協力により、委員会ごとに模擬店を実施。

２　表彰式について（予定）
　第73回全国高等学校ＰＴＡ連合会茨城大会開会式での開催が予定されています。
(1)開催予定日：令和６年８月23日（金）
(2)会場：アダストリアみとアリーナ（茨城県水戸市）
(3)主催：一般財団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会
(4)問い合わせ先：文部科学省総合教育政策局地域学習推進課(TEL:03-5253-4111)

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　　



発 表 日 2024/07/24

タイトル 令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜実施要領及
び令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜実施
要領

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第1班 小林佐知子、指導第２班 佐野大和

TEL 054-221-3114

令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜実施要領及び令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者

選抜実施要領について

１　趣旨
　　令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜及び令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜を実施するに当たり、実施要領を定

めた。日程等は以下のとおりである。

２　令和７年度静岡県公立高等学校入学者選抜
　(1) 日程

課　　　程 実　　施　　内　　容
期間及び実施日

（全て令和７年）

願書受付 ２月18日(火)～
２月20日(木)

志願変更受付 ２月26日(水)
２月27日(木)

学力検査等（全日制）
学力検査・面接等（定時制）

３月５日(水)

面接・実技検査等（全日制）
追検査受検願受付

３月６日(木)

追検査 ３月11日(火)

一般選抜
及び
特別選抜

合格者発表 ３月14日(金)

願書受付 ３月18日(火)
３月19日(水)

面接等 ３月21日(金)

全日制の課程
及び
定時制の課程

再募集

合格者発表 ３月25日(火)
一般選抜
（春季選抜）

一般選抜に準じて実施する。

願書受付 ８月５日(火）
８月６日(水)

基礎力検査及び自由表現等 ８月19日(火)
追検査 ８月21日(木)

単位制による
定時制の課程

秋季選抜

合格者発表 ８月26日(火)
単位制による
通信制の課程

願書受付 ３月15日(土)～
３月26日(水)

(2)　主な改正点
ア  新型コロナウイルス感染拡大状況に応じた対応を削除した。
イ　ふじのくに電子申請サービスを活用したインターネットによる願書作成及び入学
  検定料の電子納付の試行については、特定市町の中学校を対象に調整中。

ウ 学校裁量枠の変更等

学校 選抜段階

熱海（普） 探究活動
伊豆中央（普） 探究活動
川根（普） 探究活動
天竜（農、総） 地域貢献
浜北西（普） 探究活動

追
加

ふじのくに国際（普） 国際教育プログラムへの適性
裾野（総） 地域貢献
藤枝西（普） 地域貢献

修
正

浜松東（情ビ） 学科への適性
島田工業（Ｉ類、ＩＩ類） 学科への適性削

減
浜松工業（デザイン） 学科への適性

３　令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜
　(1) 日程

実　施　内　容 期間及び実施日
出願者に関する申請

（静岡県ふじのくに電子申請サービスで出願者に関

　する情報を登録する。）

 令和６年11月18日（月）

 ～12月６日（金）

入学願書等の受付
 令和６年12月９日（月）

 ～12月12日（木）

入学検定料の納付
 令和６年12月14日（土）

 ～12月19日（木）



総合適性検査及び作文  令和７年１月11日（土）
検査の実施等

面接  令和７年１月12日（日）
合格者の発表

（静岡県教育委員会中等部入学者選抜のホームページ

　に合格者の受検番号を掲載する。）

 令和７年１月22日（水）

 正午以降

選抜結果の通知

（小学校長あてに通知する。）
 令和７年１月22日（水）

合格通知書の交付及び入学意思確認

（来校した合格者の保護者に合格通知書を交付する。

　合格者の保護者は、入学意思確認書を提出する。）

 令和７年１月22日（水）

 ～１月24日（金）

入学予定者の補充  令和７年１月27日（月）
 ～１月30日（木）

(2) 募集定員

対　象　校 定　員
　県立清水南高等学校中等部 105人
　県立浜松西高等学校中等部 140人



提 供 日 2024/07/24

タイトル 静岡県議会公式Ｘ(旧Twitter)フォローキャンペーンの
開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-3483

静岡県議会公式Ｘ フ ォ ローキャ ンペーンを実施し ます！

静岡県議会では、幅広い世代の皆様に県議会を身近に感じ、関心を高めていただくため、Ｘ(旧Twitter)による情報発信を行って
います。
この度、より多くの方に県議会を知っていただくため、県議会公式Ｘをフォローしていただいた方を対象に、プレゼントキャン
ペーンを行います。
フォローキャンペーン期間中に応募された方の中から、抽選で20名様に「梅ヶ島ピュアチャイシロップ２本セット」をプレゼント
いたします。

１ 　 期間
　令和６年８月１日(木)から令和６年９月30日(月)まで

２ 　 アカ ウント
　アカウント名：【公式】静岡県議会
　ユーザー名：@gikai_shizuoka
　https://x.com/gikai_shizuoka

３ 　 応募方法
　(１)静岡県議会公式Ｘ(@gikai_shizuoka)をフォロー
　(２)フォローキャンペーンの対象のポストをリポスト
　　　※引用は対象外

　詳細は静岡県議会ＨＰの応募規約を御確認ください。
 「静岡県議会 Ｘ」で検索
  URL：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1055322.html

４ 　 プレゼント
　梅ヶ島くらぶ　梅ヶ島ピュアチャイシロップ２本セット
　　　　　　　 「すずろに笑む」「ゆるりゆらりと」

https://x.com/gikai_shizuoka
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1055322.html


提 供 日 2024/07/24

タイトル 【変更】「清水港/富士山静岡空港セミナー2024」を甲
府で開催します！

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾振興課

連 絡 先 ポートマーケティング推進班

TEL 054-221-3050

　　　　「清⽔港/富士⼭静岡空港セミナー2024」を甲府で開催します︕

※県の出席者が変更となりました。詳細はPDFファイルを御確認ください（７⽉29⽇　14時）。

　中部横断⾃動⾞道により、⼀層⾝近になった⼭梨・⻑野県の荷主企業等に清⽔港と富士⼭静岡空港の利用促進を呼びかけるセミナーを甲府市
で開催します。
　今年で17回⽬となり、清⽔港と富士⼭静岡空港の最新情報のほか、国⼟交通省の取組、清⽔港活用事例の紹介と充実した内容となっていま
す。

１　⽇時　令和６年８⽉１⽇（⽊）（受付15:30〜）

２　会場　ベルクラシック甲府（甲府市丸の内1-1-17）

３　内容
　　第１部　セミナー（16:00〜17:30）
　　　【内容】
　　　○清⽔港の最新情報（静岡県清⽔港管理局）
　　　○富士⼭静岡空港の最新情報（静岡県空港振興局）
　　　○清⽔港における国⼟交通省の取組（国⼟交通省清⽔港湾事務所）
　　　○清⽔港活用事例の紹介

　　第２部　情報交換会（17:40〜19:00）
　　　【主な出席予定者】
　　　　静岡県 森副知事　→　増井副知事　、⼭梨県副知事、静岡市⻑、甲府市⻑

４　参加⼈数　約200名（主催者除く）

５　問合わせ先　清⽔港利用促進協会（054-353-3403）

６　当⽇の取材について
　　取材を希望される場合には会場１階に報道機関用受付を設けていますので、直接会場へお越しいただき、係員に名刺をお渡しください。



提 供 日 2024/07/24

タイトル 【当日取材希望】静岡県立工科短期大学校　特別講演
「人財の確保・育成・定着の方策」を開催します。

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 工科短期大学校　教務課

TEL 054-345-2033

　

 「人を 大切にする経営学会」会長が人財不足問題の解決方策を 提示

～静岡県立工科短期大学校　特別講演「人財の確保・育成・定着の方策」を開催～

１　開催日時　令和６年８月２日（金）　13：00～（約100分）

２　会場　静岡県立工科短期大学校静岡キャンパス 視聴覚室(静岡市清水区楠160)

３　内容
　

テ ー マ 　「人財の確保・育成・定着の方策」

講　  師 　元法政大学大学院教授　坂本　光司 氏（人を大切にする経営学会会長）

講演概要 　これから経営者が、とりわけ注視し対策を講じなければならないこと

は、人財の確保・育成・定着といった、人財問題である。

　それは、近年の人財不足問題はこれからますます、深刻化していくから

であり、一方、人財の流動化も拡大していくからである。

　魅力の無い企業は人財の入職が困難になるばかりか、離職も増加し、か

つ、人が育たず、じり貧になっていくことは、間違いない。

　本講演では、この人財問題解決のための方向・方策を示す。

対 象 者 　企業の経営者、管理者等（約80人）

４　問合せ先
　静岡県立工科短期大学校静岡キャンパス　教務課
　電話：054-345-2033　FAX：054-345-2921
　Email：koutan_kyoumu@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:koutan_kyoumu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/24

タイトル 日本生命保険相互会社静岡支社からの「がん検診受診
勧奨活動」の説明等

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班　天野・増尾

TEL 054-221-2921

日本生命保険相互会社静岡支社からの
「がん検診受診勧奨活動」の説明等

１　概要
　日本生命保険相互会社は、昨年度に引き続き、全国の顧客等を対象に、がん検診の受診率向上や検診を受けやすい環境作りのた
め、がん検診受診勧奨活動に取り組みます。
　今年度の活動開始に当たり、静岡支社長等が健康福祉部長を訪問し、活動内容を説明します。

２　取組の内容等
・顧客等にがん検診の重要性を啓発し、がん検診に関するアンケートを行います。
・回答結果を県に報告します。

３　説明日時等

(1)日　時　
　 令和６年7月25日(木)　午後２時30分開始（予定所要時間：15分）

(2)場　所
　 健康福祉部長室（県庁西館３階）

(3)出席者
　 井村孝二(いむらこうじ) 様（日本生命保険相互会社静岡支社長）
　 島田陽介(しまだようすけ) 様（日本生命保険相互会社静岡支社市場振興部長）

４　その他
・平成26年、日本生命保険相互会社静岡支社と、静岡県との間で、がん検診の受診率向上のための協定を締結
・平成30年、日本生命保険相互会社本社と、静岡県との間で、包括連携協定を締結



提 供 日 2024/07/24

タイトル 令和６年度「地域医療を担う医師の確保を目指す知事
の会」提言決議の開催

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2867

　医師少数県等12県(※)の知事による連携のもと、「地域医療を担う医師の確保を目指す知事の会」が結成され、医師不足・偏在の是正に向けた提言
活動等を展開しているところです。
　今般、構成県の知事の参加により、全国知事会議の開催に併せて対面で令和６年度「地域医療を担う医師の確保を目指す知事の会」提言決議を開
催しますので、当日の取材につきまして、特段の御配慮をお願いします。
(※ 青森県、岩手県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、長野県、静岡県、宮崎県)

記
１　日時
　　令和６年８月２日(金) 12：10～12：40（全国知事会議終了後）
２　場所

フェニックス・プラザ　301号室（福井県福井市田原一丁目13番６号）
３　内容
　　令和６年度提言決議
４　取材申込

 会社名 、 媒体種類 （ 新聞 、 テレビ 、ＷＥＢ 等 ）、 放送 ・ 掲載予定日 、 来場者部署 、 役職 、 氏名 、 電話番号 、 メールアドレスを記載の上、「地域医療を担う
医師の確保を目指す知事の会」事務局（岩手県保健福祉部医療政策室）の下記メールアドレスあて申し込み願います。

【取材申込メールアドレス】AD0002@pref.iwate.jp（７月29日(月)正午〆）
【メールタイトル】８/２(金)提言決議取材申込

５　その他
　(1) 全国知事会議の進捗により、開始時間が変更となる可能性があります。
 (2) 令和６年度「地域医療を担う医師の確保を目指す知事の会」提言決議では、開会冒頭から提言決議までの取材が可能です。
６　留意事項
　　同日同会場内で開催される全国知事会議については、事前申込を行った者のみ同会の開催エリアに入場し取材が可能になりますので、御留意くだ

さい。
　　なお、標記提言決議については、入場制限ありません。

mailto:AD0002@pref.iwate.jp


提 供 日 2024/07/24

タイトル 精神科病院入院者に対する訪問支援員養成研修の開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 精神保健福祉班　増田

TEL 054-221-2920

（要旨）
　精神保健福祉法の改正により、本年度から精神科病院の入院者に対する訪問支援（入院者訪問支援事業）を実施します。
　県では、訪問支援員に求められる知識・技術等を習得するための研修を初めて開催します。

（概要）
１　日　時　令和６年７月29日（月）　午前９時45分～午後５時05分

２　会　場　静岡県総合研修所もくせい会館 第一会議室（静岡市葵区鷹匠3-6-1）

３　内　容（演習）
　(1) 午前の部（午前９時45分～午後０時20分）
　　・行政説明：「入院者訪問支援事業について」静岡県障害福祉課

  　・チェックイン：「グループ内の自己紹介等」
　　　　　　　　　基幹相談支援センターメデル　安達万里子 氏

 　 ・演習１　：「入院者訪問支援員の役割に関する考え方」
　　　　　　　　　静岡市保健所　上田京華 氏

    ・演習２　：「出会いの場面（ロールプレイと意見交換）」
　　　　　　　　　溝口病院　近藤一世 氏
　　　　　
　(2) 午後の部（午後１時20分～午後５時05分）
　　・シンポジウム：「入院者訪問支援事業の意義と支援員の役割
　　　　　　　　　　　～それぞれの立場から～」
　　　　　　　　　溝口病院　寺田修 氏
                　沼津中央病院　竹内晃 氏
　　　　　　　　　大阪精神医療人権センター　山本深雪 氏
　　　　　　　　　基幹相談支援センターメデル　安達万里子 氏

　　・演習３　：「実際の相談場面～傾聴と支援員の役割～
　　　　　　　　（ロールプレイと意見交換）」
　　　　　　　　　沼津中央病院  牛島一成 氏 

　　・チェックアウト：「支援員のミッションとわたしの思い」
　　　　　　　　　　　基幹相談支援センターメデル　安達万里子 氏　　　　　　　　　

４　受講者　72人（医療福祉関係職員、精神障害のある方、ボランティアほか）

５　主　催　静岡県

６　その他　取材される際は、当日会場までお越しください。

※入院者訪問支援事業
　精神科病院の入院者のうち、家族等がいない市町村長同意による医療保護入院者等を中心として、希望に応じて、傾聴や生活に
関する相談、情報提供等を役割とした訪問支援員を派遣する。
　医療機関外の第三者が、対象者と会話を交わし、対象者の話を傾聴することにより、支援を希望する入院者の孤独感や自尊心の
低下、日常の困りごと等の解消が期待される。



提 供 日 2024/07/24

タイトル 障害者手帳、難病医療費助成事務等の個人番号の紐付
け誤りについて

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 課長 村松

TEL 054-221-2302

１　要　旨
　・身体障害者手帳、難病医療費助成事務の紐付け誤り及び障害者手帳等の紐付け誤り等（過去公表分を含む）に起因する他事務
の紐付け誤りが判明した。
　・今回判明した紐付け誤りの修正は完了している。
　・個人情報のうち、身体障害者手帳については、行政機関等からの照会履歴、マイナポータルでの閲覧履歴はなく、漏洩は確認
されていない。
　・他事務については、業務情報に個人情報が含まれていないため、個人情報の漏洩はなかった。
　・各業務において、別人の情報に基づく誤った資格判定等はなかった。

２　紐付け誤り件数、原因

事務名 紐付け誤り
うち個人
番号の誤り

うち業務
情報の誤り

原 因

 身体障害者手帳 3 3 3  身体手帳番号の重複(3件)

17 16 7 
 同姓同名(7件)
 業務宛名番号の重複（10件）

 難病医療費助成
6 6 1 

 身体手帳の紐付け誤り(2件)
 精神通院の紐付け誤り(2件)
 精神通院の個人番号誤追加(2件)

 高等学校等就学
 支援金 4 4 - 

 身体手帳の紐付け誤り(1件)
 精神通院の紐付け誤り(1件)
 療育手帳の個人番号誤追加(1件)
 難病医療費の紐付け誤り(1件)

 職業転換給付金 1 1 1  身体手帳の紐付け誤り(1件)

件数　計 31 30 12 

３　再発防止対策
［番号の重複］
　・手帳番号や業務宛名番号の使い回しが生じない業務プロセスを確立し、マニュアルに明記の上、遵守を徹底する。
［同姓同名］
　・「マイナンバー利用事務におけるマイナンバー登録事務に係る横断的ガイドライン」（デジタル庁）に則り、住基ネット照会
の際には、基本４情報による照会を徹底し、複数人による確認体制を整える。



提 供 日 2024/07/24

タイトル 静岡県立美術館で「カナレットとヴェネツィアの輝き
展」開会式を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 県立美術館企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-263-5755

　　　　　　静岡県立美術館で「カナレットとヴェネツィアの輝き展」
　　　　　　　　　　　　　　　　開会式を開催します！

県立美術館企画展「カナレットとヴェネツィアの輝き」展の一般公開に先立ち、開会式及び内覧会を開催します！

（概　要）
開会式の概要

項　目 内　容
開催日時 令和６年７月26日（金）　開会式:15:00～15:30 内覧会 :15:30～
会　　場 静岡県立美術館１階エントランスホール（開会式）、２階展示室（内覧）

主催等

主　　催　静岡県立美術館、Daiich-TV、毎日新聞社、スコットランド国立美術館
特別協賛　しずおか焼津信用金庫グループ 
後　　援　駐日イタリア大使館、ブリティッシュ・カウンシル
協　　賛　ＤＮＰ大日本印刷
協　　力　日本航空、日本貨物航空

内　容

(1)　開会式（15時～15時30分）

　　ア　主催者挨拶　　静岡県　森貴志副知事                                                                        
　　　　　　　　　　　　　株式会社静岡第一テレビ　黒岩直樹代表取締役社長
　　イ　館長挨拶　　　静岡県立美術館　木下直之館長
　　ウ　テープカット
　《ご来賓の皆様》
　　・千足伸行 成城大学名誉教授
　　・杉田一彦 大日本印刷株式会社専務取締役
　　・岩瀨洋一郎 しずおか焼津信用金庫常務理事
　　・鬼頭　宏 静岡県文化協会会長
　　・曽根正弘 静岡県立美術館友の会会長
　　　
　(２)　内覧会（15時30分～17時30分）※招待客及び報道関係者向け、一般非公開

備　考

問い合わせ先
　　静岡県立美術館　企画総務課　
　　住所　静岡市駿河区谷田53－２　
　　電話番号　054－263－5755
　　ＨＰ　https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp/exhibition/detail/111

https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp/exhibition/detail/111


提 供 日 2024/07/24

タイトル 令和６年度静岡県文化奨励賞授賞式を開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 芸術祭推進班

TEL 054-221-2254

令和６年度　静岡県文化奨励賞授賞式を開催

　静岡県は、芸術や学術を通じ、本県の文化の振興と向上に寄与するアーティストや文化事業団体の活動を奨励するため、昭和37年に
静岡県文化奨励賞を設け、今年で63回目を迎えます。
　令和６年度の受賞者３者への授賞式を下記のとおり開催します。授賞式では、知事から賞状等を授与するとともに、受賞者が挨拶を行
います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　授賞式
（１）日時　　　令和６年７月29日（月）　午前11時15分から12時まで
（２）会場　　　静岡県庁別館21階　展望ロビー
（３）出席者　 令和６年度受賞者
　　　　　　　   ・成島洋子　氏
　　　　　　　   ・藤中知幸　氏
　　　　　　　   ・特定非営利活動法人あたみオアシス２１
　　　　　　　   受賞者関係者
　　　　　　　   来賓：静岡県文化協会会長　鬼頭　宏　氏
　　　　　　　   知事、スポーツ・文化観光部長ほか
（４）次第
　　ア　開式
　　イ　賞状及び副賞の授与
　　ウ　式辞（知事）
　　エ　来賓祝辞
　　オ　受賞者挨拶（全員）
　　カ　閉式
　　　（閉式後、記念写真撮影）

２　受賞者（敬称略）
氏名・名称 年齢 居住・所在地 職業 活動分野
成島　洋子

（なるしま　ようこ）
４８歳 静岡市葵区 （公財）静岡県舞台芸術

センター　　芸術局長
舞台芸術
（制作）

藤中　知幸
（ふじなか　ともゆき）

４８歳 静岡市駿河区 漆芸家 美術
（漆芸）

特定非営利活動法人
あたみオアシス２１

－ 熱海市 － 文化財活用

　　



提 供 日 2024/07/24

タイトル 令和６年度静岡県・熱海市・伊東市総合防災訓練第２
回全体会議の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

もしもの時にどう動く？自分と家族と地域を守ろう！
～自助、共助、公助による災害対応力の強化～

～令和６年度静岡県・熱海市・伊東市総合防災訓練

第２回全体会議開催～

１　要　旨
令和６年度の総合防災訓練は、令和６年９月１日（日）に、県と熱海市、伊東市との共催により実施します。
この訓練を実施するに当たり、県・市と防災関係機関、自主防災組織等が各訓練会場における最終的な訓練内容を確認するため、第２

回全体会議を以下のとおり開催します。

２　日　時
　　令和６年７月31日（水）　13時00分から16時00分まで

３　場　所
伊東市観光会館　別館（伊東市渚町6-16）

４　内　容
（１）開会（13時00分から）　
（２）訓練場所別会議（13時10分から）

　　　　　　市別に分かれ、各訓練会場ごとに調整を行います。
　　　　（３）機能別会議（14時15分から）

　　航空、物資及び海上ごとに分かれて調整を行います。

５　主　催
静岡県、熱海市、伊東市

６　参加予定機関
自衛隊、海上保安庁、国土交通省中部地方整備局等国の防災機関、静岡県警察、消防団、ライフライン関係機関、医療・福祉関係機
関、物流関係機関、土木・建築関係機関、ボランティア団体、自主防災組織ほか　計約100団体

＜問合せ＞
・静岡県危機管理部危機対策課　梶、吉田

　　　　電話０５４－２２１－３６００　ＦＡＸ０５４－２２１－３２５２
・静岡県東部地域局危機管理課　太田、峯

　　　　電話０５５－９２０－２１８０　ＦＡＸ０５５－９２０－２００９
・熱海市市民生活部危機管理課　小林、山口

　　　　電話０５５７－８６－６２９８　ＦＡＸ０５５７－８６－６４４６
・伊東市危機管理部危機対策課　小菅、川端

　　　　電話０５５７－３２－１３６２　ＦＡＸ０５５７－３６－１１０４



提 供 日 2024/07/24

タイトル 奈良市内のＪ３試合会場で静岡県をＰＲ

担　　当 知事直轄組織 大阪事務所

連 絡 先 ふじのくに領事館（大阪事務所）

TEL 06-6263-6120

７月27日に開催される2024明治安田生命Ｊ３リーグ公式戦『奈良クラブ』対『アスルクラロ沼津』の試合会場に静岡県ブースを出展し、県
政にかかる広報・観光ＰＲを実施することにより、本県に関する理解促進及び、今後県内で実施されるスポーツイベント等を通じた交流促進
を図ります。

１　日時・場所
(1) 日時　令和６年７月27日(土） 午後２時30分から出展開始予定
　　　　　　　　　　　　　　 （午後６時試合開始）

(2) 場所　ロートフィールド奈良(奈良市法蓮佐保山4-5-1)

２　実施内容
(1) 静岡県ブースでは、富士山や伊豆半島をはじめとする本県の観光ＰＲ等を実施します。
＜ポイント＞

  ・関西地区のお客様に、アスルクラロ沼津の本拠地である沼津市の情報を重点的に提供します。
  ・本県で開催されるＪリーグやウエスタン・リーグ等の観戦旅行など、県内への観光旅行、スポーツツーリズムの誘客を促進しま
す。

(2) 静岡県の観光に関するアンケート調査を実施します。

３　報道機関の皆様へ
  ・当日の取材を御希望される場合は、静岡県大阪事務所（06-6263-6120）へ７月25日（木）午後５時までに取材申込みをお願いし
ます。



提 供 日 2024/07/24

タイトル 令和６年度第１回デジタル戦略推進本部会議を開催し
ます

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

令和６年度　第１回　
デジタル戦略推進本部会議を開催します

各部局のデジタル化を加速させるとともに、情報セキュリティ対策の強化を図るため、デジタル推進官（部長代理）等をメンバーとした
令和６年度第１回デジタル戦略推進本部会議を開催します。

記

１　日　時
　　令和６年７月29日(月)　　午前11時00分～午前12時00分

２　会　場
　　県庁東館５階特別会議室

３　出席者
　　・増井副知事（CIO）
　　・デジタル戦略担当部長
　　・各部局デジタル推進官（各部局部長代理）　　等

４　内　容
　　・行政手続オンライン化の推進について
　　・情報セキュリティ対策について
　　・アナログ規制の見直しについて
　　・デジタル推進官等向け研修について　　ほか



提 供 日 2024/07/24

タイトル 令和７年度「静岡県の要望・提案」

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局知事戦略課

連 絡 先 知事戦略班

TEL 054-221-3769

令和７年度　「静岡県の要望・提案」

１．要旨
　県では、県政の着実な推進のために必要となる国予算の確保、規制緩和、法整備等、国への要望事項を、毎年「静岡県の要望・提案」とし
て取りまとめています。
　令和７年度版は、物価高騰対策や産業振興など、8 3 項目の要望・提案があります。
　今後、本県選出国会議員、関係省庁等に対し要望活動を行ってまいります。

２．主な要望内容

分野 項目

物価高騰への対策強化
エネルギー、原油・原材料の価格高騰への対策強化
施設等における物価高騰の影響への対策

産業振興・デジタル

先端産業の創出と振興
地方版スタートアップ・エコシステムの確立に向けた仕組
みづくり
農林水産業の振興

基盤整備
道路整備の推進
鉄道の安全性と利便性の向上への支援

危機管理 国土強靱化の推進

医療・福祉
医師・看護職員の確保、介護人材の確保
少子化対策の推進
難聴児支援の充実

教育・人づくり GIGAスクール構想推進に向けた支援の拡大

「静岡県の要望・提案」（全８３項目）は、県ホームページに掲載しています。

h ttp s ://w w w .p re f .sh izuok a .j p /k e n se i/in troduction /sosh ik i/10 0 18 3 6 /10 4 0 9 7 8 /10 0 5 0 3 7 .h tm l

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1001836/1040978/1005037.html


提 供 日 2024/07/25

タイトル 教職員の懲戒処分

担　　当 教育委員会 教育総務課、義務教育課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

（趣　旨）
本日、静岡県教育委員会は、教職員の懲戒処分を次のように実施した。

（概　要）
懲戒処分
１　処分日    令和６年７月25日（木）
２　処分量定    戒告
３　所属    小学校(西部)
４　職名　　教諭
５　年齢    25歳
６　性別    女性
７　事案概要（交通事犯(著しい速度超過)）

当該教諭は、令和６年３月19日（火）午前７時10分頃、通勤で普通乗用車を運転し、袋井市愛野の道路を走行中、最高速度40km/hのところ
30km/h超過する70km/hで走行し、取締り中の警察官に検挙された。

令和６年４月25日（木）に免許停止30日の行政処分を受け、令和６年５月14日（火）に罰金６万円の刑事処分を受けた。

（県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント）
教育委員会が一丸となって交通安全意識の徹底などの不祥事防止対策に取り組む中、教職員がこのような非違行為を行ったことは、児童生徒、保

護者をはじめ、県民の皆様の学校教育に対する信頼を失わせるものであり、社会的責任は大きく、深くお詫び申し上げます。
県教育委員会といたしましては、このことを大変重く受け止め、再発防止に向けて、交通規則の遵守徹底を改めて促すとともに、具体的・実践的な指

導や研修を通じて、職員全体の一層の綱紀粛正と使命感・倫理観の高揚を図り、教育行政の信頼回復に努めてまいります。



発 表 日 2024/07/25

タイトル 教職員の懲戒処分

担　　当 教育委員会 教育総務課、高校教育課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

(趣　旨)
本日、静岡県教育委員会は、教職員の懲戒処分を次のように実施した。

(概　要)
１　懲戒処分(その１)

(1) 処分日　　令和６年７月25日(木)
(2) 処分量定　　減給10分の１　３月
(3) 所属　　静岡県立島田高等学校
(4) 職名　　教諭
(5) 年齢　　51歳
(6) 性別　　男性
(7) 事案概要(その他職務義務違反）

当該教諭が、令和５年12月４日（月）に通勤途上で起こした自転車との接触事故を端緒に、当該教諭の無車検及び無保険運行の違反行為が発
覚した。

当該教諭は、令和４年１月時点で無車検及び無保険状態となることを認識していたにもかかわらず、約１年10か月の間、無車検及び無保険状態
の自家用車を使用し、当該校の事務職員からの複数回にわたる自家用車の公務使用に係る更新事務手続の督促にも応じなかった。

結果、本来であれば自家用車を公務のために使用できないにもかかわらず、令和４年５月から令和５年８月までの間に14回にわたり公務で自家
用車を使用した。

２　懲戒処分(その２)
(1) 処分日　　令和６年７月25日(木)
(2) 処分量定　　戒告
(3) 所属　　静岡県立富士宮北高等学校
(4) 職名　　教諭
(5) 年齢　　47歳
(6) 性別　　男性
(7) 事案概要(生徒への不適切な言動)

当該教諭は、令和６年６月６日（木）午後６時頃、顧問を務める部活動の指導において、３年生の男子部員（以下、生徒Ａ）から助言を受けた２年
生の男子部員（以下、生徒Ｂ）の投げやりな態度に立腹し、胸ぐらをつかんだ。

また、当該教諭と生徒Ｂのやりとりを見ていた生徒Ａが当該教諭を止めようと背後から近づいたところ、当該教諭は振り向きざまに生徒Ａの左頬
を右手で１回平手で叩いた。その結果、生徒Ａの上唇が切れた。

(県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント)
教育委員会が一丸となって不祥事防止対策に取組む中、複数の教職員がこのような非違行為を行ったことは、児童生徒、保護者をはじめ、県民の

皆様の学校教育に対する信頼を著しく失わせるものであり、社会的責任はきわめて大きく、深くお詫び申し上げます。
県教育委員会といたしましては、このことを大変重く受け止め、再発防止に向けて、交通規則の遵守徹底を図るとともに、不適切な言動によらずに、

児童生徒の心に届く指導の重要性を改めて啓発し、公教育を担う重みを改めて自覚するよう、具体的・実践的な指導や研修を通じて、職員全体の一
層の綱紀粛正と使命感・倫理観の高揚を図り、教育行政の信頼回復に努めてまいります。



提 供 日 2024/07/25

タイトル 全国初！静岡県小学生バス無料デーを実施～バスに
乗って、出かけよう。～

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 地域交通班

TEL 054-221-3186

全国初！静岡県小学生バス無料デーを実施
ーバスに乗って、出かけようー

地域の足である路線バスを維持していくために「 乗っ て残す」 意識を啓発するよう、県内全ての小学生が無料でバスに乗れるバ
ス無料デーを２ 日間限定で実施します。小学生を対象にした全県規模の無料デー実施は全国初の取組です。
（国公立・私立小学校の全児童　約178,000人）

１ 　 実施の内容

項目 内容

実施日 令和６年12月７日（土）～８日（日）

対象路線

県内乗合バス事業者路線、市町自主運行バス路線
※土日運休、高速バス路線等、一部路線を除く

※静岡県バス協会ＨＰに掲載（現時点での予定であり、随時更新していきます）
掲載ＨＰ　https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/

主　　催

ハッピーライドin静岡プロジェクト実行委員会
構成員：国、県、市町、（一社）静岡県バス協会、乗合バス事業者

（事業者名）しずてつジャストライン、遠州鉄道(株)、(株)東海バス、伊豆箱根バス(株)、
富士急静岡バス(株)、富士急シティバス(株)、富士急モビリティ(株)、富士急バス(株)、

秋葉バスサービス(株)、山梨交通(株)、(株)大鉄アドバンス、日本平自動車（株）

協　　力 静岡鉄道株式会社、県地球温暖化防止活動推進センター

備　　考 11月中旬頃に、小学校を通じて各家庭にリーフレットを配布予定

２ 　 取組のポイ ント
・小学生をはじめ地域住民にバスに乗ってもらうことで、公共交通であるバスの必要性について考えるきっ かけとする。
・バスやバス運転手を身近に感じ、小学生のう ちから 興味や関心を持ってもらう。
・みなでバスに乗り合うことで、環境負荷を低減し温暖化防止につなげていく。

３ 　 実施の背景
・公共交通機関離れによる長期的な利用者の減少に加え、コロナ禍の影響を受けて利用者が落ち込み、コロナ禍以降も利用者は８
割から９割にとどまっています。
・バス運転士の高齢化と労働時間の厳正化により、バス運転士不足が深刻化し、路線の維持が困難になっています。
・こうした背景を受け、官民が連携して小学生がバスに乗る機会を提供します。

４ 　 その他
・静岡鉄道株式会社、県地球温暖化防止活動推進センターでも同日にプレスリリース予定

【県内の乗合バス利用者の推移】

【バス運転者の平均年齢】

https://www.shizuoka-bus-kyokai.or.jp/




提 供 日 2024/07/25

タイトル 事業承継で企業の成長を考える「事業承継セミナー」
開催

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 団体支援班

TEL 054-221-2807

事業承継で企業の成長を考える「事業承継セミナー」開催
～９月は事業承継推進月間です～

経営者の高齢化や後継者不在により、休業や廃業を検討する事業者が増加することが危惧される中、事業承継の重要性が高まっており
ます。

このため、県は静岡県事業承継ネットワークと連携し、9月を「事業承継推進月間」として、中小企業者の事業承継の推進に向けた啓発活
動を実施し、9月13日（金）には、中小企業経営者や後継予定者等を対象としたセミナーを開催します。

当セミナーでは、親族内承継を機に新たな取組をしている事業者や、第三者承継（M&A）により事業多角化を進めている事業者を招き、
トークセッション形式で、承継後にどのように企業の成長・発展を図っているのか伺います。

県では、引き続き、事業承継に向けた第一歩を踏み出してもらうための取組を進めていきます。

日　時 9月13日（金）14:00～17:00

会　場 静岡商工会議所５階ホール（静岡県静岡市葵区黒金町20-8）

主　催 静岡県、静岡県事業承継ネットワーク

テーマ 事業承継で企業の成長を考える

主な内容 1.静岡県事業承継推進賞表彰式

2.事業承継に係る今年度の取組説明
静岡県事業承継・引継ぎ支援センター　清水　至亮　統括責任者

3.トークセッション
株式会社ホテル銀水荘　加藤　晃太　代表取締役社長
株式会社西東　小田　祐司　専務取締役
静岡県事業承継・引継ぎ支援センター　清水　至亮　統括責任者
※登壇者は予定であり、今後、追加・変更となることがあります。

参加費 無料

定　員 150名

申込み
静岡県事業承継・引継ぎ支援センターのWEBサイトから申込み
https://www.shizuoka-jigyoshoukei.jp/event_info/seminar.html
申込期限は、8月31日(土）

問合せ先
静岡県事業承継・引継ぎ支援センター
（静岡県事業承継ネットワーク事務局）
TEL：054－275－1881

（参考）静岡県事業承継ネットワークについて
・県内の商工団体、金融機関、士業団体、市町等101機関（令和6年6月時点）により
構成される事業承継に係るネットワークです。
・各支援機関による事業承継診断により経営者に事業承継への早期準備を促すととも
に、支援機関が連携して支援を行い、後継者不在による廃業の防止を図ることを目的
に活動しています。

https://www.shizuoka-jigyoshoukei.jp/event_info/seminar.html


提 供 日 2024/07/25

タイトル 任期付職員（スタートアップ専門人材）募集開始

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 総務班　福田

TEL 054-221-2609

＜令和６年度実施　静岡県任期付職員＞
 スタートアップ専門人材の募集開始！

静岡県では、令和５年９月に「スタートアップ支援戦略」を策定し、スタートアップの創出・育成、誘致に取り組んでいます。

今回、スタートアップ支援策のさらなる拡充を図るため、本県としては初めて、スタートアップ分野における専門人材を任期付職員として
募集します。本庁勤務職と東京駐在職各１名で、本日から募集を開始します。

本県がスタートアップに選ばれる地域となるため、職員と共に熱意を持ってスタートアップ支援に取り組む人材を広く募集します。

１　職務の概要

項　目 内　容

任用期間 　令和６年1１月１日から令和９年３月31日まで（２年５か月）

主な勤務地
　本庁勤務職：静岡県庁（静岡市葵区追手町）
　東京駐在職：ＣＩＣ　Ｔｏｋｙｏ（東京都港区虎ノ門）※
　　　　　　　　　※東京におけるスタートアップ向けシェアオフィス

業務内容 　スタートアップの創出・育成、誘致に係る各事業の立案及び実施

２　募集の概要

区分 採用予定数 募集期間 選考予定 採用日

本庁勤務職 １人

東京駐在職 １人

７月25日（木）

～

８月18日(日)

〇令和６年８月下旬
   第１次選考：書類審査
〇令和６年９月上旬
   第２次選考：ウェブ面接
〇令和６年９月下旬
   最終選考：面接考査
〇令和６年10月中
   合格通知

令和６年
1１月1日
（予定）

　応募資格

次の（１）に加え、（２）または（３）のいずれかに該当する人が応募できます。
（１）昭和39年４月２日以降に生まれた人
（２）スタートアップ等での実務経験がある人（自ら起業した人を含む）
（３）民間企業等でスタートアップへの支援や共創等の実務経験があり、これらの業務経
験が３年以上ある人。なお、当該職務経験を１年以上継続した期間が複数ある場合は、
これを通算することができる。

応募ＵＲＬ
　エン・ジャパン株式会社（募集業務委託先）募集特設サイト
　https://www.enjapan.com/project/shizuoka_2407/

https://www.enjapan.com/project/shizuoka_2407/


提 供 日 2024/07/25

タイトル 「薬学生向け静岡県病院合同業界研究会」の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班中村・新井

TEL 054-221-2410

 【 今年度 も 開催 します ！】
 県内36 病院 による 薬学生向 け 説明会

　県では、県内病院での病院薬剤師を志す現役薬学部大学生(以下「薬学生」とします。) の就職活動に資する情報を提供するため、公益社
団法人静岡県病院協会及び静岡県病院薬剤師会と連携し、オンラインによる業界研究会を開催します。

１ 開催日時
　令和６年８月８日(木)　午後３時から午後７時35分まで

２ 開催方法
　オンライン開催

３ 開催規模
　県内36病院が参加

４ 内容
　15:00～15:05 オープニング
　15:05～15:25 特別講演１

「静岡県内の病院の状況について(仮)」
　 静岡県病院薬剤師会副会長

（菊川市立総合病院薬剤科科長）
瀧　祐介氏　　　　　

　15:25～15:45 特別講演２
「静岡県病院薬剤師会の活動について(仮)」
静岡県病院薬剤師会会長
（コミュニティーホスピタル甲賀病院医療技術部部長）
渡邉　学氏

　15:45～16:05 特別講演３
「薬学生の就職活動の動向や面接、見学等の心構え」
エムスリーキャリア株式会社　就活アドバイザー

　16:25～19:35 合同説明会（30分×５ターム）
※ 参加病院がそれぞれのブースで説明

５ 申込方法
　参加希望の薬学生は、下記サイトにて申込登録を行ってください。
　（８月６日(火)午後６時まで）
　薬キャリ１st2026事務局　エムスリーキャリア株式会社
　(URL) 

https://pcareer.m3.com/1st/2026/event/77

６ その他
　・詳細は、別添のチラシをご覧ください。
　・令和７年２月頃に第２回を予定しており、別途、お知らせします。

0808flyer.pdf0808flyer.pdf

https://pcareer.m3.com/1st/2026/event/77


提 供 日 2024/07/25

タイトル 医学部進学を目指す高校生等を対象とした
「こころざし育成セミナー」を開催します

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

　　　　　　医学部進学を目指す高校生等を対象とした
　　　　　　「こころざし育成セミナー」を開催します

県と県教育委員会は、将来の地域医療を担う人材育成のため、県内20病院にて高校生等が実際の医療現場を体験する「こころざし育成セミナー」を開催
します。

１ 趣旨
　医師をこころざす県内の高校生等に対し、実際の医療現場・医療従事者と接する機会を設けることにより、医師になることの意義について再認識してもら
い、将来の本県の医療を支える人材を育成する。

２ 概要
（１）主催
　　静岡県、静岡県教育委員会
（２）開催日程等

病院名 実施予定日 参加者数
中東遠総合医療センター（掛川市） ７月29日（月） ８人
浜松医療センター（浜松市中央区） ７月31日（水） 10人
静岡市立静岡病院（静岡市葵区） ８月１日（木） 18人

県立こころの医療センター（静岡市葵区） ８月２日（金） ７人
焼津市立総合病院（焼津市） ８月２日（金） ７人

沼津市立病院（沼津市） ８月２日（金） 12人
県立総合病院（静岡市葵区） ８月７日（水） 20人

総合病院聖隷浜松病院（浜松市中央区） ８月８日（木） ９人
磐田市立総合病院（磐田市） ８月13日（火） ７人

県立静岡がんセンター（長泉町） ８月14日（水） ７人
静岡医療センター（清水町） ８月15日（木） ７人

市立御前崎総合病院（御前崎市） ８月16日（金） １人
浜松医科大学医学部附属病院（浜松市中央区） ８月20日（火） 35人

浜松労災病院（浜松市中央区） ８月22日（木） ７人
総合病院聖隷三方原病院（浜松市中央区） ８月23日（金） ３人

県立こども病院（静岡市葵区） ８月26日（月） 20人
浜松赤十字病院（浜松市浜名区） ８月27日（火） ４人

富士市立中央病院（富士市） ８月28日（水） １人
静岡市立清水病院（静岡市清水区） ８月29日（木） ３人

順天堂大学医学部附属静岡病院（伊豆の国市） ８月30日（金） ４人
合計 190人

（３）対象者
　　医学部進学を目指す県内の高校生及び中高一貫教育校等の中学生
（４）実施時間及び内容
　・実施時間　４時間程度
　・内容　　　医師等による講話、施設見学等
（５）備考
　　セミナー当日取材いただける場合は、以下の連絡先まで御連絡ください。（病院への連絡は御遠慮願います。）
　　 連絡先 ： 静岡県健康福祉部医療局地域医療課 　054-221-2868



提 供 日 2024/07/25

タイトル 放課後児童クラブにおける待機児童数（速報）

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 子育て支援班

TEL 054-221-3485

１　概要
・国が令和６年５月に実施した全国調査の速報値を７月19日に公表した。全国の待機児童数は、令和６年５月１日時点（速報

値）で18,462人となり、昨年度から2,186人増加した。
・本県の待機児童数は、546人となり、昨年度の674人から128人減少した。

※ 待機児童発生市町数　20市町（R5：20市町　＋２町　▲２市町）
・待機児童数は、子ども・子育て支援新制度が施行された平成27年（972人）以降で最少となった。

 ２　県内放課後児童クラブの状況等

（1）放課後児童クラブ数・待機児童数等の推移　　　　　　（単位:か所・人）

　年　度 R2 R3 R4 R5 R6
(速報値)

放課後児童クラブ数
713

(+13)

739

　(+26)

764

　(+25)

756

(▲8)

766

(+10)

利用定員数　a
37,049

(+1,631)

38,272

(+1,223)

38,795

(+523)

39,546

(+751)

40,498

(+952)

利用希望数　b
33,455

（▲301)

35,019

（+1,564)

35,832

（+813)

37,033

(+1,201)

37,816

(+783)

登録児童数　c
32,733

(+85)

34,216

(+1,483)

35,029

(+813)

36,359

(+1,330)

37,270

(+911)

待機児童数　d=（b-

c）

722

(▲386)

803

(+81)

803

(0)

674

(▲129)

546

(▲128)

　　※こども家庭庁実施状況調査（各年５月1日現在、R2のみ７月１日現在）

※括弧内は対前年比増減。

（2）待機児童発生市町における主な発生（解消できない）要因　
　　・実施場所の確保が困難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９市町
　　・計画等で見込んでいなかった需要が発生　　　　　　　　　　　５市
　　・放課後児童支援員の人材確保が困難なため、新規開設等が不可　４市
　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２市

　　３　現状分析と今後の対応
　　　・保護者の就労状況の変化により利用ニーズが高まっていることに加え、小学校区単位での需給のミスマッチが生じるなどし

て、引き続き待機児童が発生している。
　　　・待機児童の発生している市町においては、施設整備及び学校の余裕教室の活用等による利用定員数の増や、民設民営の放課後

児童クラブの活用、利用定員までに余裕のある放課後児童クラブへの児童の送迎等の取組により待機児童の解消を進めている。
　　　・県では、市町が上記取組を実施できるように放課後児童クラブの運営費及び施設整備費を助成するとともに、受け皿の拡大に

よって必要となる放課後児童支援員等の人材を確保するため、資格認定研修や資質向上研修を実施する。



提 供 日 2024/07/25

タイトル しずおかマリッジ焼津港で婚活イベントを開催しま
す！

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2037

しずおかマリッジ
焼津港で婚活イベントを開催します！！

「しずおかマリッジ」では、マッチングシステムによる出会いの機会の提供に加え、地域資源等を活用した各種イベント・セミナーを開催
し、会員同士の直接の出会い・交流の場を提供します。このたび、今年度３回目の市町連携婚活イベントを、焼津市で開催します。

１　開催概要
イベント名 「しずマリ」出会いイベントVol.3＠焼津市

～港の風を感じながら快適な室内でのお手軽キャンプ体験～
日時 令和６年７月28日（日）13時15分～16時15分
会場 焼津PORTERS （静岡県焼津市中港３丁目１−１６）
内容等

（予定）
・テント張り体験やキャンプ飯作りを室内で快適に体験
・キャンプだけでなく、防災時にもお役立ちの美味しい焼津のお魚加工品
・フロアを貸し切ってのオリエンテーション・個別トークタイム
13:00 受付開始
13:15 オリエンテーション・自己紹介
13:30 テント張り体験＆キャンプ飯体験・実食
15:00 個別トーク
16:00 マッチング（結果発表・アンケート）
16:15 終了

参加者概要 (募集)25～35歳前後の会員男女各８人（計16人）
参考URL https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=129

２　取材・報道に係るお願い
【取材申込】令和６年７月26日（金）までに
　　　　　　こども未来課少子化対策班（054-221-2037）に連絡をお願いします。
【当日受付】会場に到着後、担当者に御連絡ください。
　　　　　　車でお越しの場合は、会場併設の無料駐車場を御利用ください。
　　　　　　なお、別紙「婚活イベント・セミナーの取材・報道について（御協力のお

　　　　　　　願い）」に沿った取材・報道の実施に御理解・御協力ください。

　３　今後のスケジュール（予定）

日程 開催市町 場所 内容
8月31日(土) 富士宮市 modelcoffee（モウデル

コーヒー）JINQ店
オリジナルラテアート体験をとおして
マッチングイベント

　●ふじのくに出会いサポートセンター概要
　・県と市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する者を支援する
　　ために運営する拠点。
　・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした婚活
　　イベント等を開催。※詳細はHP（https://www.shizuoka-msc.jp/）を御覧ください。

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚
5,534件 1,846件 301件 58件

（※令和６年６月30日時点）

https://www.shizuoka-msc.jp/event/eventdetail.php?id=129
https://www.shizuoka-msc.jp/


提 供 日 2024/07/25

タイトル 風景画の巨匠カナレットを大きく取り上げる日本初の
展覧会「カナレットとヴェネツィアの輝き」展　開
幕！

担　　当 スポーツ・文化観光部 県立美術館企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-263-5755

18世紀風景画の巨匠カナレットを大きく取り上げる日本初の展覧会
「カナレットとヴェネツィアの輝き」展　開幕！

主催／静岡県立美術館、Daiichi-TV、毎日新聞社、スコットランド国立美術館　特別協賛／しずおか焼津信用金庫グループ
後援／駐日イタリア大使館、ブリティッシュ・カウンシル　協賛／ＤＮＰ大日本印刷　協力／日本航空、日本貨物航空

ヴェネツィアは、今日も多くの観光客を集める人気の都市ですが、現在まで続くその名声の少なくとも一端は、本展の主役カナレットが作り出した
と言っても過言ではありません。時の流れの向こうに輝くヴェネツィアの姿を、この機会にお楽しみください。

●展覧会について

場所 静岡県立美術館　静岡市駿河区谷田53-2

会期 令和６年７月27日(土)から９月29日(日)まで

開館時間 10:00から17:30まで（入場は17:00まで）

休館日 毎週月曜日　※ただし８月12日(月・祝)は開館、９月16日（月・祝）は開館し、
              翌17日(火)は休館、９月23日（月・振休）は開館し、翌24日(火)は休館

観覧料
　　　 一　般 　　　　　|1,500円 (前売1,300円)
高校・大学生・70歳以上　|　800円 (前売700円)
　 　中学生以下　 　　　|　 無料

●関連イベントについて

館長美術講座 特別講演会 ワークショップ

「カメラ・オブスクラをめぐる話」 「景観画の役割とは？－近代ジャーナリズムの始
まり」

イメージからピクチャーへ
カメラづくりから考える

○講師 当館館長 木下直之
○日程 8/18(日)
○時間 14:00～
○場所 当館講堂
○事前申込不要、先着260名

○講師 高梨光正氏
   (愛知県立芸術大学准教授)
○日程 8/10(土)
○時間 14:00～
○場所 当館講堂
○事前申込不要

○講師 大塚敬太氏(写真家)
○日程 8/24(土)、25(日)
○時間 10:00～16:30
○場所 当館実技室ほか
○要事前申込

●カナレット展開幕記念ミニ・マルシェ　7月27日（土）～28日（日）
　「カナレットとヴェネツィアの輝き」展の開幕を記念し、ミニ・マルシェを開催します。
    27日(土)14：00からはオペラコンサートも！

●会場限定グッズ
　ここでしか手に入らないオリジナルグッズを販売します。

●期間限定メニュー
　会期中特別メニュー「折戸なすと生ハムのジェノバ風冷やしそうめん」を、館内レストラン「Rodin TERRACE」で提供します。

●期間限定メニュー
　静岡県立美術館　企画総務課 静岡市駿河区谷田53－2　電話：054－263－5755



提 供 日 2024/07/25

タイトル 令和６年度森林空間活用セミナーの開催

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 環境ふれあい班

TEL 054-221-2848

森林空間活用セミナーを開催します！

１　概要
　近年、森林セラピーやマウンテンバイク、森のようちえんなど、森林空間を活用した「森林サービス産業」の取組が広がっています。
　県では、「森林サービス産業」の創出を推進するため、森林空間を活用する取組に関心のある事業者や森林所有者の方を対象に、森林空
間の活用事例や県が実施するマッチング支援について紹介する森林空間活用セミナーを開催します。
　このセミナーを皮切りに、今後、募集した森林を事業者に紹介する森林説明会や事業者と森林所有者の個別協議の設定など、森林空間を
活用した事業の実施に向け支援を進めます。

２　内容
日時 令和６年９月９日（月）13時～16時まで
場所 プラサヴェルデ402会議室（沼津市大手町１丁目１－４）
内容 【基調講演】

「社会課題をビジネスで解決するには？ローカル経済の構造分析と地域資
源の価値の磨き方」
【パネルトーク】
第１部「森林の可能性を最大限に活かす静岡ビジネス」
第２部「ここがポイント！森林とビジネスの出会い」
【その他】
・「事業者」と「森林所有者」のマッチング支援の紹介等

対象 事業者や森林所有者、行政機関等
定員 50名（先着順）

参加費 無料
申込受付 ９月２日（月）まで※期間内でも定員に達し次第締切。

３　申込方法
（１）スマートフォンでの申込

・右QRコードより専用の申込ページにアクセスし、各項目に入力の上送信。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf0PTuNAluml69QQMJb4uqDe0WvXiYrczFYQ-MYRiuJ-xGw2g/viewform

・受付完了メールを受信し、申込完了。
（２）FAXでの申込

・添付チラシの記入欄に記入の上、紙面を下記FAX番号へ送信。
FAX　0544-67-0567

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf0PTuNAluml69QQMJb4uqDe0WvXiYrczFYQ-MYRiuJ-xGw2g/viewform


提 供 日 2024/07/25

タイトル 消防学校初任科第95期　第２回野外訓練

担　　当 危機管理部 消防学校教務課

連 絡 先 山下　大輔

TEL 054-369-1190

                              消防学校初任科第95期　第２回野外訓練

１　訓練目的
　消防学校では、令和６年４月４日から９月25日までの約半年間、県内消防本部（局）において本年度新規採用の消防職員に対し、初任教育
を実施しています。
　このたび、教育訓練の一環として、昼間に消防学校で消防訓練等を実施した後、約20キログラムの装備を背負いながら、富士市富士マリン
プールから消防学校までの約30キロメートルを夜通し踏破する強歩訓練を実施します。
　この訓練は、南海トラフ巨大地震等の大規模災害に備え、県内の消防職員として、長時間にわたる災害対応に必要となる強靭な体力・精神
力を養成し、消防部隊活動における団結力の必要性を再認識することを目的としています。

２　訓練の概要

日　　時 場　　所 訓練内容

１部訓練
（昼間）

８月１日（木）　　　　　
午前９時～午後２時 消防学校

消防活動訓練
救助訓練
応用訓練

２部訓練
（夜間）

８月１日（木）午後６時～
８月２日（金）午前５時25分
※到着予定

富士マリンプールから
消防学校まで 夜間強歩訓練

３部訓練
（朝間）

８月２日（金）
午前６時10分～７時30分 消防学校 災害対応訓練

　　
３　予備日
　令和６年８月８日（木）～９日（金）
　※延期の判断は、８月１日（木）午前６時に行います（訓練内容及び行程は同じ）。

４　参加者
　初任科第95期学生　110人（内、女性14人）　

５　連絡先
　消防学校（静岡市清水区谷津町１－577－１）
　担当：教務課　山下　大輔
　電話：054-369-1190　FAX：054-369-1197

６　取材に関する留意事項
　・取材は事前申込み制とします。
　・７月31日（水）午後５時までに、下記アドレス宛に申込み願います。
　　【メールアドレス】　fd-school-kyomu@pref.shizuoka.lg.jp
　　【申込必要項目】　報道機関名・担当者名・取材班人数・連絡先
　・訓練延期を決定した場合、取材の事前申込みがあった報道機関にのみ連絡します。

mailto:fd-school-kyomu@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/07/25

タイトル 「県民の日」イベント「君も防災博士だ！こども地震
防災教室」を開催します！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7100

「県民の日」イベント

「君も防災博士だ！こども地震防災教室」を開催。

地震防災センターでは、「県民の日」事業として、 ８月17日（土） に小学生向けのイベントを開催します。
いつもの地震防災センターでは体験できないことばかり。たくさんのお申込みをお待ちしています。

（１）開催日時　　　　令和６年８月17日（土）　10時～15時

（２）場　所　　　　　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通５－９－１）

（３）対　象　　　　　小学生とその保護者

（４）参加費　　　　　無料

（５）申込方法　　　　必要事項を記入し地震防災センター宛メールでお申込みください。

（６）申込締切　　　　８月９日（金）※各講座先着順。

（７）共催機関　　　　
　　　　静岡市消防局・静岡大学教育学部藤井基貴研究室
　　　　・静岡地方気象台・中部電力パワーグリッド株式会社

（８）その他
　　　　講座内容および申込み方法の詳細はホームページをご確認ください。
       https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1064765.html

（９）問合せ先
　　　　静岡県地震防災センター（月曜休館）
　　　　　電　話：054-251-7100
　　　　　メール：eq-center@amethyst.broba.cc

(写真は昨年度の様子)

　

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/earthquake/bosaicenter/1043918/1064765.html
mailto:eq-center@amethyst.broba.cc

